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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おーい！　ダンボールをもらいに行くから、誰か一緒にきてくれ～」

「オッケー！　なら、俺おれ達たちが行くよ！」

「あすなろ、もうすっごく怖いビラを作っちゃってよ！　期待してるからねぇ～？」

「はい！　お任せ下さい！　ビラ作りは、私の超得意分野ですから！」

「へぇ～！　サザンカって、裁縫も得意なんだね。ふふっ！　いいお嫁さんになれるよ！」

「ちょ、ちょっと！　変なこと言うのやめてよねっ！　別に普通よ、普通！」

　放課後、普段とは少し違う、活気づいた様子の我がクラス。

　帰りのＨＲが終わった後に、これだけの人数の生徒が教室に残っているのなんて、この時期を除いて他にないだろう。

「驚かすポイントをいくつか決めるのがいいよな！　まずは入って最初の角だろ？　次は、そこから三メートルぐらい進んだ場所でどうだ!?　あと、出口直前に後ろからも欠かせないな！」

「サンちゃん、案外こういうの好きなんだね」

「おう！　野球とは少し違うけど、なんか戦術を考えるみたいで面白いからな！」

　いつもなら、放課後はすぐに部活へ向かうサンちゃんですら、今日は教室に滞在中。

　今は、黒板の前で他のクラスメートと話し合いをしている。

　そんな中、俺はというと……

「ねね、ジョーロ！　そっちの画用紙とって！」

「ほいよ」

　ひまわりと一緒に幼おさな馴な染じみとしての連携を見せつつ、教室の隅でせっせとダンボールに黒の画用紙を貼り付けている。

　──二学期とは、イベントラッシュの学期である。

　つい先日、『体育祭　～聖戦を添えて～』を終えたばかりではあるのだが、それで落ち着く西にし木き蔦づた高校ではない。体育祭の熱を冷ますことなく引き継ぎ、今は……、

「ジョーロ、繚りよう乱らん祭さい楽しみだね！　わたし、がんばるよぉ～！」

　二週間後に控える繚りよう乱らん祭さいに向けて、うちのクラスだけでなく学校全体が活気付いているのだ。

　この繚りよう乱らん祭さいだが、以前……五月に行われた百ひやつ花か祭さいとは異なり、正真正銘の文化祭。

　去年までは九月に行われていたが、諸もろ々もろの事情により今年は十月に行われることになった。

　……諸もろ々もろの事情により、変わったのだ。細かいことは気にするな。

　うちのクラスの出し物は、今までの流れで分かったかもしれないが、お化ばけ屋や敷しきだ。

　他にも結構色んな案があったんだけどな、最終的に投票で決めたってわけだよ。

　……まぁ、実際の投票結果は、一位がメイド喫茶で二位が串カツ屋だったんだけど……『それ、ちょっと前にやったよね？　かぶってるよね？』という諸もろ々もろの事情で却下になり、三位のお化ばけ屋や敷しきをやることになったんだけど……。

　後先考えずに思いついたことをやるから、今になって諸もろ々もろの事情で苦労するのである。

　反省しろ。

　尚なお、繚りよう乱らん祭さいの影響で少しの間、放課後の図書室の業務手伝いは休みだ。

　この時期に関してのみ、放課後は図書委員のパンジーを含めて全員が参加できないので、教師が持ち回りで担当してくれている。

　俺のアルバイトは……、休もうとも思ったのだが、さすがに全て休むとツバキに迷惑をかけてしまうし、お小遣い的事情でも苦しいので、普段の十七時スタートを十九時スタートに変更してもらうことで対処した。

「でーきた！　見て見てジョーロ！　どう、上手でしょ？」

　誇らしげに、黒の画用紙を貼ったダンボールを見せるひまわり。

　まるでしわがなく、悔しいことに俺より遥はるかに上手うまい。

　前々から思っていたが、ひまわりって性格に似合わず器用だよな。

「すげぇな。俺には、そこまでのもんは、とてもじゃねぇができそうにねぇよ」

「えへへ！　ありがとっ！」

　繚りよう乱らん祭さいで行われる我がクラスでのそれぞれの役割だが、俺とひまわりは大道具作成。

　あすなろは体育祭の時と似ているが、ビラ作成。サンちゃんは、演出考案。

　サザンカやカリスマ群の皆様は、衣装作成。

　野生的だけど家庭的なサザンカは、みんなが持ち寄ったもう着なくなった服を、家から持ってきたであろう裁縫道具で、丁寧におばけの衣装へとカスタマイズしている。

　最初は学校からもらった予算にまだ余裕があるから、衣装は買おうという話だったのだが、『何があるか分からないんだから、お金はできる限り残しておくの！』というサザンカの一言によって、自じ分ぶん達たち……っていうか、サザンカがみんなに教えながら作ることになった。

　ちなみに、唯一図書室メンバーの中でこの場にいないツバキは、当日のお化け役だ。

　さすがに学生兼店長という、俺おれ達たちの中でも特殊な立場にいるツバキは、常に放課後の準備に参加というわけにはいかなかったので、代わりに繚りよう乱らん祭さい当日に頑張ることになった。

　そして、ツバキがお化け役をやると知ったどこかの焼鳥屋の娘が、『ツバキは、一いつ反たん木も綿めんかぬりかべのお化けをやるといいの！　ペラペラになって気配を消すの上手なの！』と悪気なく口を滑らせて、烈火のごとく怒ったツバキから、『君とは絶交かな』と言い渡されて泣なき喚わめいていたが、それはまた別の話だ。

「よぉ～し！　みんながビックリする、真まっ黒くろな壁を作っちゃうんだから！」

　壁が黒くても誰もビックリしないと思うという感想はさておき、繚りよう乱らん祭さいの準備で、特に張り切っているのはひまわりだ。元からお祭り騒ぎは好きな奴やつだからな。

　ほんと、この天てん真しん爛らん漫まんさは見習いたいよ。

　正直に言ってしまうと俺は…………、憂ゆう鬱うつで憂ゆう鬱うつで仕方がないのだから……。

　と言っても、別に原因は繚りよう乱らん祭さいじゃねぇんだけどな。

「ねね、ジョーロ！　繚りよう乱らん祭さい、始まったら色んなとこ、みにいこーね！」

「そう、だな……。みんなで休憩時間を合わせて、そうするか……」

「やったぁ！　わたし、楽しみ！」

　うっ！　そんな無邪気に喜ばないでくれよ……。罪悪感が余計に溜たまっちまう。

　なんせ、今の俺の発言は逃げだ。

　ひまわりと二人で繚りよう乱らん祭さいを見て回るのではなく、『みんな』で見て回る。

　誰も特別な相手を決めずに、あくまでも全員と仲良くしようとするという……。

　本当はそれじゃ、ダメなんだ……。

　なんせ俺は、体育祭終わりにパンジーから……いや、パンジー達たちから、『二学期のおしまいに、俺の素直な気持ちをたった一人へだけ伝えてほしい』と言われている。

　繚りよう乱らん祭さいが終われば、また一歩、そのイベントに近付くことになる。

　それが憂ゆう鬱うつで憂ゆう鬱うつで仕方がなく、つい『みんな』という安全なほうへと逃げている。

　……いやね、俺もちゃんと分かってはいるのよ？

　ぶっちゃけ、この件に関しては曖昧にして見ないふりをしていた俺が純度１００％で悪いし、パンジー達たちがちゃんと答えを出せというのも当たり前だ。

　だからこそ、言われた当初は雰囲気と相まって、『ずっと隠し続けていた俺の気持ちを包み隠さず伝えよう』なんて、かっこつけたことも考えてたわけさ。

　でもね、俺って決意がすぐに薄れることに定評があるんだわ。

　その日家に帰った時点で、その決意は瓦が解かい一歩手前まであっという間に辿たどり着ついた。

　あぁ、自分が情けない……。

　何が一番情けないかって、あんだけ勇気を出して伝えてくれたパンジー達たちに対して、答えは二学期のおしまいでいいと言われて、ホッとしてしまったことだ。

　誰かを傷つける覚悟ってのが、どうにも持てない。

　頭では分かっていても、心がどうにも拒絶する。

　だから今も、本当ならひまわりと二人で楽しく繚りよう乱らん祭さいの準備をすべきなのに、心のどこかで『誰か一人を特別扱いしていいのか？』などと思ってしまう自分がいるのだ。

　はぁ……。ほんと、どうしよう……。

「ひまわり。悪いんだが、一人で作業してもらってもいいか？　俺は別の手伝いに……」

「えー！　わたし、ジョーロと一緒がいい！　ジョーロ大道具なんだから、わたしと一緒！」

　ですよね……。役割分担でそうなってるんだから、至極当然だ。

　ほんと、俺は何をやってんだか……。

　ひまわりは、ただ純粋に俺と一緒に繚りよう乱らん祭さいの準備をしたいだけなのに……

「ひまわり、悪い！　ちょっとジョーロを借りてもいいか？」

　ん？　今の声って……

「う？　サンちゃん、どうしたの？　ジョーロはわたしと……」

「演出のことでジョーロに相談があってな！　そんなに時間はかけないからさ、頼むよ！　な？　この通りだ！」

　パンと両手を合わせてひまわりに頼むサンちゃん。

　対してひまわりだが、

「分かった！　ジョーロ、貸したげる！　でも、あんまり長くなっちゃダメだよ？　ジョーロは、わたしと一緒に大道具を作るんだから！」

「あったぼうよ！　任せてくれ！」

　ニパッと明るい笑顔で許可を出してくれた。

　それを確認したサンちゃんは、すぐさま俺のほうを向くと、

「よし！　なら少し付き合ってくれ、ジョーロ！」

　いつも通りの熱血笑顔ではあるのだが、どこか真剣な目で俺を見ているような……

「あ、ああ。……分かった」

　さっきまでは黒板の前で演出の話をしていたというのに、俺と話すとなったら、やや急ぎ足で教室を出ようとしているのは、恐らくそういうことなんだろうな……。





※






　教室を出た俺おれ達たちが向かったのは、生徒が誰もいない体育館裏……うちの学校のちょっとした名物でもある大きな楓かえでの木『ナリツキ』がある場所だ。

　サンちゃんが俺を連れ出した理由は、予想通り。

　繚りよう乱らん祭さいの準備をしている俺の様子がおかしいから、話を聞かせろとのことだ。

「──つうわけなんだよ。だから、二学期の終わりが憂ゆう鬱うつで……」

「なるほどな！　それで、作業をしている時のジョーロの様子がおかしかったのか！」

「ああ。どうにも、ちゃんと答えを出すってのにふんぎりがつかなくて。それに、この状況で誰かを特別扱いするってのも、な」

　こんなこと、サンちゃん以外に聞かれても絶対に話さなかっただろうな。

「なぁ、サンちゃん。俺、どうしたらいいかな？　今まで、こんな特殊な経験をしたことなくてよ。もし、何かいい方法があったら……」

「そうだな……。とりあえず、まずは意識改革だな！　ジョーロは、その悩みを特殊だと思うのは、やめておいたほうがいいぞ」

「え？」

　なぜ、サンちゃんはいつも通りの熱血笑顔なのだ？

　それが頼もしくはあるのだが、言っている意味がよく分からない……。

「ジョーロの状況は、特殊だと思う。けど、その悩み自体はみんなが持つものさ」

「みんながこの悩みを？　それってサンちゃんもか？」

「ああ、そうだぜ！　例えば俺や他の奴やつで言うと……、ああ、卒業なんてのがそうだな！」

「どういう、ことだ？」

「俺おれ達たちは、西にし木き蔦づた高校を卒業する。……そしたら、そこから先はバラバラだ。みんな、それぞれ自分が決めた道を進んでいくだろ？」

「それは……」

「ずっとみんなで一緒に仲良く過ごしたいって気持ちは、もちろんあるぜ。でも、俺はその道を歩かない。……俺には、夢があるから。子供の頃からずっと持ち続けていた夢が。……だから、ジョーロと一緒に過ごせるのも、高校までだ」

　つまりサンちゃんの場合は、夢があるからみんなと一緒にいられないってことか。

　そして、他の奴やつらなら受験。みんな、同じ大学には行かない。

　それぞれが、それぞれの理由を持って、自分が選んだ大学を受験していく。

　……確かに、少し似ているかもな……。

　そういえば、コスモスって受験はどうするんだろう？

　最近、図書室にまるで何かに取とり憑つかれたように勉強をしにくる三年生の姿はちょいちょい見かけるが、コスモスは普通に図書室に来てみんなと過ごしてるよな？

「だから、ジョーロの悩みは特殊なことでもなんでもないよ。大なり小なり、みんなが持つ悩みで、ちゃんとした答えを出せる奴やつなんていない悩みだ。……だってそうだろ？　どんなに頑張っても、全員が同じハッピーエンドに辿たどり着つけないんだからさ」

　なんだろう？　自分だけの悩みではないという意味では重みが少しとれたが、答えが出ないという絶望感が半はん端ぱないな……。

「……けど、どうするかは決まってる」

「ど、どうするんだ？」

「決まってるだろ？　勝負するんだ、……全力で。ハッキリ言わせてもらうが、俺は負けるのが大嫌いだ。だったら、どれだけ相手を傷つけようが恨まれようが、覚悟を決めて全力で勝負する。その後のことなんて考えない！　なるようになれ、だ！」

　……やっぱ、サンちゃんはすげぇな。ここまで真まっ直すぐに言い切れるなんて。

　けど、きっとパンジー達たちも同じなんだ。みんな、全力で向かってきてる。

　だったら、俺も……

「この問題に、正しい答えなんてないよ。だから、ジョーロが出したい答えを全力で出しちまえよ！　ただ、八方塞がりな状況なら、いい解決方法があるから教えてやるぜ？」

　その解決方法なら、俺も知ってるよ……。

「九方目に進めばいいんだろ？」

「ははっ！　なんだよ、俺が言おうと思ったことと違うじゃないか！」

「そりゃそうだ。俺はサンちゃんじゃねぇからな」

　どれだけ悩もうが、それが今を否定する理由にはならない。

　だったら、ちゃんとあいつらの気持ちを受け止めて、俺なりに進むしかないんだ。

　後のことは、なるようになれ、だ。

「そうだな！　ジョーロの言う通りだ！」

　正面のサンちゃんを見ると、そこにはいつもの熱血笑顔で俺を見守る姿がある。

　ただ、笑ってるだけ。だけど、その笑顔が何よりも頼もしかった。

「……ありがとな、サンちゃん。おかげで、スッキリしたよ」

「当たり前だろ？　俺はお前の親友だからな！　……ところでよ、もう一ついいか？」

「ん？　どうした？」

「ジョーロには……、誰か一人だけ、特別大好きな女の子はいないのか？」

　うっ！　思いっきりドストレートに聞いてきたな。

　そういや、今年の地区大会の決勝戦でツバキにも同じことを聞かれたっけ。

　あの時は自分の気持ちを理解しきれなくて答えられなかったけど、今の俺なら……、




「いるよ。一人だけ、特別大好きな女の子がさ」




　その気持ちを自覚したのは、夏休みの終盤。

　最後に振り返った時、最も鮮烈に残っていたのが、そいつと二人の思い出だったからだ。

　……そう。……いるんだ。……一人だけ、特別大好きな女の子が俺には。

「そっか。なら、その子に気持ちはちゃんと伝えろよ？　…………もし言えなくなったら、その時に絶対後悔するからさ！」

　理由は分からないけど、サンちゃんのその言葉はやけに重みを感じた。

　もしかしたら、そういう経験をしたことがあるのかもしれない。

「ああ。分かった。……あ、今の話なんだけど、できる限り誰にも言わないでくれると……」

「分かってるって！　男と男の約束だ！　誰にも言うつもりはない！」

「助かるよ」

「よし！　じゃあ、戻るか！　あんまり時間をかけると、ひまわりに怒られそうだしな！」

　少し力強く、俺の背中を押すように肩に手を回すサンちゃん。

　その手が、西にし木き蔦づた高校を甲子園で準優勝へと導いた手だと思うと、なんだか自分まで強くなったような気持ちになれる。……ありがとな。いつも背中を押してくれて。

　やっぱりサンちゃんは、最高の親友……ん？

　なんか今、ナリツキのほうから物音が聞こえたような気がするんだが……、気のせいか？

　……いや、気のせいだな。





※






　翌日の昼休み。繚りよう乱らん祭さいの影響もあってか、図書室に来る生徒も少なめ。

　なので、いつもとは違い図書室メンバー全員で昼飯を食えている。

　……しかし、こうして見ると本当に人が増えたな。

　一学期の初期は、俺とパンジーしかいなかった図書室だというのに、今は俺、パンジーに加えて、コスモス、ひまわり、サンちゃん。更にツバキ、あすなろが続き、二学期からはサザンカとカリスマ群の皆様、そしてヒイラギまでもが加わった。

　人数が多すぎて一つのテーブルではおさまりきらないので、二つのテーブルを使うほどだ。……なんか一匹、アホな存在を忘れているような気もするが、まぁいいだろう。

「えへへ！　みんないっしょってひさしぶりだね、あすなろちゃん！」

「そうですね、ひまわり！」

　正面のひまわりとあすなろが、無邪気な笑顔でそんな話をしている。

　どうやら、似たようなことを考えていたらしい。

「こうしてみんなで揃そろってご飯を食べると、普段よりも美味おいしく感じますね、コスモス先輩」

「そ、そうだね、パンジーさん。やはり、皆で一緒なのが……一番、楽しいね……」

　言葉に同意しつつも、どこか寂しそうな声。

　それは、この中で唯一の三年生だからこそだろう。

　二学期……、そして三学期が終わったら、コスモスは卒業する。

　そしたら、もう図書室で一緒に飯を食うなんてできなくなってしまうのだ……。

「あー、あの、コスモス会長。そういえば、受験勉強ってどんな感じなんですか？」

　つい、コスモスと少しでも話したいと思って、声をかけてしまった。

「それなら心配ないよ、ジョーロ君。希望していた医大が、何とか推薦で決まりそうだからね。これからも変わらずに、図書室の手伝いもするつもりさ」

　さすが、スーパー生徒会長。

　俺にはできそうにない手段で、医大への合格を決めていたか……。

　で、なんでチラチラと期待した目で俺を見てるの？

「だ、だからその前祝いと言うか……、生徒会のほうでも繚りよう乱らん祭さいで出し物をするから、よかったらジョーロ君にも手伝ってもらいたくて！　あの、今日の放課後は……」

「コスモスさん、ダメ！　ジョーロは、わたしとクラスの準備があるの！」

「うっ！　で、でも、ジョーロ君は、生徒会の手伝いもしたそうな顔を……」

　してません。むしろ、そんな顔知らない。

　そもそも、なんで前祝いが生徒会の手伝いなんだっつーの。

「そうですよ、コスモス先輩。ジョーロ君には、私のクラスの手伝いもあるのですから、これ以上の負担をかけるのはよくないと思います」

「おい、パンジー。それも初耳なのだが？」

「初めて言ったからではないかしら？　でも、安心してちょうだい。私のクラスを手伝うと、とても素敵な特典がついてくるわ」

「……一応、聞いてやろう」

「なんと今なら、私とのイチャ放題プランが導入されているわ」

「そうか。断る」

　携帯のお得プランみたいに言っても、全然お得じゃねぇからな。

「パンジーちゃんもダメ！　繚りよう乱らん祭さいのじゅんびでは、ジョーロはわたしとずっといっしょに頑張るって、約束したんだから！」

　ひまわりさん、それも初耳だよ？

　一緒に頑張るつもりではあるが、ずっとというのは少し度が過ぎない？

「ですが、ひまわり。貴女あなたはテニス部の手伝いもありますよね？　その時は……」

「だいじょぶだよ、あすなろちゃん！　わたし、がんばるから！」

　出ました、ひまわり理論。

　何をどう頑張るかは知らんが、どうやらゴリ押しで何とかするつもりらしい。

　しかし、あれだな。パンジーがちゃんと繚りよう乱らん祭さいの準備に参加してるってのは、少し意外だな。

　となると、もう一人同じクラスのヒイラギは……

「ツバキ！　私、焼鳥作ってきたの！　これを食べれば、準備の疲れも飛んでくの！」

　口振りからするに、恐らくこいつも参加しているな。

　ツバキは店長だから店優先だが、ヒイラギはあくまで手伝いだから、その差だろうな。

　ところで、ヒイラギよ。隣のテーブルで無む垢くな笑顔で焼鳥を差し出しているのは可愛かわいらしいが、てめぇは昨日ツバキを怒らせて絶交を言い渡されたのを、もう忘れてしまったのか？

「…………」

　はい、ツバキは見事なまでに無視と。そりゃ、そうだ。

「サ、サザンカちゃん！　ツバキが私を無視するの！　どうしてなの!?」

「あんたが昨日、ツバキを怒らせたからじゃないの？」

「昨日のことは昨日のことなの！　過去は振り返らずに、今を見るべきなの！」

　言葉って、誰が言うかで重みが変わってくるよね。

「だから、ツバキは今日から私に優しくなるはずなの！」

「なわけないでしょ！　何、自分に都合よく考えてんのよ！」

「で、でも、サザンカちゃんはジョーロに怒っても、次の日には優しいの！　こないだだって、ジョーロに怒鳴った後すぐ心配になって、話しかけるタイミングを見計らって──」

「うきゃぁぁぁぁ！　ヒ、ヒイラギ、あんたちょっと黙ってなさい！」

「うえぇぇぇぇ！　なんで怒鳴るのぉ～！　私、ほんとのことしか言ってないのぉ～！」

　本当のことだからって、何でも言っていいわけじゃないからね。

　頑張れ、サザンカ、俺はたまたま隣のテーブルだったから、何を話しているかさっぱり聞こえてない設定でいく。うん、何も聞こえなかった。マジ、何にも聞こえなかった。

「サザンカ、ようこそこちら側にかな」

　ツバキは、ヒイラギに迷惑をかけられる同志が見つかったのが嬉うれしいのか、なんだかご満悦なご様子だ。俺は絶対に、その仲間には加わらないようにしよう。

「あ！　そだ！　ねね、ジョーロ！　ジョーロ、灯とう花か式しきはどーするの？」

「そういえば、繚りよう乱らん祭さいの前夜祭にはそれがあったな！　繚りよう乱らん祭さいの夜、校庭を彩いろどるイルミネーション！　屋上から見ると、うちの校名──西洋木蔦アイビーの葉っぱの形になってるんだよな！　それを前夜祭で行おこなって、その時に参加者は大切な相手に花を贈るっていう超一大イベントが！」

「補足をしますと、元々はただイルミネーションが点灯されるのを生徒が集まって見るだけのイベントだったのですが、いつからか生徒達たちの間で、その時に大切な相手に花を贈れば、気持ちが届くという噂うわさが流れ、それがそのまま伝説になったんですよ！」

　サンちゃん、あすなろ。君きみ達たちはいったい誰に灯とう花か式しきのことを説明しているのだい？

　どうでもいいけど、うちの学校って伝説多いよね？　勇者でもいたのか？

「灯とう花か式しきか。そうだな、俺は──」

「サンちゃんと一緒に参加はしないわよね？」

「しねぇよ！」

　まったく、パンジーは何を言っているのやら？

　そんなことするわけないじゃないか！　はっはっは！　……はぁ。

「安心しろって、パンジー！　俺はジョーロ以外の奴やつで先客がいるからさ！」

　マジかよ！　……ってか先客だと？

「サンちゃん、もしかしてそれって、マネージャーのたんぽ──」

「あいつは、『はぁ～！　灯とう花か式しきでは、如月きさらぎ先輩を筆頭に大勢のワタゲストの方々が私に花を贈ってくるでしょう！　天使とは、時に罪深き存在です……。きっと、贈られる花は水仙ですね！　花言葉は「神秘」で、私にピッタリですし！　むふふふ！』とか言ってたぞ」

　成程、確かにピッタリだ。水仙の花言葉には『神秘』の他に、『うぬぼれ』、『我欲』、『自己愛』などがあるからな。根本的に贈らんが。

　しかし、あのアホではないとすると、サンちゃんの相手は別にいるということか？

　誰だ？　もし女子だとしたら、野球部にはたんぽぽ以外には誰もいないはずなのだが……

「ジョーロ！　サンちゃんのお話はいいの！　わたし、ジョーロのお話が聞きたい！　ジョーロ、『一人だけ、特別大好きな女の子』にお花、おくるんでしょ？」

「そうですよ！　別に記事にするつもりもありませんから、ジョーロが『一人だけ、特別大好きな女の子』になんの花を贈る予定か教えてほしいです！」

「私もてっきり、ジョーロ君は灯とう花か式しきに参加して、『一人だけ、特別大好きな女の子』に花を贈ると思っていたのだが？」

　ひまわり、あすなろ、コスモス、そう急せかさないでくれ。

　そういった存在はいるのだが、まだ贈るかどうかは決めてないんだ……って、おや？

　おやおやおやぁ～？　なんか三人の言い回し、おかしくない？

　どうしてこの子達たちはさっきから、『一人だけ、特別大好きな女の子』というワードを？

　それって、昨日ナリツキで俺とサンちゃんだけで話してた……、いや、まさかねぇ～！

　そんなまさか……

「ジョーロ君は、昨日体育館裏でサンちゃんと話していた時に言っていた、『一人だけ、特別大好きな女の子』に花を贈るべきだと私は思うの」

　確実に漏ろう洩えいしてるぅぅぅぅ！　って、ちょっと待てやぁ!!

　なんで、俺が最も隠しておきたいトップシークレットが、ダダ漏れになってるんだよ!?

「て、てめぇら、なんでそのことを……んげぇ！」

「ジョーロ、私を甘やかすの！　ツバキとサザンカちゃんがいじめるのぉ～！」

　だぁぁぁ！　ヒイラギの奴やつ、自分が甘やかしてもらえないからって、俺んとこにきて、いきなり体を揺らしてくんじゃねぇよ！

「ヒイラギ、今はやめろ！　俺は他にやらなきゃならねぇことがあるんだ！」

　誰だ！　誰が、トップシークレットを漏ろう洩えいした大罪人だ!?

　サンちゃんしか知らないはずだが……、

「いや、俺は誰にも言ってないぞ？」

　あっさりとパタパタと手を振って、否定と。

　となると、サンちゃん以外の誰かになるわけだが……

「ジョーロ、私の我慢も限界なの！　甘やかすの！　はよ！　はよはよ！」

「やかましい！　大体、我慢の限界ってなんだ！　我慢の限界って！」

「ジョーロが昨日、放課後に私がクラスにいるのに耐え切れなくなって体育館裏に隠れてた時、私に気づいてくれなかった分の我慢なの！　とってもとっても寂しかったの！」

「ざけんな！　なんでてめぇに気づかなかっただけで……って、おい、ヒイラギ」

　今、こいつ、聞き捨てならないことを言ったよな？

「なーに？」

「てめぇ、昨日の放課後……、体育館裏にいたのか？」

「いたの！　クラスの出し物のことで色々話しかけられて怖かったから、体育館裏に逃げて近くの茂みに隠れてたの！　そしたら、ジョーロがサンちゃんと一緒に来たの！　ほんとは一緒にお話したかったけど、男同士の真剣な話し合いだったから、我慢して隠れたままでいたの！」

「ってことは何か？　てめぇは、昨日の俺とサンちゃんの会話を全部聞いて……」

「うん！　ジョーロができる限り誰にも言っちゃいけないお話って言ってたから、パンジーちゃんにも、できる限り誰にも言っちゃいけないお話って伝えてから話したのぉ～！」

　てめぇが大罪人かぁぁぁ！　いや、にしてもおかしい！　なぜ、パンジー以外も知っている？

　いくら人見知りが多少改善されたとはいえ、常人と比べれば圧倒的人見知りのヒイラギだ。

　そんなこいつが、わざわざ他クラスを訪れコスモス達たちに伝えるとは思えない。

「だったら、なんで他のやつまで……」

「私も、できる限り内緒にしてねと伝えてから、コスモス先輩とひまわりとあすなろとサザンカに伝えたわ。安心してちょうだい、他には微み塵じんも漏れていないから、抜かりはないわ」

「ねぇ、分かる？　そこを一番抜かってほしかったって分かる？」

「そうね……。今の気持ちを四文字でまとめると……てへぺろ♪」

　かつて、ここまで憎しみを増長させる『てへぺろ』が存在しただろうか？

　ってか昨日、ナリツキのほうで物音が聞こえたと思ったが、アレはヒイラギだったのかよ！

　まさか、こんな形で俺の最大の秘密が……、

「ま、まぁ、別にあたしは興味ないけど！　で、でも、あんたがどうしても言いたいって言うなら聞いてあげないこともないわよ？　別に興味ないけど！」

　あ、興味ないならちょっと静かにしてもらえます？　今、余裕ないんで。

「ヒ、ヒイラギ……」

「あ！　ジョーロが私を甘やかしてくれそうなの！　私、ちゃんと男同士の話し合いに対して、気を遣って隠れたままでいたから、褒めてほしいの！　はよ！　はよはよ！」

　グリグリと頭を俺に押し付けてくるヒイラギ。

　そんなヒイラギをじっと見つめ、俺は一度笑顔を作ると、

「てめぇとは、絶交だぁぁぁぁぁぁ!!」

「うえぇぇぇぇぇ!!　なんで、そうなるのぉ～！　私、何もしてないのぉ～!!」

「しまくってるよ！　大体、男同士の話し合いに参加しない気遣いはできんのに、なんで内緒にしてほしいってことは、バシバシ漏ろう洩えいしてるんだよ！」

「私、我慢したの！　できる限り誰にも言わないようにしてるのぉ～！」

「もらすべきところには的確にもらして、よく言えたもんだな、おい！」

「ジョーロ！　ようこそこちら側にかな！」

　ツバキは、ヒイラギに迷惑をかけられる同志が見つかったのが嬉うれしいのか、なんだかご満悦なご様子だ。俺は絶対に、その仲間には加わらないように……したかったなぁ～……。
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　放課後、今日も教室に残って繚りよう乱らん祭さいの準備をする俺だが、昨日とはまるで別のうんざりとした気持ちになりながら、作業に勤いそしんでいた。

　まさか、パンジー達たちに俺の機密情報が漏ろう洩えいしているとは……。

　幸いにして、俺の『一人だけ、特別大好きな女の子』が誰かと言うのは隠し通せたが、その存在がいるということが白日の下に晒さらされてしまった。……最悪だ。

「ねね、ジョーロ！　今日はコスモスさんの所に行かないとだよ！　がっこーで貸してくれる資材のしんせーをしないと！」

　俺のどんよりなどいざ知らず、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でやってくるひまわり。予算には限りがあるので、学校側から借りられる物は借りるにこしたことはないが、その前に気になることが一つ。

「ひまわり。てめぇ、今日はテニス部の手伝いがあるんじゃねぇのか？　サンちゃんとあすなろも、クラスじゃなくて部活のほうの準備に行ってるし……」

「うん！　そだよ！　でも、ジョーロと一緒がいい！」

「……言っておくが、テニス部の手伝いをするつもりはねぇからな？」

　誰かを特別扱いする以前に、根本的にめんどくさいし。

「分かってるよぉ！　だからわたし、考えたの！」

「何を？」

「どっちもやる方法！　クラスのとテニス部のを一緒にやれば、問題解決なんだから！」

　パッと聞くとまともに聞こえるのだが、ひまわりが言うと不安に聞こえるのは、これまでに様々な前科がかさんでいるからだろう。

「どうやって、両方一緒にやるんだよ？」

「まず、テニス部に行くでしょ～。それで、ジョーロと私でテニス部の作業を終わらせるの！」

「それだと、俺がテニス部の手伝いをさせられてるだけじゃねぇか。よって、却下」

「だいじょぶ！　ジョーロに手伝ってもらった分、テニス部の人にクラスの作業を手伝ってもらえば、バッチリだよ！」

　あら、ちょっとだけまともな案……と、思えそうだが、

「その『テニス部の人』ってのは、誰だ？」

「わたし！」

　んなこったろうと思ったよ。

　なぜ、そこでドヤ顔で自分自身を指差せるのやら……。

「生徒会への資材の申請は俺がやっとくから、てめぇはテニス部に行け。よって、却下」

「わたし、ジョーロと一緒がいい！　お願い！　いっぱんのお願い！」

『一生のお願い』な。『一般のお願い』だと、すっげぇ安っぽく聞こえるからな。

「ダメだ。あすなろもサンちゃんも、クラスと部活、どっちもちゃんとやってんだから、てめぇもやるならしっかりどっちもやれ」

「ぶー！　ジョーロのいじわる！　ふーんだ！」

　結果、ふてくされてひまわりは教室を出て行きましたとさ。

　ほんと、あいつは思い通りに事が運ばんと、すぐに拗すねやがるな……。

　んじゃ、俺もさっさと資材の申請書を書いて生徒会に届けるとするか。
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「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　廊下に出て、少し歩き始めたら、背後から声が一つ。

「ん？　どうした、サザンカ？」

　そんな息を荒くして、教室から飛び出してこなくてもいいでしょうに。

「あ、あんた！　今から生徒会に行くわよね？　資材の申請書を提出しに！」

「ああ、その予定だが……」

「そ、そう！　あのね、えっと……あんた一人でやるの大変でしょ？　た、たまたまあたしも手が空いてるから、手伝ってあげてもいいわよ！　超特別に！」

　わざわざ俺が苦労すると思って手伝ってくれるなんて、サザンカはなんていい奴やつなんだ！

　申請書の提出の手伝いって何をするかさっぱり分からないけど、きっと本人なりに親切心で言ってくれてるんだろうな。それ以外には何の思惑もないはずだ。間違いない。

「大丈夫なのか？　サザンカは、衣装作りがあるから他の奴やつよりも忙しいと思うんだが？」

「全然問題ないわよ！　衣装作りは、あんたの分の手を抜けばいいしね！　ほら、あんたって元がお化けみたいなもんだし！」

　よし、今すぐ教室に帰れ。そして、大人しく衣装作りをしとけ。

「あっり～？　そこにいるのはもしかして……サザンカじゃ、あ～りませんかぁ？」

　と、そこで、サザンカの背後からハイテンションな声が一つ。

「へ？　あんたは……」

「うぇ～い！　プリムラちゃんの登場さぁ～！」

　Ｖサインを作って、手を前後に揺らすこの女は、早さ乙女おとめ桜さくら。

　ミディアムショートの少しボサボサした髪型に、スラッと伸びたスレンダーなスタイル。身長は、俺とほぼ変わらない一七〇センチメートル程。つり上がった目が印象的な女だ。
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　性格は言動でわかる通り、とにかくハイテンション。去年は俺やサザンカと同じクラスだったが、今年は別でパンジーや芝しばと同じクラスに所属している。

　アダ名の由来は、こいつのフルネームから『早』を抜くと『乙女桜プリムラ』になることから。

　コスモスと同じ名前なのに、キャラはまるで違うんだから、なんだかなである。

「おっ！　ジョーロもいたんかい！　こりゃ、ぶったまげた！」

「別にぶったまげるようなことはねぇだろ、プリムラ」

「んなこたぁないさぁ！　去年と全然性格が違うところは、ぶったまげるぜぃ？」

　うっ！　プリムラめ、余計なことを……。

　一学期の前半にこっちに戻ったから、他クラスの奴やつからしたらまだ新鮮なのは分かるけどよ。

「悪かったな……」

「別に悪くはないよぉ～？　そういうジョーロも、ありっちゃありさ！　なっはっはっは！」

「──で、何の用よ？　あたし、これからこいつと生徒会に行くんだけど？」

　サザンカさん、俺は貴女あなたの手伝いを了承していませんよ？

「え、そうなのかい!?　いやね、実はサザンカに頼み事があって来たんよ！　うちのクラス、コスプレ喫茶やるんだけどさ、裁縫が得意な子がいなくてさぁ。そしたら、サザンカが上手って情報を小耳に挟んでね！　ちょいと手て解ほどきをば……」

「嫌よ。自分のクラスのことは、自じ分ぶん達たちで解決しなさいよね。誰もできないなら、普通に売ってるやつを買って使いなさいよ。そのための予算でしょ」

　確かに仰おつしやる通りである。

「それができたら、そうしてるさぁ～！　ただね、うちのクラス、内装に結構お金使っちゃいそうなんよ！　だから、衣装の分を追加で費用を申請しようとしたら、生徒会長に『一クラスだけ予算を特別扱いできない』って断られちゃってさ！　ほんと、あの生徒会長けち臭い！」

　正論を言ったら文句が出るなんて、生徒会長ってのは大変だ。

「だから、衣装は自じ分ぶん達たちで作らなきゃいけないわけ！　ってことで、ここは一つ！　私とサザンカの仲に免じて！」

「別に、あんたとあたし、そんなに仲が良くなかったと思うんだけど？」

「ひぃ～！　そんな風に思ってたなんて、わたしゃショックだよ。およよよ……」

　見事なまでに、胡う散さん臭くさい噓うそ泣なきだな。

　けど、サザンカの言っていることはあながち間違いではない。

　去年から、サザンカはカリスマ群に所属していたが、プリムラは女子グループの中では、ソフトボール部ということもあり、ハッスル群に所属していた。

　だから、仲が悪いわけではないが良いいわけでもない。……それが、この二人の関係だ。

　──おっと、ハッスル群が何かを説明しておくと、体育会系の女子がよく集まり、イベント事で盛り上げ担当をこなしているグループのことだぜ。実は、二巻でもその名前だけ登場しているので、二年越し……間違えた。五ヶ月越しの回収にちょっぴりニッコリだ。

「ってわけで、話はおしまい。ほら、さっさと行くわよ」

「お、おう……。分かっ──」

「ちぇ～。サザンカは友達よりも男を取るのか。恋する乙女だねぇ～」

　あ、ちょっと待って、プリムラ。その発言は……

「べ、べべ別にそんなことないし！　ただ、同じクラスの奴やつを優先してるだけよ！　だ、大体、あたしが手伝わなくてもいいことなんだから！　申請書の提出なんて、一人でもできるし！」

　サザンカよ、その発言、ついさっきの自分に聞かせてやってみてはどうだ？

「おっ！　ほんじゃ、ジョーロじゃなくて私の手伝いでも？」

「～～～っ！　分かったわよ！　手伝えばいいんでしょ、手伝えば！」

「うぇ～い！　サンキューベリーマッチョ！　じゃ、ジョーロ、サザンカ借りてくねぇ～！」

「あ、ああ……」

「うぅ～！　せっかく、一緒にいられると思ったのに……」

　後ろ髪を引かれる言葉をボソボソと漏らしながら、サザンカはプリムラと共に去っていった。

　……さて、予想外のイベントはあったが、今度こそ生徒会に向かうとするか。





※






　目的地である生徒会室の前に辿たどり着ついたので、ドアをノックする。

「どうぞ」

　こうしてドアの向こうからのコスモスの声を聞くのも、代替わりが行われるまで、か。

　生徒会の代替わりは、繚りよう乱らん祭さいが終わったら行われる。

　そしたら、もう生徒会に来ても……そう思うと、ついもう一度ドアをノックしてしまった。

「……ん？　どうぞ」

　わずかな戸惑いの後、再び優しく穏やかな『どうぞ』というコスモスの声。

　うん、ちょっと満足。それじゃ、今度こそ入室するとしよう。

「失礼します」

「……ああ、ジョーロ君か。資材の申請に来たのかな？」

　冷静で落ち着いた笑顔のコスモス。

　生徒会の業務中だから当たり前なのだが、今は真面目な生徒会長モードのようだ。

「はい。うちのクラスの資材の申請書を提出に来ました。確認をお願いします」

「分かった。……ただ、少し待ってもらえるかな？　その前に彼の資料を確認したくてね」

　愛用のピンク色のノート……通称『コスモスノート』を机に広げながら、どこか余裕を感じる笑みを浮かべるコスモス。

　そして、そんなコスモスの正面に仁王立ちをしている生徒会役員の男が一人いるな。

「ジョーロ…か。すぐ済…む」

「分かりました。……ワサビさん」

　えーっと、最後の一言に変な溜ためをするこの人は、ワサビさんだ。

　俺の先輩にあたる西にし木き蔦づた高校三年生で、さっきも言った通り生徒会役員。

　身長は一九〇センチメートルとすさまじくでかいが、細身のためひょろ長い体格。

　常に獲物を見定めているような鋭い目つきと、妙に寡黙な性格が原因で、下級生によく怖がられている。まぁ、実際は結構いい人だったりするんだけどね。

　ただ、このワサビさんという人は少々……っていうか、大分おかしいところがあって、それが何かと言うと……

「秋あき野の。この俺の完膚なきまでの資料に、恐れおのの…け！」

　コスモスをすんげぇライバル視してて、敵対心丸出しなんだよね……。

　以前に聞いた話だと、中学時代までは常に学年一位を維持していた成績が、高校になってコスモスと出会ってからというもの、常に学年二位になったのが原因だとか。

　ちなみに、それは今でも継続中。ワサビさんは、コスモスに勝てたことは一度もない。

　別に資料ぐらいで恐れおののかないと思うよ、俺は。

「……ふむ。相変わらずの手腕だね。各クラス・各部の必要資材が、よくまとまっていて分かりやすいよ」

「当然…だ！　秋あき野のにできて俺にできないことなど、何一つな…い!!」

　あ、これ、ワサビさんの口癖ね。

　事あるごとに、『秋あき野のにできて俺にできないことなど、何一つな…い』って言うんだわ。

「あー……。ただ、一ついいかな？」

「む？　なん…だ？」

「必要としている資材の個数や用途、それに伴う費用が明記されているのは助かるのだが、費用を全て合わせた累計額も記載されていると助かるんだ。与えられた予算は統一しているが、それを全て使い切るわけではないだろう？　学校側から与えられた合計の予算が、どのくらい残るかも、念のため知っておきたい」

「なんだ…と？　つ、つまり、俺の資料には不備があった…と？」

　そんな、この世の終わりみたいな顔をせんでもいいでしょうに。

「不備というよりは不足だね。でも、他は完かん璧ぺきだから問題ないさ。なんなら、後は私が……」

「ふざける…な!!　秋あき野の、この俺に手心を加えるつもり…か!?」

　あ、ワサビさんが怒った。ついでに、コスモスが持ってる資料を奪い取った。

「そういったつもりはなかったのだが……」

「情けなどかけられてたまる…か！　俺が修正するに決まってい…る！」

　なぜだろう？　本人は怒ってるんだろうけど、語尾の溜ためのせいでファンキーに聞こえる。

「君がそう言うのであれば、任せるが……」

「覚えていろ、秋あき…野の!!　今から、完膚なきまでの資料を作成してみせ…る！　その時こそ、貴様の最さい期ごだと知るがい…い！　くっくっ…く！」

　笑い声のラストまで溜ためなくてよくない？

「あ！　待ってくれ！　すでに予算オーバーしそうなクラスや部活もあったから、その部に対する予算削減案として学校側から貸し出せる資材リストがここに……行ってしまった……」

　行っちゃったね。ズカズカと足早に出てっちゃったね。

　ああいうせっかちなところが、コスモスに勝てない理由なんじゃないかな？

　資料をまとめるだけなんだから、生徒会室でやれば……ってダメか。生徒会室でやったら、うっかりコスモスからアドバイスを受けちゃうかもしれないもんね。

　それは、あの謎のプライドの塊さんには、相当しんどいだろう。

「……ふぅ。相変わらず、彼は元気がいいね」

　元気を通り越して、愉快かな。

「そうですね……。なんというか、すごく空回っているような気もしますけど……」

　コスモスはもう三年の付き合いで慣れているからか、すっげぇ冷静だよな。

「そんなことはないよ。とても優秀な彼がいてくれたおかげで、私も負けられないと随分と頑張れたからね。私にとって、彼は頼れる友人であり、ライバルさ」

　ツバキとヒイラギといい、コスモスとワサビさんといい、なぜ後になって出てくるライバルが下位互換なのか？　俺の時は、とんでもない上位互換だったってのに……。

「っと、待たせてすまなかったね。それじゃあ、ジョーロ君の申請書を確認させてもらうよ」

「あ！　お願いします！」

　というわけで、ワサビさんもいなくなり俺とコスモスだけになった生徒会で申請書を提出。

　校内なのに、二人きりの空間というのは少しだけ緊張する。

「…………ふむ。ジョーロ君のクラスはお化ばけ屋や敷しきだったね。概おおむね問題はないが、人体模型の貸し出しだけは難しいかな」

「え、そうなんですか？　ただ、お化ばけ屋や敷しきに置いておくだけなんですけど……」

「もし、驚いた人がうっかり人体模型を破損させたら一大事だからね。実は、人体模型というのはかなり高額な代物なんだ」

「高額ってのはどのくらいですかね？」

「そうだね。君のアルバイト代、一年分とほぼ同等と思ってくれていい」

　そんなに高いのかよ、人体模型！　なら、逆に借りるのが恐ろしいし、やめておこう。

「でしたら、大丈夫です。クラスのみんなにも事情を伝えれば、分かってもらえると思うんで」

「ふふっ。そうするといいよ。……うん。他は問題なしだね。明日までに準備をしておくよ」

「はい、分かりました」

「はい、分かられました」

　コスモスの、こっちが言った言葉を少しだけ変えて反復する落ち着いた声。

　本当に生徒会長の時のコスモスは、余裕に溢あふれているな。

「それじゃあ、失礼します。俺はクラスの準備に──」

「ま、待つんだジョーロ君！　もうやるべきことは終わったんだし、茶でも一杯やっていかないかい!?　ほら、折角！　折角、二人きりなんだし！　ね？　ね!?」

　おい、余裕どこいった？

　すげぇ俊敏に立ち上がって、俺の制服をがっつり摑つかんでんじゃねぇよ。

「……一杯だけですよ？」

「う、うん！　それで十分だよ！　じゃあ、そこに座って微動だにせず待っていてくれ！」

　言い回しが怖いな！

　さっきまでの頼れる生徒会長コスモスはどこかへ消え、図書室のコスモスがパタパタと慌ただしい足音を立てながら、お茶を淹いれる準備を整えている。

「……あ、あつっ！」

「大丈夫ですか!?　火傷やけどとかしてませんよね？」

　あ～、慌ててやるからだよ……。手にお湯がかかっちゃってるじゃん。

「も、もちろん、大丈夫だ！　このぐらい、病院に行くまでもないよ！」

　そこまでの心配はしてません。

　ちょっと冷やしたほうがいいんじゃない、くらいです。

「よ、よし！　お待たせ、ジョーロ君！」

　いそいそと準備を整えたコスモスが、急須からお茶を湯飲みへと注ぐ。

　静かな生徒会室に響くお茶の注がれる音が、何だかやけに気持ちを落ち着けてくれた。

「その、パンジーさんの紅茶と比べると劣るかもしれないが、これはこれで美味おいしいんだよ！」

「……はい、美味おいしいですね」

「そ、そうだろう!?　ささ、遠慮せずにグイッと……いや、一杯だけだし……やっぱり火傷やけどするとよくないから、ゆっくり飲むんだ！」

「はぁ……」

「ふふっ。こういう静かな時間も、中々悪くないね」

　情緒、すごくない？　もう落ち着いちゃったよ。どうなってんだ？

　ほんと、コスモスは大人びているのか子供っぽいのか、よく分からんな。

「実は最近、繚りよう乱らん祭さいの件でかなり多忙でね、こうしてゆっくりできる時間というのは、私も久しぶりなんだ。だ、だから……、その、ちょうどそのタイミングでジョーロ君と一緒にいられるというのは……う、嬉うれしいよ……」
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「あ、ありがとうございます」

　コスモスよ、言った後にそんな顔を真まっ赤かにするなら、無理をしないでくれ。

　今の台詞せりふは、聞いてる俺もかなり恥ずかしいやつなんだ。

「「…………」」

　……まずいな。何か妙な沈黙が生まれて、気まずくはないんだが、気恥ずかしい。

「な、なんかアレですね！　こうしてると、ちょっと昔の生徒会を思い出すというかその、……懐なつかしい気持ちがしてきますね！」

　そんな空気に耐え切れなくなり、無理矢理にでも俺は話題をひねり出した。

　ここから会話が弾めば、この空気も多少は……

「そ、そうだね！　以前、君は書記をやっていたし……あ！　そうだ！」

　ん？　どうしたんだ、コスモスの奴やつ？

　突然、何かを思いついたような表情をして。

「ジョーロ君。折角だしこの機会に一つ聞いてもいいかな？　君について、前から気になっていることがあったんだ」

「……昼休みの件ですか？」

「安心してくれ、それとは別件だよ。前からと言ったじゃないか」

　果たしてそれが安心できる内容なのかと不安ではあるが、ひとまずはよしとしよう。

「今の君は、一年生の頃とは随分性格が違うよね？」

「ま、まぁ、そうですね。ぶっちゃけ、本性を隠してましたし……」

　偶然だろうけど、さっきプリムラにも似たような話をされたよな。

「私が気になっていたのは、それだよ。その、どうして君は自分の本性を隠していたんだい？」

「うっ！　そ、それは、あっちの大人しい性格のほうが女の子から人気が出るかなって……」

「本当に、それだけなのかな？」

　まずいな……。コスモスは乙女チックな性格をしているが、結構鋭い。

「例えば、友人関係で悩んで本性を隠していたというのなら分かる。私も、生徒会にいる時と図書室にいる時では、僅かに態度が違うからね」

　僅か？　あ、本人はそのぐらいのつもりだったのね……。

「けど、偽りの君は、どんな時でも一貫してあの性格を維持していた。正直に言わせてもらえば、少し不気味だったんだ。『なぜジョーロ君は、どんな時でも、どんな相手にも同じ態度で接することができるのだろう？　なぜ、態度を変えないのだろう？』とね」

「不気味でしたか……」

「うん、不気味だったね」

　そこまでハッキリ言わなくてもいいじゃねぇかよ。

「もしかしてなのだが……、君が本性を偽った理由は、他にも何かあるのではないかな？」

　ま、その通りなんだけどな。

　……そう。俺が自分の本性を偽り始めたのは、中学生になってからなのだが、そこには女の子から人気者になりたいという考え以外に、もう一つの理由があるんだ。

「…………」

「その……、君が話しづらい内容だったら、話さなくても構わないよ……」

　俺の沈黙が気になったのか、やや遠慮がちな声をコスモスが出す。

　僅かに体を縮こまらせる仕草が、なんだか妙に可愛かわいかった。

「昔、失敗をしたんです。……取り返しのつかない」

　本当ならこの話は、誰にもするつもりはなかった。

　思い出したくもない話だし、ただただ自分が惨みじめで情けない話だから。

　けど、コスモスがこうして聞いてきたのなら話そう。

　昨日、サンちゃんと話して決意したもんな。

　相手の全力には、ちゃんと自分も全力でぶつかるべきだってさ。

「小学生の時、俺にはひまわり以外にもう一人、仲が良いい女の子がいたんですよ」

「ひまわりさん以外に？　もしかして、その人は……」

「ま、まぁ、そうですね。ちょっと恥ずかしいんですけど、初恋の人というやつで……」

「羨ましい人だな……」

　と言っても、もうしばらく会ってないんだけどな……。

「学校では、他の奴やつらもいるから恥ずかしくてほとんど話さなかったんですけど、学校が終わった後は、よくひまわりと三人で遊んでました。みんなで別々に教室を出て、少し歩いた先にある商店街で合流なんてして」

「ふふっ。ジョーロ君も、小学生だったんだね」

　当たり前だっつーの。

「ただ……、ある日一つの事件が起きたんです。小さいけど、小学生にとっては大きな事件が」

「事件？」

　そして、その事件を通じて俺は、自分を偽ることを決意した。

「当時、うちのクラスの女子の間で、シールを集めるのが流行はやってました」

「ああ。そういえば、私の時も流行はやっていたよ！　ちょうど小学生に買いやすい価格で売っていたから、皆で色々な種類のシールを買って交換なんてしていたね」

「そのシールを巡って、一つの事件が起きたんです」

「事件？　それはいったい……」

「盗難事件です。クラスをまとめていた女の子のシールがなくなって、犯人探しが始まった」

「まさか、それで疑われたのが……」

「はい。その子です」

　俺やひまわりとは仲が良かったが、他の女子との関係はあまり良くなかった。

　自分を主張せず、どこか人を寄せ付けない性格をしていたからだ。

　元からクラスで孤立気味の少女、憶測で流れる悪い噂うわさ。そんな時に起きた盗難事件。

　女子達たちはすぐさま、犯人をその子と決め付けて糾弾を始めた。

「なくなったのに気がついたのは、体育の授業の後。だから、着替えの時に誰かが盗んだんだという話になったんですが、その子が体育に参加するのが一番遅かったんです」

「なら、本当にその子が犯人という可能性も？」

　コスモスの言葉に、俺はゆっくりと首を振って否定した。

　そう、絶対にあの子は犯人じゃない。それを俺はよく知っていた。

「違うんです。だってその子が体育に参加するのが一番遅かった原因は、俺だったから」

「ジョーロ君が？　だが、先程の話だと学校では一緒にいないと……」

「たまに、みんなに見つからない時間に、花壇の水みず遣やりとか色々口実を作って、二人でこっそり会ってたんです。他愛もないことなんですけど、何だか内緒で会うってのが楽しい一面もあって。だから、それを俺が言えばよかったんですけど、……言えなかった。知られたらからかわれると思って」

　小学生の男子にありがちな話だが、女子とよく話している男子はからかわれやすい。

　そして、そのままクラスで浮く場合もある。

　それが嫌で、俺はその子が犯人じゃないと分かっていながら、何もしなかった。

「そういう、ことか……」

「ひまわりは、その子が犯人なわけないって必死にかばっていたんですけど、俺は何もしなかった。絶対に助けることができる方法を知っていたにもかかわらず……」

　あの時の事件は、今でも思い出すとゾッとする。

　何かと理由をつけて、みんながその子を犯人にしようとするんだ。

『前々から自じ分ぶん達たちのシールをものほしそうに見ていた』、『他の子のシールを盗んでるのを見た』、なんて勝手な思い込みを無責任に言い続けて。結局、あいつらは真実を暴あばくという名目で、自分にとって都合のいい真実を作り出そうとしていただけなんだろう。

　……けど、一番最低なのは、自己保身のために真実を告げなかった俺だ。

「それで、結局事件は？」

「ひまわりが解決しました。たった一人、その子を信じ続けたひまわりが、『ちゃんと探せば見つかる』って言って、盗まれた子の机を丁寧に確認したら、その前の授業で使った教科書の間に挟まってたんです。だから、事件は解決したんですけど……」

「その子は、大きな傷を負った。そして、君との間に深い溝ができた……と？」

　コスモスの言葉に、俺は無言で頷うなずいた。

　全てが解決した後の、あの子の目は今でもよく覚えてる。悲しみと失望、それに怒りが宿った目で俺を見つめ続けて、俺は恐ろしくてその子の顔が見られなかった。

「だから、当時の俺は思ったんです。『女子生徒と話してからかわれても、気にしていないように振る舞える奴やつになろう。大人しくて無害で、誰とでも仲良くするような奴やつになろう』って」

　これが、俺が自分を偽ることを決めた、本当の理由。

　もちろん、下心だってあったんだけど……。

「……すみません、嫌な話を聞かせて。その……、失望しました？」

「誰だって失敗はするよ。自分のことで情けないが、今年の一学期に、私も随分と大きな失敗をしているだろう？」

「そういえば、そうでしたね」

「ははっ！　言ったなぁ～」

　こんな話を聞いても、変わらず接してくれるコスモス。

　それが妙に嬉うれしくて、つい冗談を言ってしまう。

　だが……、あの時の失敗だけはもう二度と繰り返さない。

　それがあの子への罪滅ぼしに繫つながるわけでもないが、それでも絶対だ。

「ち、ちなみに、その子と君の関係というのは、今は、ど、どんな風に……」

「その事件から一ヵ月後に、両親の仕事の都合で引っ越しちゃったんですよ。札さつ幌ぽろのほうに。だから、小学生の時を最後に一度も会ってません」

　仲が改善することもなく……な。

「そ、そうか！　いや、安心していいのか？　複雑だ……」

　コロコロと表情が変化するコスモスが妙に可愛かわいらしくて、思わず笑みがこぼれる。

「あの、コスモス会長。この話ですけど、できれば他の奴やつには……んっ」

　トンと、コスモスの人差し指が俺の唇に触れた。

「二人だけの秘密だね？」

「……っ！　それで、お願いし、します」

　いや、いきなり変なことをしないでくれよ！　今のはマジでびびったぞ……。

「じゃあ、俺は今度こそ本当に戻るんで！」

　やけに喉が渇いたので、一気にお茶を飲み干し俺は立ち上がる。

　これ以上、ここに残るのはまずい。頭の中に鳴り響いている警報がそう言っている。

「あ、ジョーロ君！　最後に一つだけ、いいかな？」

「なんでしょうか？」

「二週間後の繚りよう乱らん祭さい、お互いに素敵な思い出になるように頑張ろうね」

「お、オッケーです！」

　コスモスの優しい笑顔を見るのが恥ずかしくて仕方なくなり、俺は逃げ出すように生徒会室をあとにした。

　あいつ、わざとやってんのか？　それとも素か？　どっちにしろ、厄介すぎるだろ……。

　けど、コスモスの言った通りだな。

　今年の繚りよう乱らん祭さい。コスモスにとっては、最後になる繚りよう乱らん祭さいだ。

　だったら、最高の思い出になるようにしないとな！




　──なんてことを、俺が考えてしまったのが原因だろうか？

　開催まで残り一週間って時に、とんでもねぇことが起きちまったんだ。

　何かって言うとさ……




　灯とう花か式しきで使うはずのイルミネーションが、どこかに消えちゃったんだわ……。




　それは、繚りよう乱らん祭さいが中止になりかねない大事件。

　どうして、俺は順風満帆に平和な日常を過ごせないんだろう？







[image: 第二章　俺は前にも似た経験をしていた]
















　週明けの月曜日。

　昼休みの図書室で読書スペースに集う、コスモスを除いたいつもの面々。

　だが、その表情は活気に溢あふれていた先週とは打って変わり、淀よどんだ表情が目立っていた。

「うぅ～……。コスモスさん、大丈夫かなぁ？」

「どうでしょう？　さすがにコスモス会長でも、今回の事態はかなり……」

　ひまわりとあすなろの言う通り、今の状況はマジでやばい。

　繚りよう乱らん祭さいの前夜祭……、灯とう花か式しきで使う予定だったイルミネーションが消えた。

　多くの生徒が楽しみにしていた、西にし木き蔦づた高校の伝統行事……灯とう花か式しき。

　大雨でイルミネーションが使えない時は、繚りよう乱らん祭さいを延期してしまうぐらい重要な催し。

　それができないとなると……、繚りよう乱らん祭さいの開催自体が危ぶまれる事態だ。

　結果として、今の西にし木き蔦づたの空気は最悪。校内全体が、ピリピリとした雰囲気になっている。

　だから今、図書室にコスモスはいない。

　生徒会で集まって、イルミネーションの捜索をし続けているからだ。

　──とまぁ、ここまでは学校全体の問題なのだが……、実はもう一つ、図書室メンバーに何やら妙な事態が発生しているのである。

「きょ、今日の学校、怖いの！　知らない人が、いっぱいいっぱい変な目で見てくるの！」

　この、やけに脅おびえたヒイラギの発言。

『知らない人』とは、決して怪しげなおじさんなどではなく、うちの学校の生徒達たちのことだ。

　だが、言っていることはあながち間違ってはいない。

　俺はそうでもないのだが、どうも他の図書室メンバーは登校して以来、生徒達たちから変な注目を集めているらしい。しかも、その視線が……

「ボクもヒイラギと一緒、で変な……軽蔑するみたいな目で見られて困ったかな」

「あたしは、男子からやけにいやらしい目で見られたわ。……なんなのよ、あれ！」

「俺は、なんか女子から悲しそうな目で見られたぞ！　何もしてないんだけどなぁ！」

　なぜか知らんが、それぞれ違うタイプの視線なのである。

　普通、こういうのって俺が担当するはずなのに、なぜか今回は真逆。

　俺だけが無事で、他のメンバーは全員アウトという摩ま訶か不ふ思し議ぎな事態だ。

　まじで、なんでそんなことになってんだ？

「ま、まぁ、みんな身に覚えはないんだろ？　だったら、今は気にしないでおこうぜ」

　俺の言葉に、それぞれが首を縦に振って頷うなずく。

　むしろ、身に覚えがあったら困るので、正直安心した。

　ってことは、やはり一番の問題は……

「イルミネーション、見つからねぇとやべぇよな……」

　最優先で解決すべきは、当然ながらこれだ。

　繚りよう乱らん祭さいが開催されるか否いなかが決まる、超重要な催し物というのもあるが……、俺としてはそれ以上に、コスモスにかかっている負担が気になっている。

「今日、昼休みの前に少しだけコスモス会長とお会いできたのですが、イルミネーションの件でかなり困っている様子でした。生徒からも先生からも、繚りよう乱らん祭さいが開催できるのかどうかについて聞かれていて……。ただ、『自分が何とかしてみせる』とも気丈に振る舞っていましたが……」

　ったく、困ってるなら少しくらい相談しろよな……。

　──まぁ、いいさ。だったら、こっちはこっちで勝手に……

「なぁ、パンジー。何かいい作戦とかねぇか？　この状況を一発で逆転できる、すげぇ──」

「ないわ」

「はい？」

　どうした、パンジー？　なんかいつにも増して、端的な……

「ないと言っているの。……今回の件はとても難しいわ。ただの生徒の私わたし達たちが解決するには、問題が大きすぎるもの」

「いや、その結論は……」

「パンジーちゃん、簡単に諦めちゃダメ！」

「そうですよ！　そもそも、ちゃんと調べてもいないのに無理だと断定するのは、新聞部としては許せません！」

「ひまわり、あすなろ。私は簡単に諦めてもいないし、無理だと断定もしていないわ。ただ、考えてから行動すべきだと言っているの」

　まぁ、そうだな。俺の質問は『一発逆転の作戦の有無』で、それが『ない』とパンジーは返答をした。だが、時間をかければ解決できる作戦があるのかもしれない。

　……ただ、それにしてもパンジーの消極的な態度は妙だ。

「うぅ～！　そうかもしれないけど、言い方がヤダ！」

「あら、それはごめんなさい」

　ひまわりが怒っているのにもかかわらず素っ気無い態度だし、やけに乗り気じゃない。

　いつもなら、もう少しは……

「パンジー、今の学校の雰囲気は最悪なんですよ？　しかも、それに巻き込まれているのは、コスモス会長です。私わたし達たちの大切な友達じゃないですか！」

「今の私には何もできないし、何もするつもりはないわ」

　おいおい、ちょっと待てよ、パンジー。てめぇは、何を言ってんだ？

「貴女あなたは……。コスモス会長がどれだけ……」

「ちょっと、落ち着きなさいよ！　あたし達たちが揉もめても、何も解決しないでしょ！」

　あぶねぇ～。サザンカが止めてくれなかったら、危うく喧けん嘩かになってたぞ……。

「……っ！　分かりましたよ！　すみませんでしたね、パンジー！　ふん！」

　あぁ～、あすなろの奴やつ、完全にへそを曲げちまってるよ。

　そんな思いっきり、そっぽを向かんでもいいだろうに。

　けど、正直な気持ちを言えば、俺もあすなろと同意見だ。

　サザンカが止めてなかったら、便乗して怒鳴り散らしていた可能性すらある。

　本当にどうしちまったんだよ、パンジー？

「みんな、喧けん嘩かしちゃダメなの！　大丈夫なの！　問題は、解決すればいいだけなの！」

　少し前までは、あんだけ人見知りだったヒイラギが、顔見知りしかいないとはいえ、こんなにしっかりと意見を言えるとは。成長を感じる瞬間ではあるのだが……、

「けどよ、ヒイラギ。今の状況を解決できるいい方法は……」

「もちろんあるの！　私の作戦なら、バッチリ解決できるの！」

「……一応、聞いておこうか」

「ツバキに全部任せれば、ちょちょいのちょいなの！」

　安定の他人任せっぷりである。

「ボク、そこまで何でもできないかな」

　ですよねぇ～。さすがのツバキさんでも、ちょちょいのちょいとはいきませんよね。

「謙遜しなくていいの！　ツバキにはきっと、とってもとってもすごい作戦があるの！」

　信用が重すぎるぞ、ヒイラギよ。

「まぁ、一応あるにはあるけど……」

「やっぱりツバキはすごいの！　その作戦を教えてほしいの！」

「……はあ。ヒイラギは、いつもこうかな……」

　ツバキ、気持ちは分かるが今は堪こらえてくれ。

「ほら！　早く早くなの！」

「ん。今日から繚りよう乱らん祭さい一いち週間前だから、午後の授業は全部準備になるよね？　だから、その時間を利用してみんなでそれぞれ手分けして、イルミネーションを探してみるといいかな。もちろん、クラスとか部活の手伝いもしながらだけど」

「ツバキちゃん、すごい！　うん！　わたしもツバキちゃんにさんせー！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔のひまわりを筆頭に、パンジーを除いたメンバーが強く頷うなずく。

　微妙にすっきりはしないが、今はパンジーを気にする時じゃない。

　んじゃ、俺はサンちゃんと協力して、イルミネーションを──

「よし！　なら、俺は野球部の連中と協力して、作業の合間に探してみるぜ！」

　むぅ……。できれば親友と一緒に行動をしたかったが、無理そうだ。

　今回の件はスケールがでかいし、人数は多ければ多いほうが良いい。

　しかも、それがうちの学校の人気者集団の野球部だったら尚なお更さらだ。

「私はさっき言った通りよ。ちゃんとした方法が考えつくまで、何もしないわ」

「ん。分かったかな」

　パンジーはパンジーで何か考えているなら、好きにさせたほうがいいだろう。

　何を考えているか言わねぇってことは、聞いてほしくねぇってことだろうし。

「あたしは、アイリス達たちと協力して、二年の女子をあたってみるわ！　これでも、結構顔は広いほうなんだから！」

「オッケー！　じゃあ、私わたし達たちで頑張ってイルミネーションを見つけちゃおう！」

「「「さーちんぐ!!」」」

　サザンカ……っていうか、カリスマ群の皆様は安定のチーム力で捜査か。

「なら、ボクはヒイラギと一緒に、色々な人の話を聞いてくるかな」

「私、ツバキと一緒なの!?　やったの！　とってもとっても嬉うれしいのぉ～！」

「ヒイラギはこっそり隠れて、人の話を盗み聞きするのが得意だしね。その力を存分に発揮してもらうかな。ふふふ……」

「ツバキに頼ってもらえたの！　任せるの！　私、頑張るの！」

「ん。頼りにしてるかな、ヒイラギ」

「ふふぅ～ん！　もっと褒めるのぉ～！」

　ヒイラギよ、褒められて喜んでいるのはいいが、気づいているのか？

　その女は、てめぇを人ごみに投入しようとしているのだぞ？

　だが、ヒイラギの盗み聞きスキルの高さは、つい先日に俺自身がお見舞いされて身に染しみているし、それを完かん璧ぺきに操れるツバキがいるならば、戦力になること間違いなしだろう。

　……しかし、これでツバキも俺とは別行動ということか。

　ツバキは、パンジーやコスモスに匹敵するかそれ以上の切れ者だから、一緒にいてくれると助かったのだが、仕方ないか。

　……ん？　ってことは、残りのメンバーが俺とイルミネーション探しをするってこと？

　あと、残ってるメンバーって言えば……

「あすなろちゃん！　わたし達たちはジョーロと一緒にそーさだね！」

「ですね、ひまわり！」

　あぁ～……。君きみ達たちかぁ～……。よりにもよって、ちっこいコンビかぁ～……。

「わたし、がんばっちゃうよぉ～！　ジョーロ、私に任せれば百ひやく人じん力りきだよ！」

『ひゃくにんりき』な。むしろ、そう読むほうが難しくね？

「ふっふっふ！　ジョーロ、ついに私の実力をお見せする時がやってきましたよ！　新聞部の取材という名目を取れば、学内も自由に動けますしね！　これは、私の得意分野でしょう！」

　なぜだろう？　その通りなんだけど、沸々と胸の内から湧くこの不安は？

　が、そんな俺の気持ちなどまるで気づいていないのだろう。

　ちっこいコンビは、ちょこちょこと俺のそばへとやってきて、満面の笑みを浮かべている。

　ポニーテールとアホ毛がそれぞれ、犬の尻尾みたいにピコピコと揺れているが、どういう仕組みなのだ？　人体の神秘である。

「がんばろうね、ジョーロ！」

「頑張りましょうね、ジョーロ！」

「お、おう……」

　俺が何とかせにゃならん空気がやばいな……。よし、頑張るか！





※






　昼休み明けの午後。先程ツバキが言った通り、今日から繚りよう乱らん祭さい本格準備期間に突入するので、授業はなし。今から放課後のようなものだ。

「よぉ～し！　早速ちょーさ開始だよ。ジョロソン君！」

「はぁ……。そうですか……」

　どうも。夏休みぶりの登場となります、ジョロソンです。
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　今回も迷探偵ひまわりさんは、どこからともなく用意したチェック柄の鹿撃ち帽をかぶって、ノリノリなご様子であります。

「ジョロソン君！　すっごく重要なじょーほーがあるから、最初にそれを伝えるよ！」

「なんでしょうか？」

「ズバリ、犯人はこの学校の中にいるよ！」

　生徒総勢六百人の中にですね。こりゃ、最重要だ。

「そうですね！　さすがひまわりです！」

「でしょ～？　えへへ！」

　果たして、このメンバーで本当に大丈夫なのだろうか？

「じゃあ、まずはじじょーちょーしゅだよ！」

　誰に？　君の言い草だと、容疑者まみれなんだけど？

「あー。その前にクラスのみんなの許可を取ろうぜ。俺おれ達たちだけ、クラスの準備を手伝わずに、調査ってのはまずいだろ？」

「言われてみれば、その通りだよ！」

　言われる前に気づけや。

　というわけで、俺たち三人はクラスの繚りよう乱らん祭さい実行委員の下へ。ちなみに、うちのクラスの繚りよう乱らん祭さい実行委員だが……、サッカー部の有ある不ふ和わ君とラグビー部の部べ江え田た君だったりする。

「あー、有ある不ふ和わ君。ちょっといいか？　頼みがあるんだが……」

「ん？　どうした、ジョロソンくぅ～！　ん？」

「何があった、ジョロソン君？　コホォ～……。コホォ～……」

　まず、なんで俺がジョロソン君って呼ばれているのを知っているか、聞いてもいいかな？

　相変わらずの川か平びらさんと、もう一人は……あぁ、ダース部べ江え田た君か。

「えっとだな、俺おれ達たちはクラスの準備じゃなくて、少しイルミネーションを探すほうを──」

「むむむっ！　クラスの準備よりもイルミネーション探しを優先するだとぅ!?」

　うっ！　やっぱりダメか？　そうだよな、サザンカ達たちカリスマ群の皆様も探しているし、そこに加えて俺おれ達たちまで準備からいなくなるってのは……

「ついに、あのジョロソンが動き出すのか……。このままでは中止になるかもしれない繚りよう乱らん祭さい。救世主は、やはりこの男か……っ！　コホォ～……ッ！」

「頼んだぜ、ジョロソンくぅ～！　ん！　俺おれ達たちの繚りよう乱らん祭さいを取り戻してくれ!!」

　すげぇな、ジョロソン君。

　いつの間に、クラスメートからここまでの信頼を勝ち取ったんだ？

「さすがジョロソン君！　わたしも耳が高いよ！」

　鼻、な。耳を高くしても、ただエルフに近付くだけだからな。

「じゃ、わたしとあすなろちゃんとジョロソン君は、イルミネーション探しをするね！　すぐに見つけちゃうんだから！」

「任せたぞ。……コホォ～……」

　とりあえず、有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君からの許可が取れたからよしとするか……。するか？




　というわけで、早速イルミネーション探しを開始……とはいかず。

　まずは、現時点で分かっている情報を整理するところから始めることにしたので、まだ現在地は教室だ。まぁ、うちの迷探偵は当てもなく行動しようとしたが、それは当然ストップして。

「では、まずは情報の整理から始めましょうか」

「だな。……あすなろ、イルミネーションがあったのっていつまでなんだ？」

「先週の金曜日のリハーサルまでですね。それで事件が発覚したのが、……月曜日の朝です」

「へ？　土日に分からなかったのか？　部活とか繚りよう乱らん祭さいの準備とかで生徒は来るよな？」

「土日にリハーサルは行いませんからね。なので、イルミネーションは本来の場所……資材室にあると思われていたんですよ」

　なるほど。んで、月曜日にまた準備のために取り出そうとしたら、なくなってたってわけか。

「むむむ！　くーはくの二日間だよ！」

　それっぽく言っても、ただ土日が空いてただけだからな。

「となると、金曜日に最後まで学校に残ってた奴やつが何か知ってるかもしれねぇな。俺、先週はずっとバイトがあったから、十八時くらいに学校を出てたんだが、ひまわりとあすなろは……」

「私は、日によっては遅くまで残っていましたが、肝心の金曜日は少し早めに帰ってしまっていました。すみません……」

「わたし、最後までいたよ！　いっちばん遅くまで残ってたんだから！」

　お、これは珍しくひまわりが活躍の予感。

「ならひまわり、最後にイルミネーションを見たのっていつだ？」

「んとね、十九時くらいに校庭で見たよ！　そのあと、テニス部の大道具作りが終わってから、色んなとこのお片づけしてた時はなかったよ！」

「ってことは、十九時あたりまではあったってことか。……って、ちょっと待て」

　おい、何気なくひまわりが言った言葉だが、おかしいぞ。

　こいつは今、『十九時』にイルミネーションを見たと言っていたが、その時間は妙だ。

　なんせ、うちの学校の最終下校時刻は十八時三十分。それ以降残っている生徒は、生活指導として厳しい庄本先生ウータンやコスモスに問答無用で帰らされる。

「ひまわり。なんで十九時になっても学校にいれたんだ？　最終下校時刻は……」

「えとね、遅くまで残ってだいじょぶになったの！」

「へ？　なんだそれ？　俺は、んな話は一度も聞いて……」

「あはは！　ジョロソン君、知らなかったんだぁ～！」

　……なんだか、ちょっとイラッときたよ。

「コスモス会長が学校側に働きかけてくれたんですよ。繚りよう乱らん祭さいの準備で遅くまで残りたい生徒がいるだろうと判断して、本来の最終下校時刻の十八時三十分を、二十時まで延長してくれたんです。元々、繚りよう乱らん祭さいもイルミネーションの都合で、二十時まで開催しますから、それに合わせた時間にしたのでしょうね」

　成程。そんな事情があったのか。

　しかし、最終下校時刻まで延ばすとは、さすが我らがスーパー生徒会長。

「あぁぁぁぁ！」

「わっ！　どうしたんです、ひまわり！　突然、大きな声を出して」

「わたし、分かっちゃったよ！」

「えっと、何がでしょうか？」

「遅くまで残ってた人が犯人だよ！」

　知ってる。そして、まるで犯人が絞り込めてない。

「よぉ～し！　遅くまで残ってた人、み～んな捕まえちゃうんだから！」

　随分と犯人の多い大々的な事件だったんだな、一番遅くまで残っていた迷探偵よ。

「とりあえず金曜日の放課後に、延長された最終下刻時刻まで残っていたであろう人に話を聞いてみますか！　話を聞く人の目星はつけてありますしね！」

　あすなろ、見事なまでにひまわりをスルーである。

「へ？　そうなのか？」

「はい！　イルミネーションはリハーサルの都合上、なくなる直前まで校庭にありました！　つまり、校庭近辺で作業をしていた運動部の人に話を聞くといいと思うんですよ！」

「さすが、あすなろちゃん！　わたしも、それが言いたかったの！」

　噓うそをつくな、噓うそを。

「なるほど。……で、その運動部の人ってのは……」

「私の調べによると、一番遅くまで校庭で繚りよう乱らん祭さいの出し物の準備をしていた部活は、テニス部、野球部、それに……ソフトボール部の人ですね！」

　テニス部はひまわり、野球部はサンちゃん。

　で、ソフトボール部の奴やつって言うと……ああ、あいつか。

　なんというか、ちょっとだけ面倒な相手だな……。





※






　俺おれ達たちが教室から廊下へ出ると、繚りよう乱らん祭さいの準備期間ということもあり、他にも大勢の生徒の姿が確認できた。……だが、その雰囲気は、お世辞にも良いいとは言えない。

「なぁ、灯とう花か式しきで使うイルミネーションがなくなったって、本当か？」

「マジらしいよ。今朝、資材室を確認したらなくなってたみたいで、今は生徒会の人ひと達たちが大慌てで探してるって。……どうして、なくなっちゃったんだろう？」

「それでさっき、生徒会の人ひと達たちが運動部の部室を一つ一つ確認してたのか。……ただ、あの様子を見る限りだと見つかってないよなぁ～」

「そんな……。じゃあ、今年の繚りよう乱らん祭さいは……中止ってこと？」

「まだ、決まったわけじゃないみたい。コスモス会長が、『自分が何とかする』って、言ってるみたいだし」

　廊下を歩くと、耳に入ってくるのは生徒達たちからの不安の声。

　みんな、繚りよう乱らん祭さいの開催について、かなり気にしている様子だ。

「っていうかさ、コスモスさんで大丈夫かな？　だって、あの人って……」

「いや、いざとなったらコスモス先輩が買い直してくれるかもしれないぞ！　ある意味、いつも使ってる方法なわけだし！」

「そ、そっか！　そうかもね！」

　……ん？　なんだ、今の会話は？

　なぜ、彼らはコスモスがイルミネーションを買い直してくれることに期待している？

「何やら妙ですね。いったい、あの人ひと達たちは何の話を……」

　どうやらあすなろも会話の内容が気になったようで、疑問の表情を浮かべている。

　ついでに、ちゃっかりメモを取っているあたりは、さすが新聞部ということか。

「コスモスさん、そんなにお金持ってないよ！　夏休みだって、初めて自分でお洋服を買ったって言ってたぐらいだもん！」

　ひまわりよ、それはお金の問題じゃなくて、センスの問題なんだ。

　あまり俺に、ゲコリーナ事変を思い出させないでくれ。

　……おや？　正面から歩いてくるあいつは……

「おっ！　ジョーロじゃん！　こんな所で会うなんて奇遇だねぇ～ん！」

　これは好都合だ。尋ね人が向こうからやってきてくれたじゃねぇか。

「プリムラ、ちょうど良かったよ」

「ちょうど良かった？　え？　なになに～？　もしかして、愛の告白いっちゃうぅ～？」

　いくわけがない。つか、こいつはいつも通りの調子だな。

　結構な生徒が、イルミネーションの件でピリピリしてるってのに……。

「プリムラちゃん、ジョーロに変なこと言っちゃダメ！　ジョーロ、その予定はもう埋まってるんだから、そんなことしないの！」

「そうです！　ジョーロの予定はもう決まっているんですから、勝手に変な予定を足さないで下さい！　まったく、もう！」

　君きみ達たち、そのまま同じ台詞せりふを返してもいいかな？

「あはは！　じょーだんよ、じょーだん！　そんなに怒んないでよ、ひまわり、あすなろ！　私と君きみ達たちの仲じゃないのぉ～！」

　なんか似たような台詞せりふを、サザンカとのやり取りでも聞いたな。

「ほんで、私に用があるっぽいけど、どしたん？」

「っと、そうでしたね。……プリムラ、貴女あなたは先週の金曜日、最終下校時刻ギリギリまで残っていましたよね？　ですので、イルミネーションのことを何か知っているかと思って、話を聞きにきました！」

「ああ。そういうことか……」

　なんか、いきなりすげぇさめた態度になったな。

　まぁ、とらえ方によっちゃ、イルミネーションを無くした原因と疑っているようにも聞こえるし、そうなるか。

「決して、プリムラを疑っているわけではありませんよ！　何か知っていたら、教えてほしいだけです！　ソフトボール部は一番遅くまで残っていたので、何も知らないということは絶対にないでしょうし！」

　つまり、何も知らないと答えたら疑うってわけか。

　あすなろってこういう時、ほんと容赦ないよな……。

「嫌な聞き方してくるねぇ～。……けど、残念。わたしゃ、何も知らないよ」

「本当ですか？　つい先程と、随分態度が違うように思えますが？」

　それは君がプリムラを煽あおったから……とは言わないでおこう。

　女の子同士の争いで、男とはかくも無力な存在なのである。

「本当さ。わたしゃ十八時には作業を切り上げてクラスに戻ってたかんね。……ほんで、そこから先に残ってたのは一年だけさ」

「では、十八時以降、貴女あなたが何をしていたかも教えてもらっていいですか？」

「教室でサザンカに裁縫を教わって、それが落ち着いた後は友達とくっちゃべってたよん」

「そうですか。……分かりました！　ありがとうございます！　一応、その話していたという友人の名前を教えてもらってもいいですか？」

「あいよぉ～」

　パッと明るい表情に切り替わり、お辞儀をするあすなろ。

　今の話が本当か噓うそかは、サザンカに確認すれば分かるが、恐らく本当だろうな。

　サザンカに確認されて噓うそだってバレたら、自分への疑いが増すんだ。

　さすがに、そこまでアホなことはしないだろう。無論、それでも確認はするが。

「んじゃ、次はそのソフトボール部の一年に話を聞きにいくか。プリムラ、一番遅くまで残ってたっていう一年の部員が誰かってのは、知ってるか？」

「それなら任せてちょ！　三組の赤あか井い撫なでし子こって子さ！　大人しい子だから、あんまりいじめないであげてくれよぅ？」

「別にいじめるつもりはねぇから、安心してくれ」

　一年の三組ってことは、アイリスの彼氏で、以前に『俺が好き』とかいうとんでもねぇ発言をした薄うす井い明日あす荷か──ミント君と同じクラスか。あいつと話すのは、……ちょっと怖いな。

「サンキュー。んじゃ、これで──」

「あ、ちょっと待ってよ、ジョーロ」

「なんだよ？」

　なんかプリムラが、やけに真剣な表情でこっちを見てきてやがるな。

「わたしゃ、生徒会長達たちの管理ミスでイルミネーションがなくなったと、勝手に思ってるんだけど、ジョーロ達たちはそう思ってないんよね？」

「それだけはねぇな。コスモス会長が管理してるもんが、そう簡単になくなるわけが……」

「ジョーロ、それは生徒会長を信じすぎじゃないん？　あの人って、別にそんな大した人じゃないと思うよん？」

「どういう意味だよ？」

「うひゃっ！　そんな怖い顔をしないでって！　ただ、わたしゃ事実を言っただけさぁ！　知ってる？　最近、生徒会長に変な噂うわさがあるのを……」

「変な噂うわさだぁ？」

　まぁ、変な部分があるのは重々承知しているが、変な噂うわさってのは聞いたことがねぇぞ。

　むしろ、校内ではいい噂うわさしかないと思っていたのだが……。

「なんかあの人、『医大の推薦を取るために、内申点稼ぎで教師に色々してたらしい』よ。ほら、あの人の家ってお金持ちでしょ？　だから、随分なコネを持ってるみたいでね。生徒会長になる時も似たような手を使ったらしいし。……だから、大した人じゃないと思うわけ」

「はぁぁぁ!?」

「ちょちょい！　声が大きいって！」

　いや、でかくもなるわ！　コスモスが内申点稼ぎで、んなことするわけねぇだろが！

「てめぇが有り得ねぇことを言うからだろが！」

　つか、さっきの生徒達たちの会話もそういうことなのか!?

　コスモスが今まで金で色々と解決してきたから、今回もっていう……。

「おっと、こりゃ失礼！　ま、噂うわさは噂うわさだから気にしないでけろ！」

「当たり前だ！　んなこと、コスモス会長がするわけねぇ！」

「……本当にそうかな？」

　なんだよ、プリムラの奴やつ。やけに真剣な声を出しやがって。

「私からしたら、あの人は前々から胡う散さん臭くさかったけどねぇ～」

「なんだよ？　前にコスモス会長と何かあったのか？」

「べっつにぃ～。生徒会長となんて、ほとんどかかわったことなんてないよん。……ただね、私の友達もみんな言ってることだけど、遠目に見てても随分と男と女に対してで態度が違って、ポイントを稼いでいらっしゃるなと。だから、気に食わないねぇ～」

　はぁ!?　コスモスの態度が男女で違うだぁ？　いや、んなわけねぇだろ。

　あいつはちょっと乙女チックだが、普段はしっかり者の……。

「プリムラちゃん！　どーして、そんなひどいこと言うの！　コスモスさん、いい人だもん！」

「ひまわりの言う通りですよ！　コスモス会長は、みんなに平等な優しい人です！　厳しいところもありますけど、それ以上に誰よりも生徒のことを考えてくれています！」

「そうかねぇ～？　わたしゃ、そうでもないと思うけどなぁ～？　……実際、野球部は全然注意されないのに、ソフトボール部はよく注意されてるし。……ほれ、平等じゃないでしょん？」

　それって、ソフトボール部に何か問題があるんじゃ──って考えちまう俺は、コスモス寄りの人間だからなのかな？

「ま、気にしないでちょ！　これ、さっきの仕返しも込みだから！　はい！　おあいこ！」

　あすなろに煽あおられた分、やり返したってわけか。

　プリムラって、ハイテンションで何も考えてなさそうにみえて、結構したたかな奴やつだな。

「ほんじゃ、わたしゃもう教室に戻るから、あとは好きにしてちょんまげ！　それと、サザンカにお礼を伝えといちくりぃ～！」

　なんか、言いたい放題言われて逃げられた気分だ……。

　けど、イルミネーションの件はさておき、なんでコスモスにんな噂うわさが出てるんだ？

　そういうロクでもない噂うわさの標的は、大抵俺になるはずなのだが……。

「あすなろ、新聞部では今の噂うわさって……」

「私も初耳です。ここ最近は、繚りよう乱らん祭さいの取材ばかりしていたので……」

　返答と同時に、メモを取るあすなろ。恐らく内容は、さっきのプリムラの話だろう。

「そっか。……分かった。とにかく、プリムラから聞いた一年のところに行ってみるか」

「むぅ～！　すぐにイルミネーションを見つけて、全部解決するんだから！」





※






　二年生フロアから一年生フロアへと移動した俺おれ達たちは、そのままミントの所属する三組へ。

　そこで、チラリと教室の中を覗のぞいてみると……

「はぁ。初めての灯とう花か式しき、楽しみにしてたのに……」

「ひどいよね……。なんか、今は生徒会長のコスモスさんが学校側を買収して、生徒会……っていうか、自分は責任を被かぶらないようにしてるらしいよ。……ほら、あの人って医大の推薦決まってるじゃん？　だから、ここでトラブルはまずいらしいからさ」

「うわっ！　それ生徒会長以前に人として最低じゃん！　信じられない……」

　どうやら、プリムラの言っていた噂うわさは、二年生だけでなく一年生の間でも浸透しているようだった。しかも、悪化した状態で。

　ほんと、噂うわさって離れたとこにいけばいくほど、尾ひれと背びれがつくよな。

　しかし、学校でかなりの人気者のコスモスが、噂うわさがあるにしても、イルミネーションの件だけでここまでのことになるとは……。繚りよう乱らん祭さいが、どんだけ重要なイベントってのが分かるな。

　んで、ミントはどこに……あ、いた。なんかクラスの女子にワチャワチャいじられてるな。

「ミーント、この服着てみてよ！　きっと似合うからさ！」

「それ、女の子用のナース服だよね？」

「うん！　そうだよ！　でも、ミントなら似合うから着てほしいな！」

「い、嫌だよ！　私だって、立派な男の子なんだからね！」

　そうだ、ミントは立派な男の子で、彼女もいる。だから、何も恐れることのない安全な……

「あ！　ジョーロ先輩♡　どうしたんですかぁ～？」

　こころなしか、先輩の後に余計なマークが見えたような気がしたが、気のせいだろう。

　断固として、気のせいだ。事実だとしても、気のせいだ。

「よう……、ミント」

　ナヨナヨした声でやってきたミントは、相変わらず男にしては小柄な一六〇センチメートル。

　丸みを帯びたつぶらな瞳が可愛かわいらしく、その柔らかそうな体は思わず抱きしめたく……ならねぇからな！　もう、絶対、ならないから！　そういう趣味、微み塵じんもねぇから！

「実は、てめぇに聞きたいことがあって来たんだ」

「私に聞きたいことですか？　ジョーロ先輩♡が？　ふふっ！　それは嬉うれしいです！」

　だろ？　だから、とりあえず俺の半径一〇メートル以内に近付くな。

　と、言いたい気持ちは抑えて、

「あのな、このクラスの赤あか井い撫なでし子こって子に話を聞きに来たんだが、紹介してもらえねぇか？」

「撫なでし子こちゃんですか？　いいですけど……」

　ん？　どうしたんだ、ミントの奴やつ。なんか、少し気まずそうな目で俺……じゃなくて、ひまわりとあすなろを見ているのだが？

「ジョーロ先輩♡だけなら、紹介できると思います。ただ、その……」

「えぇ～！　どーして、わたし達たちはダメなの、ミント君！」

「そうですよ！　私わたし達たちも一緒に話を聞きたいです！」

　なぜだ？　いつもの流れなら俺が嫌がられて、他の連中が歓迎されるのだが……、

「ねぇ、あの人……如月きさらぎ先輩じゃない？」

「わっ！　ほんとだ！　如月きさらぎ先輩よ！」

「どうして、うちのクラスに!?　あ、けど、他の二人は……テニス部の日向ひなた先輩と新聞部の羽はね立たち先輩じゃない？　あの、コスモス会長と仲がいいっていう……」

「如月きさらぎ先輩はいいけど、他の二人はちょっとなぁ……」

　お、どうした、この唐突なモテ期？

　そして何をやらかした、ひまわり、あすなろ？

「くーぜんぜつごの大事件だよ！　ジョーロが人気ある！」

「し、信じられません……。ジョーロ、貴方あなたはいつの間に一年生全員へ催眠術を!?」

　おい、てめぇら。どんだけ俺を信用してねぇんだ？

　言っておくが、俺はアレだぞ？　いざという時はキラめくし、まぁ見てくれだってそんなに悪いほうではないと自負してるんだぞ、こら。

「あの、ですね。……コスモス会長の噂うわさの件って知ってます？」

「聞いちゃいるが、別にひまわりとあすなろは……」

「それで、図書室の業務をしている人ひと達たちはコスモス会長の恩恵を受けてるんじゃないかって、話になっていて……」

　コスモスの誤解からくる悪評に付随して、図書室メンバーの信用もいまいちってことか。

　もしかして、それがヒイラギやツバキの言ってた変な視線……『軽蔑するみたいな目』で見られた原因だろうか？

　うーん。納得はいくのだが、サンちゃんとかサザンカは、なんか違うジャンルの視線で見られてたよな？　そっちの原因は、別なのかな？

「なら、なんで俺は……」

「それは……」

「ねぇねぇ、如月きさらぎ先輩とは話すのもおぞましいけど、我慢して仲良くなったら、大おお賀が先輩とか野球部の人を紹介してもらえるよね？」

「うん！　見ているだけで吐気を大々的に催すけど、野球部の大おお賀が先輩の親友だもんね！　仲良くなっておく価値はあるよね！」

「エビ……ううん！　産業廃棄物で鯛たいが釣れるもんね！」

　……そういうことね。

　コスモスの件で図書室の評判は悪いけど、そこから甲子園で活躍したサンちゃんは省かれて、ついでに、そんなサンちゃんや野球部目当てで親友の俺がモテてると。

　グッバイ、俺のモテ期。刹せつ那なで終わったよ。……せつねぇ。

「あの……、そういうわけなんで、ジョーロ先輩♡だけなら、みんなも話を聞いてくれると思います。……すみません」

「んーん！　だいじょぶだよ、ミント君！　教えてくれて、ありがとっ！」

「では、ここは産……こほん。ジョーロに任せましょう！　さぁ、話を聞いてきて下さい！」

　随分と嬉うれしそうな声じゃねぇか、てめぇら。

　そうやって他人の不幸を喜ぶと、いつかしっぺ返しが来るんだからな！

「んじゃ、その赤あか井い撫なでし子こって子を紹介してくれ。ミント」

「分かりました。じゃあ……失礼します。このまま、一緒に来て下さい」

　うん、普通についてくから手は握らないでいいよ。さっさと離せ。

　なぜ俺は男と手をつなぎながら、一年の教室の中を歩かねばならんのだ……。

「撫なでし子こちゃーん！　ちょっといい？　ジョーロ先輩♡が聞きたいことがあるんだって！」

　ミントの声に応えて、こちらを向いたのは窓まど際ぎわで他の女子生徒と話していた少女。

　へぇ……、あの子が赤あか井い撫なでし子こか。結構……っていうか、かなり綺き麗れいな子だな。

「え？　私に……如月きさらぎ先輩が!?　まぁ！　それはとても嬉うれしいです！」

　絹のようにしなやかなロングヘアー。ソフトボール部に所属しているとは思えない、白く透き通った肌。細身で身長はミントと同じくらいだから、一六〇センチメートル程だろう。

　口調もだが、振る舞いや外見もやけに上品さが目立っている。

「はじめまして、如月きさらぎ先輩！　私、赤あか井い撫なでし子こと申します！」

「お、おう、そうか。俺は如月きさらぎだ、よろしくな赤あか──」

「撫なでし子こ……で、結構でございますよ。ふふふっ」

「わ、分かった。よろしくな、……な、撫なでし子こ」
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　なぜだろう？　上品で優しそうな子なのに、かかわっていると猛烈に嫌な予感がする。

　ああ、もしかしたら、俺がお嬢様口調の子が苦手だからって理由かもな。

　前は大丈夫だったけど、最近だとほら、どこぞのチア部の部長を思い出すからさ……。

　撫なでし子こはあの珍獣とは違って、大人しい子っぽいけど。

「えっと、私は日向ひなた先輩や羽はね立たち先輩とも話さなくてはならないのでしょうか？　……無礼を承知でお伝えすると、あの方々はあまりいい話を聞かないので……」

「安心してくれ。話すのは俺だけだよ」

「でしたら、構いませんわ！　ありがとうございます！」

　上品で優しそうだが、他の一年女子同様、ひまわりやあすなろは苦手意識ありか。

「あの、それでですね、如月きさらぎ先輩。もし私の心証がよろしければでいいのですが、是非紹介していただきたい殿方がおりまして……」

　あ、そうだよね。俺は所詮エビ改め産業廃棄物だもんね。

　まずは自分の目的を達成しようとする辺り、ちゃっかりさんだね。

「サンちゃんを紹介してほしいのか？」

「いえ、とんでもない！　『大おお賀が先輩は、最近夜になると他校の女子生徒と密会している』という噂うわさもありますし、私ではとてもとても……」

　おい、また変な噂うわさが飛び出してきたぞ。

　コスモスに続いて、今度はサンちゃんだぁ？　しかも、他校の生徒と夜な夜な密会って。

　マジでどうなってんだよ、うちの学校？

　──ただ、一つだけしょうもない謎が解けたな。

　恐らく、サンちゃんが女子生徒に『悲しそうな目』で見つめられたのは、この噂うわさが原因だ。

　サンちゃんって、最近とんでもなくモテモテだし……。

「そっか。それなら、誰だ？　……新キャプテンの穴あな江えか？」

　あいつも、甲子園で活躍してから人気が出たって……話はあんま聞いたことないな。

「いえいえ！　穴あな江え先輩は、三年生の樋ひ口ぐち先輩と密接な関係にあるようですし、お二人の世界を私がお邪魔するわけにはいきませんわ！」

　それで穴あな江えは人気が出なかったのか……。お気の毒に……。

　しかし、となると残すところは前のキャプテンの屈くつ木き先輩か、もう一人……

「私が紹介していただきたいのは……、二年生の芝しば達たつ生お先輩でございます！」

　あのシスコンかぁ～……。いや、紹介はできるよ？　できるけどね、あの人は妹一直線だし、かなり相手が悪いというか、君とちょっぴりキャラがかぶってそうな妹というか……。

　いや、会ったことはないんだけどね、芝しばの妹とは。

「とりあえず、俺の話を聞いてもらっていいか？　芝しばの件は……、まぁ頑張ってみるからさ」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　とりあえず、サンちゃんに相談事が一つできたな。

「んじゃ、手短に聞くんだけどよ。先週の金曜日、撫なでし子こは放課後遅くまで校庭に残って作業をしてたよな？　そう、プリムラから聞いてるんだが……」

「早さ乙女おとめ先輩にですか？　…………ええ、その通りですよ！　私は、最終下校時刻寸前まで残って、ソフトボール部の出店で使う外装を部室に運んでいましたわ」

　なんか今、妙な間があったよな？

「その時、イルミネーションって見かけたか？」

「はい、確か十九時三十分頃ですね。その時間まで、イルミネーションは校庭にありましたわ」

「十九時三十分？　そんな最終下校時刻ギリギリまで、置きっぱなしなもんなのか？」

「イルミネーションは、リハーサルが終わった後、校庭を利用する運動部が持ち回りで片づけるのですわ。なので、片づける時間は、担当になった部活によって異なりますわ」

　ってことは、金曜日にイルミネーションの片づけ担当だった部活が怪しいな。

　いったい、どこの部だったんだ？

「えーっと、ちなみにその日イルミネーションを片づけてた部活、もしくは誰が片づけていたかって見ていたりは？」

「もちろん見ていましたわ！　あの日、イルミネーションを片づけていたのは……」

　おおっ！　これは予想外に超有力な情報じゃねぇか！

　だったら、次はそいつに話を聞けば、イルミネーションの行方が……

「野球部のマネージャー……たんぽぽさんですわ！」

　よし、犯人は見つかった。早速、捕獲のためハンバーグを準備するとしよう。




　その後、話を聞かせてくれた撫なでし子こに礼を言った俺は、一度三組を退室。

　色々とたらい回しにされたのが、あのアホのせいだと思うと、不思議と憎しみが湧いてくる。

　あいつ、次に見かけたら覚悟をしておけよな……。

「ジョーロ、どうでした？　何か有力な情報は得られましたか？」

「どうもたんぽぽが、先週の金曜日にイルミネーションを片づけたらしい」

「たんぽぽちゃんが？　でもでも、それじゃサンちゃんが何か知ってるかもだよ！」

「そうだな、けど、サンちゃんから何も連絡はきてねぇし、たんぽぽの所に行ってみようぜ」

「ですね！　私も賛成です！」

　つうことは、次に向かうのは野球部のところか。

　確か部室で繚りよう乱らん祭さいの打ち合わせをしてるって言ってたからそっちのほうに……ん？　何やらムンズと親指と人差し指で俺の制服を引っ張ってる奴やつがいるが……

「あの、ジョーロ先輩♡。ちょっといいですか？」

「どうした、ミント？　用があるなら声をかけるだけでいいぞ。次からは是非そうしてくれ」

「あ、分かりました……。それでですね、イルミネーションとは関係ないんですけど、ちょっと相談がありまして。……サザンカ先輩のことで」

　おかしいな？　サザンカのほうには『♡』がついていない気がする。

「サザンカが、どうかしたのか？」

　ミントの彼女……アイリス一番の親友だからか、ミント自身も心配そうな表情だな。

「実は、サザンカ先輩に変な噂うわさがあるんです……」

　おいおい、これで何個目だよ、変な噂うわさ。

　しかも、全員俺と関わりのある図書室メンバーばっかりだし、なぜか俺は無事だし。

「一応、内容を聞いておこう」

「あのですね、その、言いづらいんですけど……、どうもサザンカ先輩に、『一生懸命頼めば、ドエロいうさちゃんコスチュームを着て色々うさうさしてくれる』って噂うわさがあるんです」

「ドエロいうさちゃんが……うさうさ……だと……？」

　なんだそれは!?　夏休みに、みんなの素敵極まりないバニーガールは見たが、ドエロいのであれば、アレ以上は確定的に明らか！　しかも、うさうさとはっ！

　いったい、どんなことになってしまうんだ!?

「あくまで噂うわさなんですけどね！　どうして、そんな噂うわさが出ているか分からなくて……」

「だいじょぶ、ミント君！　それ、ただの噂うわさ！　サザンカちゃん、そんなことしないよ！」

「もしかしたら、それでサザンカは、男子生徒に朝から『いやらしい目』で見られてたのかもしれませんね……。まぁ、所詮は根も葉もない噂うわさですけど！」

　果たして、本当にそうなのか!?　真偽はしっかりと調べるのが……

「ですよね、ジョーロ！」

「……はっ！　その通りうさ！　俺もひまわりとあすなろの意見に大賛成うさ！」

「ジョーロ……、語尾がおかしなことになっていますよ……」

「気のせいだ！」

　お、落ち着け俺！　こんなもんはあくまで噂うわさでしかない！

　大体、真に受けて挑戦して、失敗してみろ？　確実に、俺は殺される。

　それに今はイルミネーション探索が最優先。変なうさうさ噂うわさについてはその後だ！

「よし！　そんじゃ、野球部のところに行ってみるか！　ひまわり、あすなろ、二人は先に行っておいてもらってもいいか？　俺は、ちょっとヤボ用を済ませてから行くからよ」

「うん！　分かった！　じゃ、わたしとあすなろちゃんは──」

「なぜ、私わたし達たち二人が先に行かなくてはならないのでしょう？」

　……あすなろめ、余計なことに気づきおって……。

「ジョーロ、まさか貴方あなたは、私わたし達たちを先に野球部の部室へ向かわせて、その間にサザンカへいかがわしいお願いをするつもりではありませんよね？」

「はっ！　頼むわけねぇだろ！」

「それはどうでしょうね？　先程のジョーロは随分と……」

　ふっ。あすなろよ、そんなことは、当たり前だがするつもりはないぜ？

　そして、前振りありがとう。感謝する。

「しねぇって言ってんだろ。大体、サザンカの性格を考えてみろよ？　んなこと俺がしたら、間違いなくシャレになんねぇ目に遭あわされるっつーの」

「ひまわり、ジョーロは噓うそをついていますか？」

「んーん！　ジョーロ、噓うそついてないよ！」

　ほんと、そのひまわり探知厄介だな！

　と言っても、今を除いてだけどなぁ！　クックック……、むしろ今は好都合よ！

　なんせ、噓うそを言っていないと信じてもらえるからなぁ！

「そうですか。……その、疑ってすみませんでした」

「気にするなって」

　ペコリと謝罪するあすなろに、俺は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みを披露する。

　そうさ、謝る必要なんて何もないのだからな。

「では、私とひまわりは先に野球部に向かっていますね！」

「レッツ・ダッシュだね！　あすなろちゃん！」




　足を弾ませて野球部の部室へと向かっていったひまわりとあすなろ。

　たった一人、廊下に取り残された俺──ジョーロこと如月きさらぎ雨あま露つゆ。

　それでは……よっしゃぁぁぁ！　お楽しみの偶数巻！　つまりは、そういうことだ！

　ドエロいうさちゃん……、俺にはいったいどういうものなのか、サッパリ分からない！

　だからと言ってサザンカに、直接頼む？　答えは……ＮＯ！　そんな愚行を俺はしないぜ！

　あるだろ？　もっとクールでスマートでスイートな方法がさ！

　答えは…………ＹＥＳ！　あのお方の出番以外にあるわけがないでしょうに！

　あの方なら！　あの方なら、きっとなんとかしてくれるはずだ！

　それでは、お久しぶりに幻想顕現神の召喚の時間だぁ！　ひゃっほぉぉぉう！




　親愛なる我らが世界の支配者イラストレーター……神ブリキ様！　我に力を与え──

「おや？　そこにいるのは、如月きさらぎ先輩ではありませんか！　もしかして、私に会いたくて会いたくて辛抱たまらなくなって、一年生フロアで待ち伏せしていたのですか？　んもぉ～う！　仕方がないですねぇ～！　むふ！」

　あ、いかん！　このパターンは夏休みの……っ！

　ちょっと待って神ブリキ様！　一匹、変なアホが紛れこんで──
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　あぁぁぁぁぁ!!　折角のドエロいうさちゃんが！　折角のドエロいうさちゃんがぁぁぁ！

　なんか、サザンカに加えてアホが紛れこんじゃってるぅ！　しかも、おもっくそメインで！

　嬉うれしいのに、ぜんっぜん嬉うれしくねぇ！

「むふ！　むふふ！　天使が恋しかったのでしょう？　その気持ちは、よぉ～く分かります！　……そんな惨みじめで憐あわれな貴方あなたの願いに特別に応えてあげましょう！　さぁ！　全身全霊の力を以もって、私を愛めでるのは今を於おいて他にありません！　はい！　どーぞ！」

「……たんぽぽ」

「あっ！　貢みつぎ物ものはもちろん、ハンバーグと真心たっぷりシーチキンマヨネーズで……おや？　何やら如月きさらぎ先輩の顔が般はん若にやの如ごとき形相に……」

「てめぇじゃねぇんだよぉぉぉぉぉぉ!!」

「ひょぉぉぉぉ！　いったい何の話ですかぁぁぁ!!」




　その後、十秒程なぜか記憶を失ったが、気がつくと目の前に大泣きするたんぽぽがいた。

「ひっく！　ひっく！　私、何もしてないです！　何もしてないのに、怒鳴られました！　怒られました！　ひどいです！　ひどいですぅ～！　びゅぇぇぇぇん！」

　俺が悪いのは分かっているのだが、泣き声の『びゅぇぇぇぇん！』が気になって仕方ない。

　あと、泣き顔がとても不細工だ。

「悪かったよ、たんぽぽ。つい、カッとなっちまって……」

「ひくっ！　じゃあ……、私はとても可愛かわいいですか？」

「可愛かわいい。そりゃあもう可愛かわいいさ。日本……いや、世界を手中に収める日は近いな」

「ぐす……。なら、許してあげます！　可愛かわいい私は、大らかな心を持っていますから！」

　よしよし、案外あっさりと機嫌を直したな。安定のチョロさだ。

　……ってか、そうだ。俺はそもそもたんぽぽを探していたんだ。

　なのに、なぜ怒りに任せて怒鳴り散らしたのだろう？　本来なら喜ぶべきはずなのに。

　……ダメだ、記憶が曖昧で思い出せん。

　ほんじゃま、さっそく本題に入っ……、いや、こいつが犯人だったら逃げ出しそうだし、少しずつ聞いてみるか。

「つか、校舎にいるってことは、たんぽぽは自分のクラスの手伝いをしてんのか？　野球部のほうでサンちゃん達たちと一緒にいると思ったんだが？」

「はい！　今日は野球部のお手伝いですよ！　野球部は繚りよう乱らん祭さいでわたあめ屋さんをやるのですが、そのために機材を借りなければなりませんので、その申請書を生徒会へ提出するために校舎の方へと戻ってきたのです！」

「生徒会に提出？　なら、なんで一年生フロアに……」

「むふふふ！　可愛かわいくてすんばらすぃ能力を持つ私は、あまりにも手て際ぎわが良すぎて、穴あな江え先輩から『頼れ過ぎるたんぽぽには、申請書を生徒会に提出する超絶重要ミッションを授けたい！　できることなら校舎内全てを経由して、ゆぅぅぅっくり愛を振りまいてから頼む！　ほんと、お願いします！』と真しんに迫った表情で言われてしまったのです！　むっふん！」

　なるほど。役立たず過ぎて、穴あな江えから懇願されて追い出された、と。

　ということは、今までこいつは野球部にいたってことか。それなら……

「サンちゃんから、何か話を聞かれたか？」

「話？　いえ、特に聞かれてませんよ？　……というより、今日は大おお賀が先輩とまだ一言も話してません！　大おお賀が先輩は、夜に他校の生徒と会っているという噂うわさがあり、更にその会っていた他校の生徒が、芝しば先輩の妹なのではないかと疑われ、鬼神となった芝しば先輩に取り調べられていますしね！」

　それでサンちゃんから、何も連絡が来なかったのか……。

　頑張れ、親友。それに関しては、俺にはどうしようもない。

　では、徐々に本題へ近付いていく感じで……

「なぁ、たんぽぽ。先週の金曜日って、何時頃まで残ってた？」

「金曜日ですか？　その日でしたら、二十時まで残って、わたあめ屋さんの準備をしていました！　私が作ったすんばらすぃ看板を楽しみにしていて下さいね！」

「そうか。ちなみに、その時校庭でイルミネーションって見かけたか？」

「はい！　あれは十九時三十分くらいですね！　イルミネーションが出しっぱなしになっていて誰も片づけていなかったので、天使の私が袋にまとめて──」

「最さい期ごに言い残すことはないか？」

「言い残すこと？　いえ、特にはありませんよ？　プリティーすぎる私は、これからもすんばらすぃ人生を歩むでしょうし、最さい期ごなんて……ひょぉぉぉ！　なぜか手が縛られています！」

　ええい、ワタワタと暴れるな！　やっぱり、てめぇが犯人だな！

「いきなり何をするんですか！　まさか、私が愛いとし過すぎる余り監禁を！　なりませぬ！　なりませぬよ、如月きさらぎ先輩！　そこはグッとこらえて下さい！　ほ、ほら！　特別にチケットをあげますから！　わたあめ屋さんで使える、とってもお得な割増しチケットをさしあげますから！」

「んなもん、もらっても使わねぇよ！　俺はただ、てめぇがイルミネーションを無くした犯人として超濃厚だから、とっ捕まえただけだ！」

　このアホのことだ。俺の想像の斜め上をいくようなことをして、イルミネーションを紛失していても、何一つおかしくなどない！

「ひょ!?　私、そんなことしません！　ただ、袋にまとめただけです！」

「だったら、その後どうしたか言ってみろや！」

「資材室にしまおうと思いましたが、その前に芝しば先輩に呼ばれたんですよ！　それで、野球部の用が済んだ後に校庭へ戻ったら、もうなくなってたんです！　本当です！　信じて下さい！」

「なにぃ？　んじゃ、てめぇが離れている時にイルミネーションは消えたってことか？」

「そうです！　恐らく私のファンが、可愛かわいらしい私が一生懸命片づけをする姿にときめきすぎて、思わずこっそり片づけて助けたくなったんですよ！　それ以外有り得ません！」

　むしろ、それだけは有り得ないと、声を大にして言いたい。

「ほ、本当ですからね！　ほら、この目を見て下さい！　クリクリして可愛かわいらしいでしょう？」

　むぅ……。クリクリして可愛かわいらしいかどうかはさておき、このアホは噓うそをつくことは多々あるが、野球部の活動に於おいては真面目だ。つまり、真実を語っている可能性が高い。

　だが、完全にシロと判断できない以上、解放するのもいかがなものかとも思う。

「お願いですぅ～……。繚りよう乱らん祭さいでは、ワタしが作ったワタあめをワタゲストの中で最初にワタしますからぁ～」

　ワタワタ、やかましい。

　つか、似たようなやり取りが、夏休みにもあったな。流しそうめんの時に……ん？

「……ほらよ」

「わぁ～！　解放されました！　むふふ！　やはり私ぐらい可愛かわいいと、如月きさらぎ先輩程度、手の平で転がすのはお茶の子さいさいですね！」

　捕まえようと思えば、いつでも捕まえられるアホだから、解放したとは言わないでおこう。

「では、私は生徒会に申請へ向かうのでこれで失礼します！　如月きさらぎ先輩も、汗水たらして私の下僕として頑張って下さいね！　むふふぅ～ん！」

　こうして、アホは去っていったのだが、……まずい。……非常にまずいぞ。

　今のたんぽぽとのやり取りで思い出された記憶。沸々と湧いてきた嫌な予感。

　そして、俺の脳裏に浮かんだ、イルミネーションを紛失させた犯人。

　できれば違っていてほしいのだが、俺の嫌な予感というのは的中率ほぼ１００％。

　今までに関して言えば、外れた試しがない。

　いっそ、このまま何も気づいていないふりを──ってわけには、はいかねぇよなぁ……。

「とりあえず、ひまわりとあすなろに連絡するか……」
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「ジョーロ、こんな所に呼び出してどーしたの？」

「まだ私とひまわりは、野球部で聞き込みの最中だったのですが……」

　俺が、ひまわりとあすなろを呼び出したのは、校舎裏のゴミ捨て場。

　そこには、繚りよう乱らん祭さいの準備があったせいか、普段よりも多くのゴミが積み上げられていた。

「ああ。それなんだけどよ……。まずは、こいつを見てくれ……」

「あっ！」

「なっ！　こ、これは……っ！」

　先にゴミ捨て場に訪れていた俺が、積み上げられたゴミをあさり発見したソレは、まさに今西にし木き蔦づた高校の生徒が血ち眼まなこになって探している……

「灯とう花か式しきで使うイルミネーションだ。……ここにあったんだよ」

「で、ですが、この状態は……っ！」

「ああ。あすなろの言う通りだ。こいつはもう、使えねぇ……」

　発見されたイルミネーションの状態は、それはもう悲惨だった。

　捨てられた当初はまだ無事だったのだろうが、そこに次々とゴミが重なり圧迫されたのだろう。配線はちぎれ、ほとんどのＬＥＤが破損している最悪の状態だ。

「なぜ、ここにあることが分かったのです？」

「たんぽぽだよ」

「たんぽぽ？」

「あの後、廊下でたんぽぽと会って、あいつから話を聞いたんだ。金曜日の最終下校時刻付近に、校庭にあったイルミネーションを、誰も片づけていないから袋に入れたって。ただ、運ぶ前に芝しばに呼ばれたから、袋に入れたままの状態でたんぽぽはその場を立ち去った」

「ということは、その後に来た誰かが、イルミネーションを捨てたということですか？」

「ああ。……多分だが、袋に入ってたからゴミか何かと勘違いしたんだろうな」

　俺がこの答えに辿たどり着つけたのは、今年の夏休みにあった小さな事件の経験から。

　みんなで流しそうめんをやった時、ある少女が後で食べようと楽しみに取っていた、コンビニの袋に入っていたクリームパンが姿を消した。

　そのクリームパンが入ったビニール袋を、俺はゴミと勘違いして捨ててしまっていた。

　要するに、今回の事件はあの時と全く同じなんだ。

　袋に入っていたイルミネーションを、ゴミと勘違いして捨ててしまった人物がいる。

　そして、その人物こそが今回の事件の犯人ということになる。

　──というのが、俺の予想。そして、嫌な予感だ。

「あ、あぁぁ……」

　校舎裏のゴミ捨て場に響く震える声。どうしていいか分からず、右往左往する視線。

「……そっか……、そーだったんだ……」

　全てを諦めたかのような声が、俺の予感が的中していたことを示している。

　本当に、俺の嫌な予感というのはよく当たるものだ。

　だよな……。言ってたもんな……。

『んとね、十九時くらいに校庭で見たよ！　そのあと、テニス部の大道具作りが終わってから、色んなとこのお片づけしてた時はなかったよ！』

　ってさ。つまり、色んなとこのお片づけの時に、間違えて捨てちまったんだろ？

「ジョーロォ、どうしよう……」

　涙で滲にじんだ目を俺に向け、救いを求めるような声を出す。

　ズキリと鈍い痛みが、俺の胸に走った。

「イルミネーションこわしちゃったの……、わたしだよぅ……」

　分かってるよ、ひまわり……。







　──ああ、念のため今回の物語の結末を少しだけ、先に伝えさせてもらうよ。

　残念ながら、今回の事件に於おいて、全員が幸せになれるハッピーエンドは訪れないんだ。

　これから先、俺は選ばなくてはならなくなる。誰を助けて、誰を見捨てるかを。

　そして、その選択の結果……、俺は大切な絆きずなを一つ失うことになるのだが……。

　この時の俺は、そんなことになるとも知らずに、どうしたらひまわりを助けられるかを考えるだけで精一杯だった。
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　あの後、破損したイルミネーションを発見した俺おれ達たちは、生徒会へすぐに報告に向かった。

　俺やあすなろは、一度自じ分ぶん達たちでこの状況をどうにかできないか話し合ってから、伝えたほうがいいのではないかとも提案したのだが、ひまわりが強く拒絶したのだ。

『わたしがイルミネーションこわしちゃったのだまってたら、コスモスさん困る！　だから、だから……、わたし、ちゃんと言うの！』

　強い意志の宿った声に圧おされた俺とあすなろは、渋々ひまわりの提案を了承。

　それから生徒会へ報告に向かうと、そこにはすでに大勢の生徒達たちが訪れていた。

　別に、ひまわりの到着を待っていたわけではない。多くの生徒が、生徒会長のコスモスに対して繚りよう乱らん祭さいの開催可否を確認したくてやってきていたのだ。

　そんな状況だ。ほんの一瞬だけ、ひまわりが逡しゆん巡じゆんするように体を震わせたが、それも一瞬。

　ひまわりはグッと歯を食いしばると、生徒達たちをかき分けるように力強い足取りで進んでいき、コスモスへと真実を伝えた。

『自分がイルミネーションをゴミと間違えて捨てて、壊してしまった』……と。

　啞あ然ぜんとするコスモスや他の生徒達たち。

　そして最後に……、俺やあすなろのほうを向き、涙を流しながら『さようなら』と言った。

　自分がそばにいると、俺や図書室のメンバーに迷惑をかけてしまうから、距離をおく。

　そんな気持ちが強くこもった、悲しい『さようなら』だった……。




　──翌朝。

　背中に妙な寂しさを感じながら一人登校し、下げ駄た箱ばこから上履きを取り出していると……、そこでは俺が恐れていた事態が発生していた。

「なぁ、聞いたか？　イルミネーションは見つかったけど、壊れててとても使えるような状態じゃなかったらしいぞ。だから、今年の繚りよう乱らん祭さいは中止になるかもって……」

「知ってるよ……。二年の日向ひなた先輩が、ゴミと勘違いして捨てて壊したんだろ？」

「普通、中身ぐらい確認するだろ……。どう責任取るつもりだ？」

「自分が弁償するって、言ってるらしいね。高校生が払えるような額じゃないのにさ」

「そう言えば、周りが助けてくれるとでも思ってるんじゃないの？」

　耳に入るのは、一年生と思われる生徒達たちからの俺の幼おさな馴な染じみ──ひまわりへの辛辣な言葉。

　あれだけの騒ぎだ。当然ながら、すでにほぼ全ての生徒が、ひまわりがイルミネーションを壊してしまった犯人だと知っている。

　テニス部のエースで、学内の人気者だったひまわりが……、たった一つの事件、たった一つのミスによって、その信頼を全て失ってしまった……。

「あ、あの……、皆さん……。そんなに日向ひなた先輩を悪く言わないでほしいですわ。誰にだってミスはあるのですし、大切なのはそこからどう信頼を取り戻せるかで……」

　あれ？　今の声って……、

「なんなん、撫なでし子こ？　日向ひなた先輩をかばうわけ？」

「え！　あの、その……」

　やっぱり、そうか。

　俺が少し苦手とする、お嬢様口調の一年生……ソフトボール部の赤あか井い撫なでし子こだ。

　あいつ、昨日はひまわりとかかわるのすら嫌がっていたのに、今日はかばってくれてるのか。

　いったいどんな心境の変化があったかは分からねぇが、……嬉うれしいよ。

　だったら、俺も……

「あんた、もしかして日向ひなた先輩に買収でもされてんの？」

「そ、そんなっ！　されていませんわ！」

「はいはい、そうだよね。日向ひなた先輩って二年の男子からは人気があるし、他の男経由であんたの憧れてる芝しば先輩を紹介してやるとか言われたら、味方につきたくも──」

「よう。撫なでし子こ、昨日ぶりだな」

「……あっ！　如月きさらぎ先輩！　お、おはようございますですわ！」

「うっ！　この人って確か、野球部の大おお賀が先輩の親友の……。と、とにかく撫なでし子こ！　あんたが何を言おうと、私の意見は変わらないんだからね！」

　ふぅ……。これが人のふんどしで相撲を取る感覚か。親友の力が、偉大すぎるぜ。

　無事、撫なでし子こへ迫っていた一年女子を退散させることに成功したぞ。

「あの……、ありがとうございます。助けていただいて」

「いや、こっちこそありがとな。ひまわりのことをかばってくれて……」

「そんな……。私はただ、自分の考えを伝えただけですわ」

　頰に手を添えながら上品に微笑ほほえむ仕草は、年不相応の色気を感じる……のだが、なぜだ？

　やはり俺は、撫なでし子ことかかわっていると妙な寒気を感じてしまう。

「あの、如月きさらぎ先輩……。繚りよう乱らん祭さいのほうが、どうなってしまうかはご存知ですか？」

「悪いが俺も分からねぇんだ……。灯とう花か式しきさえできれば、問題は解決できるんだけどな」

「そうですか……」

　逆に言えば、灯とう花か式しきができねぇから、問題が解決できないんだよな……。

　灯とう花か式しきで使うイルミネーションは、壊れてしまった。

　どれだけ奇跡を願おうが、それは揺るがない事実だ。

「ま、まぁ、そんなに落ち込むなよ！　今日、コスモス会長に会ったらどうするか聞いておくからさ！　分からないってことは、まだ中止にならないかもしれないってことだぞ！」

　──なんて、撫なでし子こに言っているようで、自分に言い聞かせてるよな、俺。

「……はい。ありがとうございます」

　肩を深く落として、立ち去っていく撫なでし子こ。

　その後姿に妙な罪悪感を覚えたまま、俺も自分のクラスへと向かっていった。





※






　──昼休み。

　昨日と同じように、図書室へ集まるメンバー……なのだが、その人数は少ない。

　来ているのは、俺、パンジー、あすなろ、ツバキ、ヒイラギの五人だけ。

　他のメンバーは、誰もいない。

　ひまわりは、自分が図書室に訪れることで俺おれ達たちに迷惑をかけないようにするため。

　コスモスは、今日も生徒会で集まって繚りよう乱らん祭さいの対策を練るため。

　サザンカは、カリスマ群の皆様と一緒に、他クラスへひまわりに対する悪評をどうにか収めようと奔走し、サンちゃんは野球部のほうで呼び出しを受けたためだ。

「みんながいないと寂しいのぉ～……。ひまわりちゃん、心配なのぉ～……」

　ヒイラギが寂しそうに、ションボリと焼鳥を食べている。

　こいつは、人見知りで寂しがり屋な分、友達を大切に想おもってるからな。

「ボクもヒイラギと同じ意見かな……。このままじゃ、ひまわりが危ないかな」

　ツバキの言う通り、ひまわりの現状は最悪一歩手前だ。

　本人に明確な被害は出ていないが、とにかく学校中で悪い話が蔓まん延えんしている。

　しかも、徐々に尾ひれと背びれがついて悪化する形でだ。

　今回の件で厄介なのは、ひまわりのことをフォローすると、『言い訳』だと判断されること。

　ひまわりの悪評について話している奴やつにとっては、もうひまわりが『悪』であるというのは確定事項で、何を言ってもそこを揺るがそうとはしないのだ。

　こんな時、学校で生徒達たちへの影響力があるコスモスに相談できたらいいのだが……、残念なことにそれは不可能。コスモスはコスモスで、妙な悪評が流れている上に、繚りよう乱らん祭さいの件で大忙しのため、とてもじゃないがこっちに力を回している余裕はない。

　……唯一の救いは、俺やひまわりのクラスメート達たちだろう。

　あいつらだけは、今までの付き合いとクラスっていう絆きずながあるから、ひまわりに対してひでぇことは言わねぇし、むしろ心配してくれてんだよな。

　ただ、肝心のひまわりが誰ともかかわろうとせず、たった一人で静かに過ごしているので、腫れ物扱いのようになってしまってもいるが。

　もちろん、そんな状況で俺おれ達たちが何もしなかったわけはないのだが……

「ひまわり、私と全然話してくれないんです。昨日まで、あんなに仲良くしていたのに……」

　あすなろが瞳に涙をためて、言葉を漏らす。

　そう。同じクラスの俺、サンちゃん、ツバキ、あすなろ、サザンカ、カリスマ群の皆様は、何とか元気付けようとひまわりに声をかけようとしたのだが、全員失敗。

　話しかけようとすると、ひまわりは逃げ出してしまうのだ。

　結果として、現在までにひまわりと会話をできた奴やつは誰一人としていない。

　このままでは、繚りよう乱らん祭さいが終わった後も、あいつが図書室に戻ってくることはないだろう。

　加えてもう一つの問題は……

「なぁ、パンジー。何とかこの状況を丸く収めて、みんなで楽しく繚りよう乱らん祭さいを開催できる方法って、思いついてたりしねぇか？」

「そんな都合のいい方法があるわけないでしょ」

　パンジーの、この態度である。

　今回の事件について、やけに消極的な意見しか言わないのは、今日も絶賛継続中。

　コスモスやひまわり……、こいつにとって高校生になってから初めてできた大切な友達が大変な状況になっているにもかかわらず、まるで助けたくないようにも思えてしまう。

「昨日も言った通り、今回の件は本当に難しいわ。必ず、誰かが犠牲にならなくてはいけない。そういう問題よ」

「……なら、その犠牲になるのが、ひまわりだと言うのですか？」

　あすなろが、静かに、それでいて力強い声を出した。

「今のままだと、そうなるでしょうね」

「そんなの認められるわけないじゃないですか！　ひまわりは……、ひまわりは私にとって、とても大切な友達……、いいえ、親友なんです！」

　……そうだな。図書室メンバーの中でも、ひまわりとあすなろは特に仲がいい。

　図書室だけじゃなく、教室でもほとんど一緒にいるもんな。

　俺だって、できることならひまわりを助けたい。

　先週の、みんなで繚りよう乱らん祭さいを楽しみにしていた図書室へと戻りたい。

　だが、その方法は未いまだに発見できず、ただただ事態に翻弄されるばかりだ。





※






　イルミネーションは破損してしまったが、繚りよう乱らん祭さいを開催するか中止にするかは未定なので、準備期間は継続している。

　だが、うちのクラスの雰囲気は最悪なものになっていた。

「な、なぁ……。どうする？　誰か声をかけたほうがいいんじゃないか？」

「けどさ、本人がそうしてほしくなさそうにしてるし……」

「今日、他クラスの奴やつから文句言われたよ。お前のクラス、なにやってんだよって」

「…………」

　クラスメートの言葉が静かに響く教室の隅で、たった一人、その小さな体で黙々と作業をするひまわり。あんなに静かなひまわりを見るのは、幼おさな馴な染じみの俺ですら初めてだ。

　その様子を見て、俺の胸のうちから湧く感情は『後悔』。

　なぜ、ひまわりにテニス部の作業を手伝ってと頼まれた時、断ってしまったのだろう？

　なぜ、ツバキにアルバイトを遅くしてもらうのではなく、ちゃんと休まなかったのだろう？

　俺がひまわりと一緒にいれば、イルミネーションが壊れることなんてなく、今もみんなで楽しい繚りよう乱らん祭さいの準備ができてたってのに……くそっ！

「…………んしょ」

　どうやら作業が一段落ついたようで、ひまわりが黒の画用紙を貼ったダンボールの束を持って立ち上がった。恐らく、まとめてある場所に運ぼうとしているのだろう。

　もしかしたら、今なら……

「ひまわり、半分持つよ」

「……っ！　だ、だいじょぶ……」

　よし、どうにか成功だな。一瞬逃げ出そうとはしたが、さすがにダンボールを抱えている状態では難しいと判断したようで、会話に応じてくれた。

「なぁ、ひまわり。同じ大道具担当なんだしよ、一緒に作業しようぜ」

「……ダメ。ジョーロに、めーわくかけちゃうから……」

　さすがにそこまでは欲張りすぎか。

　ま、それで諦める俺でもないんだがな。

「迷惑なんて気にすんなよ。大体、イルミネーションの件だって、別にお前一人が悪いわけじゃねぇだろ？　そもそもたんぽ──」

「ち、違うの！　わたしが悪いの！」

「お、おう……？」

　なんだ？　ひまわりの奴やつ、いきなりとんでもなくでかい声を出しやがって……。

　その話題に触れてほしくねぇのかもしれねぇが、いくらなんでも──

「わ、わたしが一人でやったの！　全部、わたしがやったの！」

「……なっ！　おい、ひまわり……、てめぇ……」

　どういうことだ？　今、ひまわりの目の向きが右に一秒、左に二秒動いたぞ。

「だから、ジョーロは気にしちゃダメ！　わたしといっしょにいてもダメなの！」

「なぁ、ひまわり……」

「な、なに!?」

　知っている……。幼おさな馴な染じみの俺だからこそ知っている……。今の動きは……

「てめぇ、何を隠してる？」

　ひまわりが、噓うそをつく時にする癖だ。

「…………っ！　な、何もかくしてないもん！」

　再び、目の向きが右に一秒、左に二秒。

　やっぱりそうだ……。ひまわりは、何かを隠している。

「わ、わたし、もう行くから！　こっち終わったから、次、テニス部！」

「あ、ちょっと待てよ！　ひまわ……くそっ！」

　しかし、俺が得られた情報はそこまで。

　ひまわりは、急ぎ足でダンボールを置くと、脱だつ兎との如ごとく逃げ去ってしまった。

　……どういうことだ？

　ひまわりがイルミネーションをゴミと勘違いして捨てた結果、そこに他のゴミが重なって破損してしまった。これは、間違いなく事実だろう。

　だが、ひまわりの『私が一人で全部やった』という言葉には噓うそがあることが明確になった。

　つまり、それって……

「ジョーロ、少しいいでしょうか？」

「おわっ！　どうしたんだ、あすなろ？」

　ビックリした！　いきなり後ろから話しかけないでくれよ。

「実は、少し気になる情報を手に入れたのです」

「気になる情報？」

「はい！　昨日、私わたし達たちがイルミネーションの件を調査している時、他の図書室メンバーの様々な妙な噂うわさを聞いたではないですか？」

　メモを取り出し、俺に該当のページを見せるあすなろ。

　そういや、そんなんあったな。確か、コスモスとサンちゃんとサザンカの妙な噂うわさが。

「どうもあの噂うわさですが、どれもイルミネーションがなくなる直前……金曜日から流れ始めたみたいなんです」

「は？」

「……妙だと、思いませんか？」

「えーっと、どの辺が？」

「ですから！　もしかしたら、あの噂うわさとイルミネーションの件は、何か関わりがあるかもしれないと私は言っているのです！」

　あの噂うわさがぁ!?　どれもこれも突拍子もなくて、根も葉もない噂うわさばっかだったぞ？

　そんなキラキラとした瞳で語られても、正直肯定しづらい。

「いや、さすがにそれは唐突すぎだろ？　そもそもあの噂うわさの中にひまわりの噂うわさはなかったし、どれもこれも、イルミネーションと関係してるとは思えねぇようなもんばっかじゃ……」

「ですが、全て図書室の皆さんの評判が下がるような噂うわさです。そして、最後の最後にひまわりがイルミネーションを破損した犯人となった。……やはり、妙だと思いませんか？」

　まぁ、図書室メンバーばっかが噂うわさの標的になっているのは妙だと思うが……、やっぱりイルミネーションと結びつけるのは、強引過ぎる気がする。

　てか、あすなろが言いたいことって……

「もしかして、別に真犯人がいるかもしれないって言ってるのか？」

「さすが、ジョーロです！　私は、その真犯人が図書室メンバーの評判を落とすために噂うわさを流し、イルミネーションを破損させ、ひまわりを罠わなにはめたのではないかと疑っています！」

　まるで突拍子も無い見当違いの発言の可能性は、大いにある。

　恐らく、あすなろ自身もそれを分かって言っているのだろう。

　それでも、こうして俺に相談したのはきっと、

「あすなろは、ひまわりがイルミネーションを壊したとは、思ってねぇのか？」

　なんとかして、ひまわりを助けたいからだよな。

「私の親友が、ただの不注意でイルミネーションを捨てるわけがありませんから！」

　すげぇな……。学校中のほとんどの奴やつがひまわりを犯人だと断定していて、本人ですら認めてるってのに、真まっ直すぐにこんなことが言えるなんて……。

　けど、今の状況って、あの時のことを思い出すんだよな……。

　俺が小学生の時に起きた、シール盗難事件。

　あの事件で、俺は助けられる方法を知っているのにあの子を助けなかった。

　だけど、ひまわりは助けられる方法を知らなかったのに、あの子を助けた。

　多くの女子生徒から責められ、あの子自身の心が折れて『自分がやった』と認めたにもかかわらず、最後まで『ぜったい、やってないもん！』と信じ続けて。

　あの時のひまわりの姿は今でもよく覚えているし、あんな風になりたいとも思った。

　だからこそ今度は、

「そうだな。あすなろの言う通りだ」

　俺が、ひまわりを助ける番だ。

　それに、俺はもう知っている。ひまわりが、何かを隠すために噓うそをついたことを。

　だったら、そいつを暴いてやろうじゃねぇか！

「でしょう！　ですから……」

「当てがないなら無理矢理作って、調べてみるか！」

「はい！　一緒に、ひまわりを助けてみせましょう！」

　その時のあすなろの笑顔は、素朴だけど可愛かわいらしく、こんな状況にもかかわらずつい俺は胸の鼓動を高めてしまったのであった。




　今日も再び、繚りよう乱らん祭さい実行委員の有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君に事情を説明して、調査の許可をゲット。

　二人とも、ひまわりを助けられるならと喜んで快諾してくれた。

　まだ、クラスメートとひまわりの絆きずなは切れてねぇ。

　どうにか、そいつが切れる前に真実を明らかにしねぇとな。

「では、一度図書室の皆さんの妙な噂うわさについて整理しましょう！　現在、確認できているものは三つ！　一つがコスモス会長、一つがサンちゃん、そして最後がサザンカの噂うわさです！」

　俺の隣でポニーテールを揺らしながら廊下を歩くあすなろが、どこか活気のある声を出す。

　ちなみに、噂うわさの詳細を加えると──

『秋あき野の桜さくらは金銭を利用して教師を買収し、生徒会長の座と推薦入学の権利を手に入れた』

『大おお賀が太たい陽ようは、夜になると他校の生徒と会って、怪しげな密談をしている』

『真ま山やま亜あ茶さ花かは、一生懸命頼めば、ドエロいうさちゃんコスチュームを着て色々うさうさしてくれる』

　──の三つだ。

　内容的に一番えぐいのがコスモス、一番ぶっ飛んでいるのがサザンカ、一番信しん憑ぴよう性せいが高いのはサンちゃんだな。あの人、最近土ひじ方かた歳とし三ぞうばりにモテてるらしいし。

　しかしまぁ、どれもこれも、マジでイルミネーションとはまるで関係なさそうだな……。

「真犯人うんぬんはおいといても、普通こんな噂うわさ、流れねぇよな……」

「だからこそ、怪しいわけです！　なので、しっかり一つずつ、噂うわさの真相を確認してから判断しましょう！　取材で一番大切なのは、根気ですよ、根気！」

「分かったよ……。それじゃあ、まずは──」

　三つの噂うわさの中でも、群を抜いてひどい……

「コスモス会長の噂うわさを、確認してみるか」
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　というわけで、二年生フロアから生徒会室へ。

　昨日はイルミネーションの件で大勢の生徒がやってきていたが、今日に関しては、今のところ誰も来ている様子はない。

　つっても、あくまで外から見ただけで、中はどうなっているか分からんが。

　先週来た時は、ノックをした後のコスモスの声を聞くのはこれが最後か……なんて考えていたくせに、まさかこんな形でもう一度機会が訪れるなんてな……。

　そんな複雑な思いを抱えながら、俺がドアを二回ノックすると、

「どう…ぞ」

　おや？　なんだか生徒会室の中から聞こえてきた声が、いつもの穏やかではなく、やけに陰気で、語尾に妙な溜ためがある声だぞ？　これって……、

「し、失礼します」

「ジョーロ…か。それに、新聞…部の……。どうし…た？」

　やっぱり、そうか。生徒会室にいたのは、生徒会役員のワサビさんだけ。

　コスモスの姿は、どこにも見当たらなかった。

「あの、ワサビさん。コスモス会長は？」

「秋あき野のは、他の役員と職員会議に出てい…る。繚りよう乱らん祭さいについて、教師と話し合うために…な」

「え！　まさか、繚りよう乱らん祭さいが中止になるってことですか？」

「まだ分から…ん。それを決めるための話し合い…だ」

　どうやら状況は、俺が思っていた以上にやばいようだ。

　繚りよう乱らん祭さいが中止になっちまったら、ひまわりの罪を晴らすことができても、生徒達たちの怒りが収まらないかもしんねぇ……。

「コスモス会長、大丈夫ですか？　もし、俺で何か手伝えることがあったら……」

「秋あき野の自身がそれを望んでいないだろ…う。今回の件を、秋あき野のは生徒会長として自らが解決したいと考えているから…な。だが、今回の件は、秋あき野のだからこそ苦戦するかもしれ…ん」

「コスモス会長だからこそって、どういうことでしょうか？」

「秋あき野のはルールを重んじ…る。故に秋あき野のはルールに則のつとり、どうにかイルミネーションを修理、もしくは買い直そうと考えているが、そんな費用はどこにもないの…だ。つまり、今のままでは、教師も納得させられないし、繚りよう乱らん祭さいの開催に持ち込むことはでき…ん」

　つまり、費用さえあればイルミネーションをもう一度用意できるってことか。

「で、何の用…だ？」

　うーん……。ぶっちゃけ、コスモスに噂うわさのことを聞きたくて来ただけだからなぁ。

　ただ、それを素直に言っちまうと……、

「すみません。コスモス会長に用があっただけなので、大丈夫です！」

「あすなろ！　それは……」

「え？　どうかしたのですか？　私は別に、何もまずいことは──」

「ぬわぁぁぁんだとぅぅ…ぅ!?」

　まずいこと、言っちゃってるんだわ。この人、コスモス絡がらみだと、すぐに食いつくから。

　すっげぇ剣幕でこっちに来ちゃったよ……。

「ならば、俺に聞けばいいだろ…う！　秋あき野のにできて俺にできないことなど、何一つな…い!!」

　出ました、ワサビさん定番の一言。

「そうでした……。ワサビさんって、こういう方でしたね。すみません……」

「大丈夫だ、事故だと思え」

　あすなろが、うんざりとした様子で声を漏らす。

　そういや、あすなろとワサビさんって、知り合い同士だったよな。

「さぁ、聞…け！　包み隠さず、あることないこと答えてやろ…う！」

　あることのみ答えて下さい。

　参ったな……。正直、もう帰りたいけど帰してくれそうにないし……、

「コスモス会長の噂うわさのことって、ワサビさんは知っていますか？」

　大人しく聞いてみるか。

「なんだ、そんなこと…か」

　どうやら、あんまりワサビさんが所望している質問ではなかったらしい。

　とてもつまらなそうな表情になっていらっしゃる。

「無論、知ってい…る。秋あき野のが金でどうとかいう噂うわさだろ…う？　くっくっく、普段の行いがものを言うの…だ。俺など、一度たりともこの学校で話題になったことはないというの…に」

　知ってる？　貴方あなた、陰で『西にし木き蔦づたのルイなんとかさん』って呼ばれてるんだよ？

　ひょろ長い緑の野菜のアダ名と普段学年二位ばっかりとってる成績が原因で、ひょろ長い緑の永遠の二番手的な配管工になってるんだよ？

　コンプライアンスの問題で、『なんとかさん』になってるけど。

「実は、その噂うわさについて聞きたいんです。どういう経緯で流れたのかの心当たりとか……」

「心当たり…か。それならば、あ…る」

「本当ですか!?」

　意外と頼れる、ルイなんとかさん！

「う…む。秋あき野のはああ見えて、下級生の女子に敵の多い女…だ。なので、秋あき野のの評判を下げるために噂うわさをでっち上げて流したとしても、おかしくはないだろ…う」

　え？　そうなの？　コスモスが下級生から評判が悪いって……

「いや、あの人って花か舞ぶ展てんのメンバーにも選ばれたし、男女問わず人気があると……」

「違う…な。奴やつは、規律を重んじ、正しいことを正しいと判断して行動す…る。故に、その規律から少しはみ出した生徒達たちとの仲は、友好的とは言い難…い」

「それは、そのはみ出した生徒達たちの自じ業ごう自じ得とくなわけだし、気のせいじゃ──」

「ジョーロ、今の話は本当です。……あまりこういったことは言いたくないのですが、以前に校内で生徒会についてのアンケートを取った時、コスモス会長には、『細かいことまでいちいちうるさい』という意見も多数あったのです。……主に一、二年生の女子生徒から」

　なるほどな、要するに真面目すぎるってことか。

「だから噂うわさの出所は、秋あき野のに明確な悪意、もしくは敵意を抱いている人物の可能性が高…い」

　悪意、もしくは敵意か。……それだったら、一人思い浮かぶ奴やつがいるな。

　最近、他クラスだけど絡からむ機会があって、コスモスに明確な敵意を抱いていた人物。

　そいつは、ついこないだコスモスに予算以上の資材追加を申請して却下されたことで、文句を言っていた。……よく言えば、豪快な性格だが……、悪く言えば規律からはみ出している。

「ジョーロ、でしたら次は……」

　あすなろも俺と同じ人物を連想したようで、袖をクイクイと引っ張って移動を促している。

　そうだな。次に俺おれ達たちが会うべき相手は、パンジーと同じクラスで、ソフトボール部に所属している…………プリムラに話を聞きに行くとするか。

「……ワサビさん、色々と教えていただいて、ありがとうございました」

「気にする…な。この程度のこと、造作もな…い。俺はここで完膚なきまでの各部の資材表を作成しているから、何か困ったことがあったら、秋あき野のではなく俺に連絡し…ろ」

　最後に、ワサビさんと少し話をした後、俺おれ達たちは生徒会室をあとにした。
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　その後、俺とあすなろはプリムラに会うため、パンジーやヒイラギが所属するクラスを訪れたが、その姿は確認できなかった……が、プリムラのクラスメートから『ソフトボール部のほうに行った』という情報を得ることに成功したので、今度は校庭へと移動。

　昨日といい、今日といい、ほんと色々な場所にたらい回しにされている気がするが、まぁいいか。それよりも、プリムラだ。えーっと、あいつはどこに……いねぇな……。

「ここにもいませんね。もしかして、入れ違いになってしまいましたかね？」

「どうだろうな？　たまたまここを離れてるだけって可能性も……あ」

　お、ちょうどいい。そういや、あいつもソフトボール部だったな。

　なら、あいつに聞いてみるか。

「おーい、撫なでし子こ！　ちょっといいか？」

「あら、如月きさらぎ先輩？　どうかなされましたか？」

　学校指定の体操着を着ているはずなのに、他の奴やつよりも１ランク上のものを使っているように感じるのは、撫なでし子この上品な振る舞いが理由だろう。

　その振る舞いを見ているだけで……、なぜだか全身に寒気をもよおしはするのだが……。

「実はプリムラを探しててさ。ソフトボール部のほうにいるって聞いたんだが……、撫なでし子こはあいつがどこに行ったか知ってるか？」

「早さ乙女おとめ先輩でしたら、職員室のほうへ向かいましたわ。『繚りよう乱らん祭さいが開催されるか気になるから、職員会議を盗み聞きしてくる』とおっしゃって……」

　あいつは準備をサボって何を……って、俺もあんま他人のことは言えねぇか。

「ジョーロ、どうします？　私わたし達たちも職員室に向かいますか？　それとも、ここでプリムラが戻ってくるのを待ちますか？」

『ここでプリムラを待つ』、『プリムラを探しに職員室に向かう』……って、美少女ゲームか！

　やけに移動ばっかさせようとしやがって、こんちくしょう！

　……こほん。とりあえず、今回の選択肢は『ここでプリムラを待つ』でいこう。

　職員室に向かってもいいんだが、入れ違いになっちまうと厄介だし。

　できる限り早く話したいが、『急がば回れ』という言葉を尊重するスタイルで。

「そうだな。だったら──」

「おや？　そこにいるのは、如月きさらぎ先輩ではありませんか！　もしかして、私に会いたくて会いたくて辛抱たまらなくなって、校庭で待ち伏せしていたのですか？　んもぉ～う！　仕方がないですねぇ～！　むふ！」

　よし、職員室に向かおう。『急がば回れ』とか、まじくそくらえ。

　昨日とほとんど同じ台詞せりふで現れやがって。どんだけ神出鬼没なんだ、こいつは……。

「……あ！　昨日みたいに、私がいきなり近付いてきたからって、恥ずかしすぎるあまり怒鳴るのはダメですよ！　如月きさらぎ先輩が生粋のツンデレさんで、私を大好きすぎるのはちゃんと分かってるんですから！　むふふふ！」

　おしい。『如月きさらぎ』を別のとある苗みよう字じに変えたら、全面的に支持してやれた。

　が、申し訳ないが、今はてめぇの相手をしている暇はねぇんだ。

「すみません、たんぽぽ。私わたし達たち、今は非常に忙しくて……」

「なんとっ！　お忙しいのですか！　……でしたら、羽はね立たち先輩！　私もお手伝いしますよ！　可愛かわいくてすんばらすぃ能力を持つ私は、あまりにも手て際ぎわが良すぎて、芝しば先輩から『たんぽぽは頼りになり過ぎるから、どこか遠くへ行って困っている人の手助けをしてきてくれ！　ほんと、お願いします！』と鬼気迫る表情で言われてしまう程ですから！　むっふん！」

　なるほど、役立たず過ぎて芝しばから懇願されて追い出された、と。

　が、こちらに押し付けられても困るので、できれば追い払いたいのだが……、

「それでそれで、私は何をすればいいでしょう？　早くお仕事を下さい！　頑張りますから！　むふふふ！」

　無駄にやる気だけはあって、断りづれぇな。

「また芝しば先輩に迷惑をかけて……。忌いま々いましい……」

　はて？　何やらどこかからすっげぇドスの利きいた声が聞こえてきたような……気のせいか？

「……おや？　そこにいるのは、撫なでし子こさんではないですか！」

「……ちっ！　気づきやがった……ですわ」

　ねぇ、今、舌打ちしたよね？　絶対したよね？

「……ふふっ。どうも、こんにちは。たんぽぽさん」

　どうやらこの二人は、運動部で同じ一年ということもあって、顔見知りらしい。

　っていうかさ……、

「今日も上品で可愛かわいらしいですね、撫なでし子こさん！」

「ありがとうございます。たんぽぽさんも奈落の肥こえ溜だめでしたら、辛かろうじて頂点を取れる程度には可愛かわいらしいですよ。おほほほ……」

　撫なでし子こ、絶対たんぽぽのこと嫌いだよね？

「むふふ！　そうでしょう、そうでしょう！　可愛かわいすぎる私は、どんな場所でも頂点を取ってしまう存在ですからね！　撫なでし子こさんも、参考にしてくれていいですよ！」

　アホスキルがアホ過ぎる！　なぜ、こんなド直球な嫌味に気がつけないのだ？

「この、ゴミクズボケウンコアホ女が……こほん。失礼致しましたわ。私ったら、はしたない。おほほほほ」

　本当にはしたないからね？

「ジョーロ、この二人って……」

「……ああ。そういうことなんだろうな」

　あすなろが二人には聞こえない小さな声で話しかけてきたので、俺も小さな声で返答。

　とりあえず、理由はさっぱり分からんが、撫なでし子こはたんぽぽを嫌っている。それも、かなり。

　……が、残念ながら相手は、アホ神様だ。

　撫なでし子こに嫌われ、すさまじい罵ば詈り雑ぞう言ごんを言われていることにまるで気づいてない。

「では、申し訳ありませんが、たんぽぽさんはこの場を去っていただけますか？　これ以上、貴女あなたが視界に入っていると、私の眼球が腐ってしまいますので」

「んもぉ～う！　眼球がとろけるほどに私が可愛かわいいのは分かりますが、そんな恥ずかしがらなくても大丈夫ですよぉ～！　むふふふ！」

　これ、会話が成立していると思っていいのかな？

「相変わらず、脳みそお花畑……ですわ。ああ、捻ひねり潰つぶしたい……ですわ」

　語尾に『ですわ』をつけても、キャラ変わっちゃってるからね。

「あのー、たんぽぽ。撫なでし子こが少し迷惑そうなので、貴女あなたはこの場を離れていただいても……」

「そんなこと、あるわけないじゃないですかぁ～！　むふふふ！」

　そんなこと、あるわけあるじゃないですかぁ～！　あははは！

「撫なでし子こさんが、私を迷惑に思っているはずがありません！　野球部とソフトボール部で同じ一年生ということもあり交流が多いのですが、いつも私が助けてあげているぐらいですしね！　むしろ、感謝して止やまないと言っても過言ではないでしょう！」

　たんぽぽって、常時過言しか言わないよね。

「いつもいつも、余計なことばかりして私の仕事を増やして……ですわ。こいつのせいで、どれだけ私が苦労をしたことか……ですわ」

　とりあえず、ほぼ毎日たんぽぽが無自覚に撫なでし子こへ迷惑をかけたことは理解した。

「この間だって、繚りよう乱らん祭さいの準備でソフトボール部のお手伝いをしてあげたぐらいですしね！　可愛かわいい私は、困っている人を見て見ぬふりはしないのです！　むっふん！」

「……っ！　な、何も手伝ってもらってなどいませんわ」

　ん？　なんか撫なでし子この体が妙な震え方をしたぞ？

　今の会話におかしなところなんて、別にどこにも……って、待てよ……。

「おい、たんぽぽ」

「む？　なんでしょうか、如月きさらぎ先輩？」

「てめぇ今、『繚りよう乱らん祭さいの準備でソフトボール部のお手伝いをしてあげた』って言ったよな？　それって、いつの話でどんな手伝いをした？」

「き、如月きさらぎ先輩！　待って下さいですわ！　それを聞くのは──」

「金曜日ですよ！　本当はソフトボール部がイルミネーションを片づける担当だったのですが、うっかりさんの撫なでし子こさんが忘れていましたからね！　私が代わりに片づけてあげたんです！」

「へぇ～……。そうなのか……。知ってたか、撫なでし子こ？」

「……っ！　あの、私、そろそろ部活の作業が……あ！　放して下さいですわ、羽はね立たち先輩！」

　ナイスだ、あすなろ！

「今の話をもっとしっかり、事細かに聞かせてもらえたら、放してあげますよ。ふふふ……」

　見事なまでに、撫なでし子こを押さえつけるあすなろ。

　撫なでし子こは、どうにか拘束から抜け出そうともがいているが、かなりの力なのだろう。

　その目もく論ろ見みはまるでうまくいく兆きざしはない。

「おや？　どうかされましたか、羽はね立たち先輩？　突然、私ではなく撫なでし子こさんに抱きつくなんて」

「気にすんな、たんぽぽ。てめぇにしては、珍しく大活躍をした結果だぜ」

「本当ですか!?　なら、私を愛めでて下さい！　むふふふふ！」

「不本意極まりないが、礼がてら要望に応えてやる」

「分かりますよ。常時感謝してるから、お礼を言うのが不本意なんですね……」

　もうめんどいから、それでいい。

「むふぅ～ん。むふふふ……」

　頭を撫なでたら、上機嫌にじゃれついてきて、やや鬱うつ陶とうしいが今はほっておこう。

　それよりも問題は撫なでし子こだ。噂うわさを追ってたら、思わぬところから収穫が手に入ったな。

「撫なでし子こ。てめぇ昨日、『金曜日にイルミネーションを片づけてた部活、もしくは誰が片づけていた？』って聞いたら、『野球部のたんぽぽ』ってだけ答えて、どこの部活が片づけ担当だったかは言ってなかったよなぁ？」

「そ、それは……」

「あと、今日のこともよくよく考えるとおかしいよな？　てめぇら一年女子のほとんどは、図書室の業務をしてるひまわりやあすなろとはかかわりたくないんだろ？　なのになんで、てめぇは、今朝は下げ駄た箱ばこでひまわりをかばって、今もあすなろと普通に話してたんだ？」

　事実、こいつは昨日話を聞きに行った時は、ひまわりとあすなろとかかわるのを恐れていた。

　たった一日で、その態度が変貌するってのはどう考えてもおかしい。

「くっ！　秩序のない顔面をしているくせに、無駄に鋭い……ですわ」

　さっきからほんと口がお下品ですわ、このお人。

　秩序がなくて悪かったな、こんちくしょう。

「撫なでし子こ……、もしかして本当は、貴女あなたがイルミネーションを壊したのですか？」

「ち、違いますわ！　私はイルミネーションを壊しておりません！　ただ……」

「ただ？」

「……っ！　わ、分かりましたわ！　話します！　話しますわ！　ですから、羽はね立たち先輩……」

「ダメです。しっかりと全てを教えていただいてから、解放します。ひまわりが置かれている境遇に比べたら、こんなもの大したことないでしょう？」

　あすなろ、怖い……。

「…………はい」

　どうやら撫なでし子こは観念したようで、素直に事情を説明してくれるらしい。

　けど、この口振りからすると、撫なでし子こはイルミネーションを壊した犯人じゃねぇよな？

　だが、何かを知っている。それは一体……

「その、私がイルミネーションを隠したのですわ。……プール近くの花壇に」

「はぁ？　隠した？　なんで、んなことを……」

　今は繚りよう乱らん祭さいの準備期間で水泳部もプールを使ってねぇから、隠すのにはうってつけの場所だとは思うが、そもそもんなことをする理由がさっぱり分からん。

「それは……っ！　た、たんぽぽさんへの嫌がらせのためです！」

「ひょわ!?　わ、私への……嫌がらせ？」

「如月きさらぎ先輩、羽はね立たち先輩、ゴミクズボケウンコアホ女、お三方ともお気づきにはなっていなかったでしょうが、……実は私、たんぽぽさんにあまりいい感情を抱いておりません」

　いや、気づいてたよ。もうね、二人が出会って五秒で分かったよ。

「むふー。おかしいですね……。ここには撫なでし子こさんを除くと三人しかいないのに、私の名前が呼ばれていません……。まさか、これも嫌がらせの一環？」

　いや、呼ばれてるよ。とんでもない別名で。

「で、でもでも、撫なでし子こさんが私にいい感情を持っていないとはどういうことでしょう!?　こんなに可愛かわいくて性格も完かん璧ぺきな私が嫌われるなんて──」

「…………っ!!　そういうところじゃい！　わしが、おんどれを不愉快に感じるのは！」

「ひょ!?」

「へっ!?」

「んなっ!?」

「可愛かわいくて性格も完かん璧ぺき!?　そんなわけないじゃろが！　おんどれは、いつも傲慢ですぐ調子に乗って周りに迷惑をかけるクソカス女じゃい！　なのに、野球部の人ひと達たち……特に芝しば先輩と仲良くしてるのが、むかついてむかついて仕方ないんじゃい！　マジファッキュー！」

　撫なでし子こ、落ち着け。それ、女の子がとっていい顔じゃない。

　顔面とキャラが、無法地帯と化しているぞ。

「あの日もそうじゃい！　ノコノコと校庭にやってきて、間抜けな様子でイルミネーションを片づけていると思ったら、芝しば先輩に呼ばれて……、しかもその後、芝しば先輩の話も聞かずに突然変なダンスを無理矢理教えようとしおって……」

　ワタワタダンスですね、分かります。

「ご、誤解です！　あれは、芝しば先輩が教えてほしいと私に頼み込むから……」

　それが誤解だね。芝しば、絶対そんなこと言わないね。

「んなわけあるかい！　……だから、おんどれがいつもどれだけ人に迷惑をかけているかを教えてやるために、イルミネーションを隠したんじゃ！　誰かに迷惑をかけられたら、自分が今までどれだけ他人に迷惑をかけているか、ネジのぶっ飛んだおんどれの頭でも理解するだろうと思ったんじゃい！」

　要するに、たんぽぽへの単純な嫌がらせというわけではなく、私刑という一面もあったってことか。直接言っても理解されないから、体に教えてやれ的な……。

「なのに……」

「なのに？」

「このボケナスは、『むふ！　私のファンが気づいて片づけてくれたのですね！　はぁ～！　やはり可愛かわいさとは罪ですね……』と言って、まるで探さずに帰りやがったんじゃぁぁぁ！」

　状況の脳内再生が余裕すぎて、困る。

「そうだったんですね、撫なでし子こさん……」

　なんかたんぽぽが、珍しく泣なき喚わめかずに落ちこんでんな……。

　やっぱこいつも、同じ学年の女子から嫌われてるって知っちまうのは──

「これもアイドルの宿命ですね……。愛されすぎるが故に、時には嫉妬の対象になる。……大丈夫です！　……そういったことも、ちゃんと覚悟していましたから！　むふ！」

　煽あおりスキルがはんぱねぇ……。

「きょえぇぇぇぇぇ!!　このドグソボケ女がぁぁぁぁ!!」

「な、撫なでし子こ、落ち着け！　ダース・モールみたいな顔になってるから！」

「ひょわわわわ……。お、落ち着いて下さい、撫なでし子こさん！　もし、貴女あなたが怪け我がをしてしまったら、大切な実家の八百屋さんを継げなくなってしまいますよ！　我慢です、我慢！　むふー！」

　撫なでし子この実家、八百屋さんなのぉ!?　いや、悪くはないよ！　悪くはないんだけどね！

「わしの実家のことは言うんじゃねぇぇぇぇ!!　桜さくら島じま大根で脳天かち割ったろか!?」

「ひぎゃぁぁぁ！　如月きさらぎ先輩、助けて下さい！　大根娘が！　大根娘が、私のプリツィ～な頭部を狙っています！　むふー！　むふー！」

　うん。もう、十分理解できたよ……。なぜ、俺が撫なでし子ことかかわっていて、寒気を感じたか。

　作ってたんだな、キャラ。そして、本性はとんでもねぇな……。よく見抜いた、俺の本能。

　たんぽぽといい、ミントといい、撫なでし子こといい……、なぜ一年にはまともな奴やつがいないのだ？

　俺にとっては、もはや魔獣の巣そう窟くつである。

「怖いですぅ～……。私、桜さくら島じま大根より聖しよう護ご院いん大根派なんですぅ～」

　聖しよう護ご院いん大根なら脳天かち割られていいんかい。そして、無駄に大根事情に詳しいな。

「はぁー！　はぁー！　……こほん。おほほほ……、私ったらはしたない」

　はしたないに土下座するレベルで、はしたなかったね。

「あー……、それで撫なでし子こ、てめぇが嫌がらせでイルミネーションをプール近くの花壇に隠したが、無駄に終わったんだよな？　だったら、その後どうしたんだ？」

「仕方がないので、自分で片づけようとプール近くの花壇へ向かいましたわ。そうしたら、どこにもなくなっていて……、月曜日にあんなことがあって……」

　なるほどな。これで少しだけ合が点てんがいったよ。

　ひまわりは、校庭で本来の場所にあったイルミネーションを捨てたわけじゃなかったんだ。

　撫なでし子こがプール近くの花壇に隠してたんぽぽの様子を見ている間に、ひまわりが訪れて、ゴミだと判断して捨てたってわけか。……だが、まだ聞くことはいくつか残ってんな。

「けどよ、撫なでし子こ。そもそもだが……、なんでたんぽぽがイルミネーションを片づけてんだ？　元々、ソフトボール部が担当だったんだろ？」

「そうです！　イルミネーションは十九時までにしまうよう、秋あき野の先輩から厳しく言われています！　だから私は、野球部が担当の日ではなかったですが、大急ぎで片づけたのです！」

「知らなかったんです！　私わたし達たち、ソフトボール部が金曜日のイルミネーションを片づける担当だったなんて……」

　普通、そんな重要なことを知らねぇなんて、有り得んのか？

　ただ、この撫なでし子この表情を見る限り、噓うそは言ってなさそうだよなぁ。

「だから、それを知った時に疑われるのが怖くて……、そもそも日向ひなた先輩が捨てる原因を作ってしまったのが私だったので……」

「今朝から、ひまわりをかばってたってわけか」

「……はい。それが罪滅ぼしになると思って……。本当に、すみません……」

　撫なでし子こが、俺おれ達たちに向けて深く頭を下げる。

　自分が直接的な原因ではなく、間接的な原因とはいえ、ひまわりに迷惑をかけてしまったことを深く反省しているようだ。

　だが……、

「何が、罪滅ぼしですか……」

　その姿が、逆にあすなろの怒りに拍車をかけた。

「ふざけねぇでけじゃ！　なぁは噓うそついてらっきゃ！　本当に謝りてぇんだば、自分でやったこと自分で学校のみんなさしゃべればいっきゃさ！　でも、しねがったべ？　一番守りたかったの自分だったっきゃさ！　なぁがやったことは、『罪滅ぼし』でねぇべや！　自分にはなんにも、起きねぇようにしてから、わんつか、ひまわりの手助けをしてただけでねが！」

「ひっ！」

　……あすなろよ。激怒しているのは分かるが、もう少し解読可能な津つ軽がる弁べんで頼む。

「ひまわりは、ひまわりは……、もし、なぁと逆の立場だったら、そんなことはしねぇ！　あの子はなんにも考えねぇで行動してまるけど、本当に、本当に優しくていい子なんず！　そんな子が苦しんでらのに、あんたは……っ！」

「気持ちは分かるが、落ち着けあすなろ！」

　落ち着いてもらわないと、ほんと何言ってるか分からなくなりそうで怖いから。

「だけども、ジョーロ！」

「もう十分あすなろの気持ちは伝わってるよ！　ほら……」

「す、すみませんでした……。本当に、すみませんでした……」

　体を震わせて、大粒の涙を流して謝罪を伝える撫なでし子こ。

　最後まで黙ってることもできたのに、素直に話してくれた辺り、そこまで悪い奴やつではないんだろうな。本性は随分とお下品だけど……。

「ま、ちゃんと反省してるみたいだしさ、本当に罪滅ぼしがしたいなら、自分ができることを考えて、それをやってみりゃいいさ。誰にだってミスはあるんだし、大切なのはそこからどう信頼を取り戻せるか……だろ？」

「そ、それは……っ！」

　気づいたか。そうだよ、今朝、てめぇが言ってた言葉そのまんまさ。

「あ、ありがとうございます！」

「……ジョーロは優しすぎます」

　あすなろは俺の対応に不満があるようで頰を膨らませているが、俺はこれが正解だと思ってる。別に撫なでし子こに怒ってねぇわけじゃねぇんだ。

　たださ、このまま怒って反省させるより、今度はしっかりと本当の罪滅ぼしをさせたほうがお得だと思ってな。……そのための対応ってわけさ。

「わ、私は私なりに精一杯、今度こそしっかりと日向ひなた先輩のためになることをしますわ！　本当にこの度はご迷惑をおかけしてしまい……申し訳ありませんでした！」

　最後に、撫なでし子こと少し話をした後、俺おれ達たちは校庭をあとにした。





※






　結局、プリムラとは会えなかったが、それでも大きな収穫を得た。

　ひまわりは、校庭にあったイルミネーションを捨てたのではなく、プール近くの花壇に置いてあった袋に入ったイルミネーションをゴミと勘違いして捨てていた。

　この事実は大きい。大きい……のだが、その結果として新たな疑問が誕生した。

「なぜ、ひまわりはわざわざプール近くの花壇まで見回っていたのでしょう？　テニス部が管轄する範囲からは、随分と逸脱していると思うのですが……」

　というわけである。

　つまり、ひまわりがそこに向かった理由が何かあるのは間違いない。

「俺もあすなろの意見に賛成だ。ただ、今のひまわりじゃ直接聞いても……」

「でしょうね。恐らく、何も答えずに逃げてしまうでしょう。……なので、ここは当初の予定に戻って、次の噂うわさを調査しましょう！　さぁ、急ぎますよ、ジョーロ！」

　ポニーテールを弾ませながら、俺の手を引くあすなろ。

　ほんの少しだけでも、事件の謎が解決できたのが、きっと嬉うれしいのだろう。

「あすなろ、噂うわさを調査しようって言い出してくれてありがとな。おかげで、予想外のところから重要な情報が手に入れられたよ」

「何を言ってるんですか！　私は私のために行動しているだけですよ！　ただ、それでもジョーロが私に感謝しているのでしたら……」

　ん？　どうした？　やけにソワソワした目でこっちを見て。

「私も……、先程のたんぽぽみたいに、頭を撫なでてもらえると嬉うれしいです……」

　期待しつつも遠慮がちな仕草で、俺の手に自分の手を添えるあすなろ。

　その仕草だけでも、十分に可愛かわいらしいのだが……、

「ダメ、ですか？」

　加えての上目遣いは、もはや反則だろ。

「いや、ダメじゃねぇけどよ……分かった。これでいいか？」

「ふふっ。ありがとうございます！　これで、まだまだ頑張れそうです！」

　小さなガッツポーズを取る些さ細さいな仕草すら可愛かわいらしく、つい俺はあすなろから目をそらしてしまった。本人は気づいてないだろうが、あすなろの素朴な振る舞いはかなり魅力的だ。

　というわけで、次なる俺おれ達たちの選択肢は『二年生フロアへ行く』だ。

　ちなみに、たんぽぽはいない。『そろそろ芝しばのたんぽぽ成分が不足してきてると思うぞ』と伝えたら、『言われてみればその通りです！　これは急がねば！』とアホな感じで去っていった。

　やはり、ペットはちゃんと飼い主の下に戻すのが筋というものだろう。

　──で、なんで俺おれ達たちが二年生フロアにいるかと言うと……、サザンカに会うためだ。

　先程、俺おれ達たちとは別行動で調査をしてくれていたツバキとヒイラギから『サザンカの噂うわさは、二年の……一組から広まったみたいかな』という情報が入った。

　どうやらあすなろからの依頼で、ツバキ達たちはツバキ達たちで噂うわさのことを調べていたらしい。

　ちなみに、二年一組とは俺おれ達たちの所属するクラスではない。

　俺おれ達たちは二組。一組は、パンジーとヒイラギと芝しば……それに、あいつが所属しているクラスだ。

　となると、怪しくなってくるのは──

「しかし、サザンカの噂うわさの出所が一組とは……。やはり、現状で一番怪しいのは彼女ですね」

　どうやら、あすなろも同じことを考えていたらしい。

「……プリムラ、か」

「はい。撫なでし子こが、金曜日のイルミネーション片づけ担当がソフトボール部だったことを知らなかったのも妙ですし、コスモス会長に対しても明確な敵意を抱いていましたし……」

「まぁ、そうだな……。ただ、だからといって本人を問い詰めても……」

「飄ひよう々ひようと、こちらの追及をかわされる可能性がありますね。プリムラは、ああ見えてかなりしたたかな性格をしていますし」

「だよなぁ～。つまり、まだ準備不足ってことか」

　もしプリムラが真犯人だった場合、こっちがなんの証拠もなしにイルミネーションの件を聞いても、知らぬ存ぜぬで追及をかわされる可能性がある。

　だから、言い方は悪いが……、問い詰める材料をしっかりと揃そろえてから、あいつとは会ったほうがいいだろう。ＲＰＧでも、準備を整えずにラスボスに挑んだら、負けるのは自明の理。

　レベルアップや装備集めは、欠かせないのである。

　……美少女ゲームやら、ＲＰＧやら……、ゲームの世界に入りこんどるんか、俺は。

「では、サザンカを探して、色々と話を聞かせてもらいましょう！　確認すべき内容は、噂うわさとプリムラの件ですね！」

　ちなみに補足をしておくと、サザンカの噂うわさは、『真ま山やま亜あ茶さ花かは、一生懸命頼めば、ドエロいうさちゃんコスチュームを着て色々うさうさしてくれる』。

　プリムラの件というのは、金曜日の放課後プリムラは俺おれ達たちに、『十八時から後は、サザンカに裁縫を教わって、それが落ち着いた後は友達とくっちゃべってたよん』と言っていたから、その時のことを確認したいってわけだ。

　──さて、サザンカは……いたいた。

　カリスマ群の皆様と一緒に、他クラスの女子と話してるな。

「ねぇ、ひまわりのこと、あんま悪く言わないであげてくんない？　あの子だって、悪気があってしたわけじゃないんだからさ」

「それは構わないんだけどさ……、サザンカ、あんたって……」

「あたし？　あたしがどうかしたの？」

「う、ううん！　なんでもないよ！　とりあえず、ひまわりの件は任せてよ！　友達にも同じことを頼んでおくね！」

「ほんと！　ありがとっ！　今度、お礼にパフェでもおごってあげる！」

　女子と話してる時の無む垢くな笑顔のサザンカは、本当に可愛かわいいよな。さながら、純白の天使だ。

　ただ、あの一緒に話していた女子生徒の反応……あれは、恐らく噂うわさを知ってるからだろうな。

　が、肝心のサザンカは、自分にそんな噂うわさが存在するなんてことは知らないようだ。

　んじゃ、向こうの会話は終わったみたいだし、声をかけるとするか。

「よう、サザンカ。ちょっと話を──」

「んなっ！　あんた、いきなりなにしにきたのよ！　ま、まさか、今の見た!?　わ、忘れなさい！　忘れないと、全身がチェリーパイみたいになるまで殴って記憶を……」

　おかしいな。さっきまで純白の天使がいたはずなのだが、今は目の前に紅ぐ蓮れんの魔王がいる。

「ま、まぁ、それはおいといてよ。実は、サザンカに聞きたいことがあるんだ」

「あ、あたしに聞きたいこと!?　な、なに!?　何でも聞いて！　ちゃんと答え……はっ！　……なに？　なんかあたしに用なわけ？　一応、忙しいんだけど？」

　彼女の中で、『はっ！』の前はなかったことになっているらしい。

　とてもクールな様子に見えて、ソワソワと視線だけが動いているが。

　──さて、どちらの話から、サザンカに確認しようか？

『朗らかな笑みで噂うわさの件を聞く』、『気さくでクールな態度でプリムラの件を聞く』。

　どう考えても、前者は危険すぎるな。では、ここは安全そうなプリムラの件を──

「サザンカ、今、貴女あなたに少し変な噂うわさがあるのはご存知ですか？」

　あすなろよ、なぜそっちを先にチョイスした？

「変な噂うわさ？　なによソレ？」

「実はですね……ごにょごにょごにょ」

「…………っ！　は、はぁぁぁぁぁ!?　なによそれ!?　あんた、どういうつもり!?」

「お、俺じゃねぇよ！　俺は何も言ってねぇって！」

「じゃあ、なんでそんな話を……ま、まさか！　あたしに本当にそんな格好を……っ！　変態！　この変態！　そんな格好、絶対にしないんだからね！　どうしてもって頼まれない限り、絶対しないんだからね！」

　さて、土下座して懇願する準備を……って、違う違う。

「違います。……その話なのですが、どうも金曜日の放課後に一組から広まったみたいなんですよ」

「はぁ!?　なんで、そんなところから……………………あっ。もしかして……」

　とそこで、サザンカが何かを思い出したのか、突如として顔を真まっ赤かにし始めた。

　ついでに、チラチラと俺を見ているが、どうした？

「サザンカ、恥ずかしいのは分かりますが、正直に教えて下さい。もしかしたら、それがとても重要な情報かもしれないんです。……ひまわりを助けるための」

「ひまわりを？　……それなら……っ！　わ、分かったわ」

　あすなろの真剣さが伝わったのか、サザンカもどこか真剣な表情になる。

　そして、火ほ照てった顔をパタパタとあおぎながらあすなろを見つめると、

「その日、プリムラのクラスで裁縫を教えてる時に、一緒に作業をしている子と話してたのよ。……どうやったら、ジョ……と、とあるキモい男子生徒を喜ばせられるだろうって話を……」

　なるほど、とある男子生徒か。羨ましいやつだな、誰だよ？

「まさか、それで、そのとあるキモい男子生徒がうさちゃんを好きだという話になり？」

『キモい』、別につけなくてもよくない？　誰か分からないけど、傷つくかもしれないじゃん。

「そ、そうよ！　だから、すっごいうさちゃんの格好をすれば、喜んでくれるかもって盛り上がって、それを近くで聞いてたプリムラにからかわれたわ。……ほんと、最悪っ！」

　ってことは、この一番突拍子もなかった噂うわさは事実だったってことかい！

　てっきり何か裏があると思ったのに、まさかのドストレートにそのまんまとは……。

　世の中、マジで何が起こるか分からんもんだな。

「ちなみに、プリムラからはからかわれただけでしょうか？　他に何か話していたりとかは？」

「あたし、裁縫を教えてたけど、プリムラと話したのはその時ぐらいよ。なんかあいつ、校庭のほうをずっと気にしてチラチラ窓から外ばっか見てたし、途中でいなくなっちゃったし」

　途中でいなくなった？　もしかして、それがプリムラの昨日言っていた、『友達とくっちゃべってた』というところか？

　ということは、仮にプリムラが何かをしているとしたら、サザンカから裁縫を教わっていた時じゃなくて、その後ってことか……。

「そうですか。……念のため、確認させていただきたいのですが、プリムラは何かひまわりについて話してはいなかったでしょうか？　例えば、プール近くの花壇に向かわせたいとか……」

　あすなろよ……、真相を早く明らかにしたい気持ちは分かるが、ドストレートに聞きすぎではないだろうか？　もう少し、オブラートに包んでも……

「え？　なんで、あすなろがそのことを知ってんの？」

　は!?　マジかよ！

「あるんですか!?　教えて下さい！　できる限り詳しく！」

「ちょ、ちょっと落ち着きなさいよ！　……その……、ひまわりの話は出たわ。けど、その話をしていたのはプリムラじゃなくて、あたしと一緒に裁縫の作業をしていた子よ。その子が、作業の途中で……、えっと、できる限り詳しくよね？　……た、確か……『プール近くの花壇のほうにもゴミが残っていたから、テニス部の片づけをする時、余裕があったら処理を頼むとひまわりに伝言をしてくるから』って言ってたわ」

　おいおい、中々に重要な情報が飛び出してきたじゃねぇか。

　……それでひまわりは、プール近くの花壇に向かったわけか。

　そして、自分一人でやったと言い張っているのは、伝言してきた奴やつをかばうため。

　つまり、言い方は悪いが、ひまわりが実行犯だとすると、ひまわりがその行動を取るように仕向けた教きよう唆さ犯はんがいたんだ。……ただ、そいつはプリムラじゃなかったのか。

　疑ってすまなかった、プリムラ。

「だ、誰なんですか!?　その、サザンカと一緒に作業をしていた人は!?」

　まさか、本当にひまわりを陥おとしいれた真犯人が存在しているとはな……。

　だったらそいつをとっちめて、ちゃんと学校のみんなに事情を説明すれば、ひまわりの罪はなくなる……とは言い切れないが、軽くすることはできるぞ。

　その分、そいつが今度は糾弾されるだろうが知ったことか。自じ業ごう自じ得とくだ。

　……って、待て。サザンカと一緒に残って、裁縫をしていた……、とある男子生徒について話す奴やつだと？　それって、俺おれ達たちのクラスじゃなくて、プリムラのクラスの奴やつだよな？

　しかも、ひまわりが自分一人で罪をかぶろうとしたってことは、あいつにとってもかなり大切な友達のはずだ。

「お、落ち着きなさいよ、あすなろ。あんたもよく知ってる人……っていうか、今日も会ってるんじゃないの？」

「私がよく知っていて……、今日も会っている？」

　まさか、ひまわりを陥おとしいれた教きよう唆さ犯はんは……

「そうよ。だって、私と一緒に残って裁縫をして、ひまわりに頼み事をした子は……」

　やめろ、サザンカ……。それ以上、言うな……。

　元々、当てがないからって噂うわさを調べてただけなんだ。

　だから、もう一度最初から調べなおす。

　それで──




「パンジーよ」




　そのサザンカの言葉を聞くと同時に、俺が思い出したのは昼休みのあいつの言葉。

『今回の件は本当に難しいわ。必ず、誰かが犠牲にならなくてはいけない。そういう問題よ』

　本当に……、とんでもねぇ事態になっちまってるじゃねぇかよ……。
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　完全に予想外で、尚なお且かつ最悪の展開だ……。

　サザンカから話を聞いた俺とあすなろが向かう先……、それは二年生フロアのとあるクラス。

　現在地からの距離はほんの少し。普通に歩いても一分もかからない程度の距離だというのに、俺おれ達たちがそこに辿たどり着つくまでに五分の時間を要してしまった。

　その間、俺とあすなろに会話はない。

　俺から話しかけることはないし、あすなろもただただ無言で俺の隣を歩いていた。

　そして、目的地の教室の中を覗のぞきこむと……、

「パンジーちゃん、ツバキがひどいのぉ～……。私を知らない人ひと達たちの中に置いて、どこかに行っちゃうのぉ～。いじわるなのぉ～！」

「大変だったわね。……それで、ツバキはどうしているのかしら？」

「お店に行ったの！　ツバキはすっごい店長さんだから、お仕事優先なの！」

「そうなのね。教えてくれてありがとう、ヒイラギ。なら、私と一緒に作業をしましょ」

「うん！　やっぱり、パンジーちゃんはとってもとっても優しいのぉ～！」

　仲睦むつまじく、何かの衣装を作っているパンジーとヒイラギ。

　恐らく、このクラスで行われる予定のコスプレ喫茶の準備中なのだろう。

　その様子を見ているだけで、妙に胸がチクチクと痛んだ。

　ドアは開いている。目的の人物も発見できた。

　……なのに、目の前には分厚い壁が存在するような錯覚に陥り、一歩前へと踏み出せない。

「あれ？　サンちゃん、か？」

　ふと、スマホを確認するとサンちゃんからメッセージが届いていた。

　どうやら、サンちゃんはサンちゃんで、今回の件に関して色々と動いてくれているようだ。

　ただ俺は……、全然動けそうにねぇな……。

「お二人とも、どうもです」

　しまった……。俺がスマホに気を取られているうちに、あすなろが先に行っちまった。

「あ！　あすなろちゃんなの！　あすなろちゃんも一緒に作業するの！　そしたら、とってもとっても楽しいのぉ～！」

「すみません、ヒイラギ。私は、遊びに来たわけではないんですよ」

「あぅ……。残念なの……」

　あすなろを歓迎したヒイラギだが、誘いは断られた。

　本来の目的が最優先ってことか。当たり前だな。

「パンジー、少しお時間のほう、よろしいでしょうか？」

「…………ええ、構わないわ。そろそろ、来る頃だと思っていたもの」

　少し長い沈黙、その間にあすなろではなく俺の姿を確認すると、パンジーは用件も聞かずにあすなろの言葉を了承した。

　なんのために俺おれ達たちがやってきたか、もう分かってるってことか……。

「ごめんなさい、ヒイラギ。一緒に作業をしたかったのだけど、できなくなってしまったわ」

「えぇぇぇ!!　そんなのヤなの！　私もパンジーちゃんと一緒がいいの！」

「ヒイラギ、申し訳ありませんが諦めて下さい。パンジーは、これから私とジョーロと大切な話があるんです」

「ヤッ！　それなら、私も行くの！　パンジーちゃんと私は一緒なのぉ～！」

　無邪気な笑顔で、パンジーに抱きつくヒイラギ。

　こいつは、きっついなぁ……。

「ですが……」

　あすなろが僅かに困惑した様子で、未いまだ教室に入れない俺を見る。

　なので俺は、ただ静かに頷うなずいた。

「……分かりました。では、ヒイラギも一緒に来て下さい」

「やったの！　ありがとなの！　あすなろちゃんも、とってもとっても優しいのぉ～！」

「ですが、決して私わたし達たちの話を邪魔しないで下さいね？　非常に大切な話なので」

「うん！　大丈夫なの！　私、一緒にいれればそれで大々々満足なの！」

　無む垢くな笑顔のヒイラギと淡々とした表情のパンジーをつれて、あすなろが戻ってきた。

「では、行きましょうか」

「ここで話さないのかしら？」

「ええ。私わたし達たちが大切な話をするのでしたら、こんな場所は無粋です。やはり……、今は人がいなくなった……、あそこ以外有り得ないでしょう？」

「……そうね。……分かったわ」

　だよな。俺もまったく、同意見だよ……。





※






　俺おれ達たち四人が大切な話をするために向かった場所……、それは普段から毎日利用していて、今日も使っていた……図書室。そこの読書スペース。

　そういえば、昼休みはこの四人に加えて、ツバキがいただけだったな。

　──で、そのツバキは店があるからもう帰ってる。……また、一人減ったわけか……。

「折角だし、紅茶でも淹いれましょうか？」

「いいえ、結構です。事と次第によっては、貴女あなたを火傷やけどさせてしまうかもしれませんから」

「……そう。分かったわ」

　鋭い槍やりのようなあすなろの声が、パンジーを貫く。

　これだけで、あすなろがどんな感情を抱いているかは、容易に想像できるだろう。

　そして、二人の絆きずなが壊れかけていることも……。

「えー！　私、パンジーちゃんの紅茶飲みたいの！　とってもとっても美味おいしいから、きっとあすなろちゃんも元気になるの！」

「ヒイラギ、先程言いましたよね？　決して私わたし達たちの話を邪魔しないように、と」

「あぅ……。言われたの……」

　あすなろの剣幕に圧おされて、静かにションボリと落ち込むヒイラギ。

　座り順は、俺の隣にあすなろ、正面にパンジーとヒイラギだ。

「パンジー、単刀直入に聞かせていただきます」

　あすなろが、普段から使っている小さなメモ帳と愛用の赤ペンを取り出し構える。

　いよいよ、始まっちまうのか……。

「貴女あなたは金曜日の放課後、ひまわりに対して『プール近くの花壇にあるゴミを片づけておいてほしい』とお願いをしましたか？」

「ええ。したわ」

　あっさりと、まるで何でもないように、パンジーが端的に答える。

　その態度が、あすなろの癪しやくに障さわったのだろう。ペンを握る力が強くなった。

「で、では……、その結果、どうなったかは分かっていますか？」

「ひまわりは、イルミネーションをゴミだと勘違いして捨ててしまった。それが原因で、イルミネーションは壊れてしまったわ。だから、繚りよう乱らん祭さいは開催できないかもしれない」

　バカ正直すぎんだよ……。なんで、少しぐらい否定してくんねぇんだ……。

　このままじゃ……、このままじゃ本当に、てめぇが悪者になっちまうんだぞ？

「どうして……、どうしてですか、パンジー！」

　堪こらえきれなくなったのか、あすなろが叫んだ。

「ひゃっ！　え？　え？」

　それに驚いたヒイラギが、少しだけ間抜けな声を出してオロオロと周囲を見ている。

「なぜ、今まで黙っていたのです!?　貴女あなたは最初から……、イルミネーションがなくなった時から気づいていましたよね!?　だから、ずっと妙な態度だった！　誰よりもイルミネーション探しに対して消極的だった！」

「そうね。私は昨日の……貴女あなた達たちが行動する前から全て分かっていたわ。だって、誰よりも最初にイルミネーションが破損しているのを確認したのは、…………私だもの」

　そうだったんだな……。だから、こいつはイルミネーションを探そうとしなかったのか。

　もう、取り返しのつかない事態になっていたから。どうしようもない事態になっていたから。

「そんなことはどうでもいんです！　私は、なぜ黙っていたかと聞いているんです！」

「昼休みも言ったでしょう？　今回の件は本当に難しいわ。必ず、誰かが犠牲にならなくてはいけない。そういう問題よ……ってね」

　ああ、言ってたな。……本当に、その通りの状況だよ。

　このままじゃ、ひまわりかパンジー、どちらかが悪者にならなきゃ事態は収まらねぇ……。

「それで、ひまわりを犠牲にして、自分は助かろうとしたんですか!?」

「そう思ってくれても構わないわ」

「そんなの、許せるわけないじゃないですか！　私は、新聞部としても、ひまわりの親友としても、真実を隠そうとする貴女あなたの行動は認めません！　今回の件は、ちゃんと皆さんに伝えさせてもらいますからね！　なんなら、新聞の記事にだって──」

「やめてほしいわ」

　お、おい……、パンジー。てめぇ、マジでなに言ってんだ？

「あ、貴女あなたはいったい何を……」

「お願い、あすなろ。貴女あなたが知った真実を、他の人に伝えるのはやめてほしいわ」

　んなっ！　し、信じらんねぇ……。

　パンジーが、あのパンジーが……、あすなろに対して、深々と頭を下げて懇願している。

　真実を誰にも伝えないでほしい、と。

「おい！　パンジー、やめろ！　なんで、てめぇはそこまで……っ！」

「ダメなの、ジョーロ君。私はまだ、決められていないの……」

　慌てて机に乗り出してパンジーの顔をあげさせると、俺の目に映るのは、涙を必死に堪こらえているパンジー。……本気だ。本気でこいつは、真実を隠したがっている。

　──けど、なんでだ？　パンジーの態度はもちろんだが、そもそもの行動がおかしいだろ。

　なんでパンジーは、ひまわりにそんな指示を出したんだ？　黙っていた理由だって、シンプルに考えれば保身のためと判断できるが……、いや、それはない。

　まだこいつについて、分からねぇことは多々あるが、それでも分かっていることもある。

　パンジーは、絶対に自分の保身のために真実を隠すようなことはしない。

　他人にも厳しいが、自分にはそれ以上に厳しい奴やつなんだから。

「まだ私は……、私は覚悟ができていないの。誰にも知られたくないの。だから……、お願い。このことを誰かに伝えるのはやめて……」

「覚悟ができていないって……っ！　ひまわりは、貴女あなたを守るために自分を犠牲にしたのですよ!?　今もたった一人で、学校の皆さんから文句を言われても何も言い返さず、あの小さな体で少しでも自分の失敗を取り戻そうと必死に……」

「分かっているわ。でも……、お願い……。誰にも言わないで……」

「言ってほしくないのでしたら、それに見合った行動をして下さい！　今の貴女あなたの行動だけで、何も言わずに黙っていられるわけがないでしょう！」
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「私には、何もできないの……。これが、精一杯なの……」

「ふざけないで下さい！　プール近くの花壇にイルミネーションを運び、ひまわりが捨てる原因を作った一年生ですら、ちゃんと聞いたら本当のことを話してくれました！　必ず罪滅ぼしをして、今度こそひまわりの助けになると言ってくれました！　なのに、貴女あなたは……っ！」

　……考えろ。なんで、パンジーはここまでのことをしている？

　もし、こいつが一人……いや、ひまわりと二人で失敗をしちまったってだけだったら、素直に名乗り出るはずだ。そして、本当に困っていたら俺おれ達たちに相談をするはずだ。

　なのに、今回のパンジーはそれをしなかったんだ。

　……いや、しなかったんじゃなくて、できなかったとしたらどうだ？

「あすなろちゃん！　私からもお願いするの！　パンジーちゃんのお願い聞いてほしいの！　私もいっぱいいっぱい頑張るの！　だから……」

「ヒイラギは黙っていて下さい！」

「ひゃっ！　う、うぅぅぅぅ！　あすなろちゃん、怖いのぉ～……。うぐ、うぐぅ……」

　あすなろの剣幕に圧おされ、ヒイラギが涙を流す。

　その隣で、あすなろに対してひたすらに頭を下げ続けるパンジー。

　前までじゃ想像もつかなかった……最悪の……いや、違う……。

　ここが、最悪じゃない。恐らく、本当に最悪の事態はこの先に待っている。

　そこに俺おれ達たちを辿たどり着つかせないために、パンジーはこうしてあすなろに頭を下げているんだ。

　つまりだ、この現状よりも最悪なもんってのを考えてると……、まさか……っ！

　──そういう、ことなのか？

「見損ないましたよ、パンジー。貴女あなたはもっと潔いさぎよい人だと思っていました」

　言いたいことを言いきったからか、冷静さを取り戻したあすなろが静かに立ち上がる。

　もう、ここに用はない。そう言わんばかりの態度だ。

　それでもパンジーは、ひたすらにあすなろへと頭を下げ続けている。

「ジョーロ、行きましょう。これ以上、パンジーと話しても意味はありません」

「あ、ああ。……分かった」

　そうだ。パンジーの口から真実が漏れることは絶対にない。

　だったら、どうするか？　決まっている。……もう一度、調べ直すだけだ。

「パンジーちゃん、顔を上げるの！　下を向いてたら、元気でなくなっちゃうの！　だから……うぅぅぅぅ！　喧けん嘩か、ヤなのぉ～！　怖いのぉ～！　うぇぇぇぇん!!」

　大泣きをするヒイラギはまるで頼れそうにないが、実際は違う。

　今、本当に心から追い詰められているのはパンジーだ。

　そして、そんなパンジーのそばに、ヒイラギだけはいてくれる。

「ヒイラギ、泣かないでちょうだい」

「うぐぅ……。私、みんなで仲良しがいいのぉ～。お友達とお友達が喧けん嘩かするの嫌なのぉ～！」

　パンジーに抱きつき、泣き続けるヒイラギ。

　その行動には、自分は絶対にそばを離れないという意志がこもっているのがよく分かった。

　俺はパンジーのそばにいれない。まだ、やることが残っているから。

　だから、少しの間パンジーのことは任せたぞ、……ヒイラギ。

「なぁ、パンジー」

「…………」

　声をかけても、反応はなし、か。

　どうせそんなこったろうと思ってたよ。なら、勝手に伝えたいことを伝えさせてもらう。

　てめぇがいつも、俺にうんざりするくらいにやってきてることだからな。おあいこだろ？

「俺は今、相当暇だよ」

「……っ！」

　俺とパンジーの間に交わされている、約束の言葉。

　それだけ伝えると、俺はあすなろと共に図書室をあとにしたのであった。

　とりあえず、あんだけ激怒してたあすなろをなだめるところからだな。

　上手うまくいくといいんだが、……今回のあすなろ、めっちゃ怖いんだよなぁ～。





※






「まったく！　最悪の気分です！」

　図書室を出て少し歩いたところで、あすなろが荒い鼻息と共に怒りを吐き出す。

　正直かなり恐ろしいが、だからと言って、このままというわけにもいかん。

　ここは、覚悟を決めて──

「ジョーロ！　こうなったらもう一度、私わたし達たちで今回の件を調べ直しますよ！　とにかく徹底的に調べて、パンジーが隠している真相を暴いてやりましょう！」

「……はい？」

　ちょっと待って。なんか予想外すぎる言葉が飛び出してきたんだけど？

　もしかして……、

「パンジー、たとえ貴女あなたが悪者を演じようと、それに騙だまされる私ではないんですからね！」

　やっぱり、そうだ。間違いねぇ……。

「あすなろ、パンジーが何かを隠してるって気づいてたのか？」

「当たり前じゃないですか！　ですから、どうにかそれを引き出してやろうとしたのに、全然言い出してくれませんでした！　おかげで、ヒイラギにも怒ることになるし、謝ることが増えてやってられません！　だから、最悪の気分なんです！」

　おいおい、マジかよ……。

「なら、初めからわざと怒ってたのか？　パンジーから本当のことを聞き出すために？」

「いえ、本気で怒ってましたよ。私わたし達たちに本当のことを隠そうとする態度に。だから、やりたくはなかったですが、半ば脅すようなことを言ったのに…………、あの強情者っ！」

　あ～、それであすなろは、かなりえぐいプレッシャーをかけてたのか。

「一応聞いておくんだが……、なんで分かったんだ？」

「うっ！　それは……」

　俺の質問に、あすなろが露骨に顔をしかめた。

　そんなまずいことを聞いたつもりはないのだが、なぜだ？

「そ、その……、少し前の失敗のおかげ……ですかね」

　優しく穏やかな、それでいてどこか後悔している……そんな声だ。

「少し前の失敗？」

「……ほら、覚えていません？　ジョーロが、サザンカとチェリーさんの恋人のふりをしている時、私とひまわりがコスモス会長に対して、八つ当たりのようなことをしたのを……」

　そういや、んなこともあったな。

　あの時、コスモスは西にし木き蔦づた高校のテニス部と新聞部に、それぞれテニスネットとプリンターを提供するため、必死こいて唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会の手伝いをしていた。

　ただ、確定してない以上、変に期待させるわけにもいかず、あすなろ達たちには黙ってた。

　その結果、三人は喧けん嘩かをすることになっちまったんだよな。

「先程のパンジーは、あの時のコスモス会長と非常によく似た表情をしていました。……だから、気づけたんです。パンジーは、自分が真実を言わないことで、情けなく許しを乞うことで、私の怒りを自分に集中させようとしているのだろうって」

　そこまで、パンジーのことが分かっちまうのか……。

　なんか、もうパンジーのそばに俺がいなくてもいいような、……そんな気すらしてくるな。

「でも、いいのか？　このままじゃ、ひまわりは……」

「そうですね。私にとって、ひまわりは親友です。必ず、助けたいです」

「だったらよ……」

「ですが、パンジー……いえ、図書室の皆さんも全員、大切な友達です。私は欲張りですからね！　一人じゃなくて、皆さんで一番いい道を歩きたいんです！」

「そうだな……。俺も同意見だよ」

「それに、このままパンジーを悪役にしてひまわりを助けても、どうせひまわりがまた暴走してしまいます！　『わたしが、わたしがぜんぶやったの！』とか、言い出して！」

「ははっ！　違いねぇな！　んなことされたら、今度はパンジーが、『違うわ。私がひまわりにお願いをしたの。だから、私が全部悪いわ』って言い出すんだろ？」

「でしょうね！　ですから、そうならないように、私わたし達たちが何とかしなくてはなりません！」

　ひまわりもパンジーも、真相を隠せるだけ隠そうとしやがって。

　本当に厄介なことをしてくれるもんだよ。……けど、そうせざるを得なかったんだろうな。

　正直、これから俺とあすなろが挑もうとしていることは、あのパンジーですら解決策を見み出いだせなかった超難問だ。つまり、これから先、俺おれ達たちは今まで最大の壁に間違いなくぶち当たる。

　──なんて、それっぽく言ってみたけどよ……、ほんとはもう、結果は分かってるんだ。

　俺の脳裏によぎった最悪の答え。そいつが真実だとしたら、全ての辻つじ褄つまが合う。

　だから、今から行われるのは調査じゃなくて、答え合わせ。

　俺の答えが正解かを確認して、どうするかは……、その後に考えるしかねぇ……。

　なぁ、パンジー。確かにこいつは難問だな……。

「では、ジョーロ。これからどうしましょうか？　私は、一度ここまでのことをコスモス会長に報告して、相談してはどうかと考えているのですが……」

「いや、それよりも先に向かう場所がある」

「おや？　ジョーロには、何か当てがあるのですか？」

「まぁな。……ぶっちゃけて言うと、真犯人の目星もついてるよ」

「ほんとですか！　でしたら、その人物があのパンジーすらも封じ込めて、今回の事態を引き起こしたということなのでしょうか？」

「そうだな。……んで、もし俺の予想通りの奴やつだったら、そいつは最悪の相手だ」

　そう、俺が予想する真犯人の正体。そいつには、恐らく誰も勝つことができない。

　なんせ、今までの人生において俺は、そいつと何度か勝負したことがあるが、一度たりとも勝てたことがねぇ、……とんでもねぇ相手だからな。

　だけど、今回は勝たなきゃならねぇ。そうしねぇと、…………俺おれ達たちは終わりだ。

「最悪の相手？　そこまで言うなんて、いったいどんな……」

「そうだな……。どんな突拍子もない噓うそでも真実に変えちまう、化物みてぇな相手だよ」

「そ、そんなことができるのですか!?　その……、私は彼女が今回の件に大きく関わっていて、真犯人ではないかと疑っているのですが……」

「お、それは結構、俺の予想と近いところにあるな」

「本当ですか！　でしたら次は……」

「ああ。あすなろの思ってる通り、今度こそ……」

　あいつとの勝負には、念入りな下準備……それに、多くの協力者が必要だ。

　だからこそ、あすなろの言う『彼女』……

「プリムラに会いに行こうぜ」
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「なぁ、結局繚りよう乱らん祭さいってどうなるんだ？　やるのか、やらないのか？」

「分かんないよ。……でも、さっき会議室から出てきたコスモスさん、すごく落ち込んだ表情をしてたよね……」

「ひまわりがやってたのに、イルミネーションのことで疑われて、その上繚りよう乱らん祭さいを開催するために今度は先生達たちと話し合いなんて……、大変だよね」

「でも、もしかしたら何とかしてくれるんじゃないか？　ほら、コスモス会長の家って、すごい金持ちなんだろ？　それで、どうにかしてもらえないかな？」

　職員室の前を訪れると、すでに繚りよう乱らん祭さいについての会議は終わったようで、何人かの生徒が雑談に興じている。

　相変わらず会話の内容は、聞いているだけで少しムカついてくるが、耐えるしかない。

　それよりも……、いた。ようやく、見つけることができたよ。

「ねぇ、プリムラ。私わたし達たち、このまま繚りよう乱らん祭さいの準備をしてていいのかな？　これで、結局中止になんてなったら、全部無駄になっちゃうよ」

「んー！　むっずかしいねぇ～！　ま！　でも、まだ正式に決まったわけじゃないし、準備をしてるのがいいんじゃなぁ～い？　ほれ、私らが準備を必死にやってりゃ、それが繚りよう乱らん祭さいの開催に繫つながるかもしんないよん？」

　どこかとぼけた、だが不思議と力のある声……プリムラだ。

「そ、そうか！　そうだよね！　……うん！　ありがとっ！」

「どいたまぁ～！　ほんじゃま、わたしらも頑張りまっか！」

「プリムラ、こういう時でもいつもの調子でいれるなんてすごいね。……あ！　そうだ！　ねぇ、来年は生徒会長をやってみたら？　ほら、プリムラって人をまとめるの上手だしさ、きっとコスモスさんより上手うまくやれるよ！」

「なははは！　そりゃ、妙案だ！　……って、ありり？」

　プリムラが俺おれ達たちの存在に気がついたようで、視線をこちらに向ける。

　ここにいてくれて助かったよ。いい加減、移動が多すぎて疲れてたんでな。

「あー、わりぃんだけど先に戻っといてくりる？　わたしゃ別の用事がありましてね」

「え？　う、うん！　分かった！」

　プリムラは、俺おれ達たちが自分に用があると理解してか、一緒にいた女子生徒を先に戻らせた。

　顔は見たことがあるし、恐らく同じ学年の奴やつだろうな。どうでもいいが。

　ほんじゃ、向こうも歓迎してくれるようだし、いくとするか。

「よう、プリムラ」

「いよっす、ジョーロ、あすなろ！　昨日といい今日といい、何だか縁がありますな！」

「縁があるんじゃなくて、こっちが勝手に会いに来てるだけだよ」

「うひゃっ！　これまた、熱烈なお言葉で！　ほんじゃ……ここで話すのもなんですし、ちょびっとだけ移動しますか！」

　そうなると思っていたが……くそ。また、移動か。

　そりゃ、職員室の前で会話はアレだけどよ、もう結構疲れてるんだって……。




　その後、俺おれ達たちが職員室から移動した場所は、ソフトボール部の部室。

　最初は作業をしている奴やつらもいたが、それは全員プリムラの一言で退去。

　どうやらプリムラは新キャプテンを務めているようで、中々に権力を持っているらしい。

「ほい！　これで準備は万端でっせ！　密室でっせ！　イロエロできまっせ！」

　部室のパイプ椅子に座り、能天気な声を出すプリムラ。

　両手を広げて、私の胸に飛び込んで来いと言わんばかりの態度だ。

「あー、そうそう！　撫なでし子このことはごめんねっ！　話は聞かせてもらったよ！　まさかあの子が、イルミネーションが壊れる原因にちびっと関わっちゃってるとはねぇ～」

　その話も、もう知ってるのか。

　もしかしたら、それで大人しく俺おれ達たちとの話し合いに応じてくれたのかもな。

「だから、ソフトボール部としては、全面的に繚りよう乱らん祭さい開催に協力するよ！　何か私らにできることがあったら、何でも言っちくりぃ～！」

「分かりました！　では、早速ですが言わせてもらいますね！」

「うひゃっ！　あすなろは、相変わらずせっかちだねぇ！」

「いえ！　私は今日、随分と張り切ってしまい疲れているので、ここからはジョーロにお任せする予定ですよ！」

「おうけい！　どんとこい！」

　ヘラヘラとした、プリムラの視線が俺に向く。

　あすなろは、今まで頑張ってくれたからな。ここからは俺の番だ。

「とりあえず、色々と聞きたいことがあるんだが、……素直に答えてほしい」

「ひどい言い方だねぇ～。私がジョーロに噓うそをついたことなんてあったかのう？」

「噓うそをつくななんて言ってねぇ。素直に答えてほしいって言ってんだ」

　噓うそをつかなくても、素直に答えない奴やつとちょうどさっき話してきたばっかだからな。

　プリムラも同じことをやっても、まるでおかしくはない。

　もちろん、そいつをさせねぇための準備も、多少はしてるんだがな。

「女の子の秘密を知ろうとするなんて、ジョーロはデリカシー不足だねぇ～」

「いいじゃねぇか。そいつが不足してるから、こんなことも言えるんだぜ？」

「おっ！　何を言うつもりかね？」

　まだどこか余裕のある態度だが、俺の言葉を聞いてもそいつを続けられるかな？




「プリムラ。てめぇが妙な噂うわさを流して、イルミネーションが壊れる原因を作ったんだよな？」




「こりゃ、ひどい言われようだ……」

　先程までの笑みは静かに止まり、プリムラの冷淡な視線が俺をとらえる。

「ちなみに、なんでそう思ったかは、もちろん教えてもらえるんよね？」

「ああ」

　言っておくが、俺は一人で行動してるわけじゃない。

　たとえ同じ場所にいなくても、同じ目的を持って行動をしてる仲間がいる。

　その中でも特に頼りになる……親友が、色々と調べて教えてくれたんだよ。

「まずイルミネーションの件だが、確かに撫なでし子こがたんぽぽへの嫌がらせでプール近くの花壇に隠しちまったせいで、ひまわりがゴミと勘違いして捨てた。……けどよ、問題はその前だ」

　そう。今回のイルミネーションが壊れるまでの道筋は、非常にややこしい。

　撫なでし子こが隠し、パンジーがひまわりに指示を出し、ひまわりが捨てた。

　だが……、さらにその前に、もう一段階あったんだ。

「元々ソフトボール部は、片づけるはずのイルミネーションを片づけていなかった。そして、その日の片づけ担当だった撫なでし子こや他の部員は、自じ分ぶん達たちが担当って知らなかったんだ」

「へぇ～、そうだったんか！　まさか、そんな真実が──」

「てめぇがわざと伝えなかったからだろ。……プリムラ」

　やっぱり、素直に答えるつもりがねぇじゃねぇか。ふざけた奴やつだ。

「ちょいちょい。なんで私がわざと伝えなかったと思ったん？　私も知らな──」

「野球部の新キャプテンの穴あな江えから、ソフトボール部の新キャプテンのてめぇに対して『今日のイルミネーション片づけ担当は、ソフトボール部だ』って伝えられたよな？」

「あり？　そうだったっけなぁ？　いや、そんな話は──」

「その穴あな江えが、てめぇが金曜日、校舎に戻る前に『イルミネーションを片づけること、ちゃんと他の部員に伝えたか？』って確認したら、てめぇが『もちろん』って答えたとも聞いてるが？」

「……おっと、残念」

　これを知ったのは、俺があすなろと共にパンジーのクラスを訪れた時。

　教室に入ることをためらっていたらサンちゃんからメッセージが届き、教えてもらえた。

「サザンカからも聞いてるぜ？　てめぇは金曜日に教室で、やけに校庭の様子を気にして見てたって。それって、イルミネーションが片づけられてねぇか、確認したかったんだよな？」

「本当に、ジョーロはデリカシーがないねぇ～」

「プリムラ、最初に言ったよな？　素直に答えてほしいってよ」

「ちぇ……。分かったよ」

　どこかふてくされた様子で、視線を斜めに向け、プリムラが小さく呟つぶやいた。

「その通りだよ～ん！　私はわざとイルミネーションを片づけることを伝えなかったんさ！　……その理由は、私の口から言ったほうがいいかい？　それとも、ジョーロが言うかい？」

「コスモス会長を嫌いで、嫌がらせでやったんだろ？　それに、サザンカの噂うわさだって……」

　これもサンちゃんから聞いた情報なのだが、ソフトボール部はよくコスモスと揉もめていたらしい。最終下校時刻を過ぎても練習を続け、その度にコスモスに注意されていたそうだ。

　以前にプリムラが言っていた、『野球部は注意されないけど、ソフトボール部は注意される』理由がこれ。要するに、ルールを守っていなかったから。

　だが、ルールだからといって納得できないことなんて、世の中多々ある。

　だからプリムラは、その腹いせに──

「大正解！　……とまではいかないけど、概ね正解だね！」

「どういうことだよ？」

「ジョーロ。自分の立場で考えてみ？　君は、相手が嫌いってだけで嫌がらせをするかい？　嫌がらせをするのには、実は必要なもんがあるんだが、それが何か分からないかい？」

　嫌がらせをするのに、必要なもんだぁ？　んなもん……、

「大義……名分……でしょうか？」

「お！　あすなろせいかーい！　ほんじゃ、特典として順を追って説明してあげよう！」

　はぁ？　どういうことだ？　嫌がらせをするのに、なんで大義名分が必要なんだよ？

「まず、私が生徒会長を嫌いなのは正解。あの人、ムカつくんだよね。私と同じ名前なのに、性格は正反対。くっそ真面目で、いつもいつも『ルールだから、時間は守れ』ってさ。少しぐらい融通を利きかせてほしいよ。……ちなみに私以外にも同じ考えの奴やつ、結構いるからね」

「ああ。知ってるよ」

　ワサビさんが言ってたからな。『秋あき野のは敵が多い。特に下級生女子に』ってな。

　他にも、俺が知らないところでコスモスに対して、敵意を持っている生徒はいるのだろう。

「だから、噂うわさを流したんだろ？　コスモス会長への嫌がらせで、ありもしない噂うわさを……」

「……だから、違うんだって……」

　プリムラが、やけに静かな声で俺の言葉を否定する。

　まるで、何かに脅おびえているような……そんな声だ。

「……ねぇ、ジョーロ。噂うわさって、どうやったら流れるか知ってる？」

　これまでに聞いてきたプリムラの、とぼけた声とも冷めた声ともまるで違う、恐怖と後悔が織り交ぜられた複雑な声がソフトボール部の部室で、静かに木霊こだました。

「い、いや……、知らねぇ」

「みんな、正義の味方になりたいんだよ。特に、強い悪役をやっつけられる正義の味方にね」

　はぁ？　それと噂うわさとどう関係があるんだ？

「ただの愚痴だったんよ……。繚りよう乱らん祭さいの準備期間、私らが下校時刻を守らないで作業してると、生徒会長がいっつも注意しにきてさ。一緒に注意された子と、『自分だって残ってるくせに』とか、『家が金持ちだからって調子に乗ってる』って話してた」

　まぁ、それぐらいのことなら、別に言ってても不自然ではないが……、

「相手に文句を言う時って、その前に自分を正当化するんさ。……で、そのために相手の悪いところを探す。なかったら無理矢理作る。あの真面目な生徒会長の場合は、それが『家が金持ち』だったわけ。別に自分の家が、普通だから嫉妬してるわけじゃないんよ？　……いや、もしかしたら嫉妬なのかな？　あはは……。自分でも分かんないや……」

　家が金持ちってのは悪いことではないと思うが……、そこに憶測を無理矢理つければ、まぁ、悪く言おうと思えば言えるか。

「そんなことを考えてたら、タイミングよく私が思ってたことと同じ噂うわさが回ってきてさ。ほら、わたしがジョーロに伝えたやつね。あの時は内心喜んでたんよ。生徒会長にも、欠点は存在した。やっぱり自分は間違ってなかったんだ。ってさ」

「は？　噂うわさを流したのはてめぇじゃ……って……」

「私も、それを知った時は驚いたよ……」

　おいおい、まさか……。

「全然気づかなかった。自分が噂を流した発端だったなんて。……でも、私が友達と話してた愚痴が誰かの耳に入って広まって、徐々に変化していってあんな噂うわさになった。それに気づかず、自じ分ぶん達たちが話していたことは本当だったんだって思って舞い上がってた。サザンカの噂うわさも一緒。ただ、友達と話してただけ……」

「けどよ、そんな根も葉もない話を……」

「信用は１００％なきゃダメだけど、疑惑は１％で十分なんよ」

　それは……、その通りかもしれない。

　──かつて、俺が小学生の時に起きた盗難事件。

　あの時、あの子もほんの少しの疑惑から、あっという間に犯人となった。

　たった１％の疑惑が無理矢理に１００％にされて……。

「それで、最終的に噂うわさを信じた私は行動した。『悪いことをしている生徒会長をこらしめる』って大義名分で、わざとイルミネーションを片づけなかった。……そこからは、お察しの通りさ」

　そういうこと、か……。

「悪いことを悪いって分かってやるのって、絶対的な安全圏にいる時か、自分が正しいと信じてないとできないもんなんよ。……ま、そうじゃない奴やつも多少はいるけどね」

　そういや、撫なでし子こも同じだったな……。たんぽぽに嫌がらせをしたが、その前に『たんぽぽがどれだけ他人に迷惑をかけているかを教えてやるため』っていう大義名分があった。

　プリムラは、コスモスに敵意はもっていたが、悪意はなかった。

　嫌がらせは、プリムラとしてはあくまで制裁として。きっかけとなった噂うわさは、偶然話していた内容を聞かれて、尾ひれ背びれがついて学校内に蔓まん延えんしちまったんだ。

　そして、自分が流したとは気づかないまま、噂うわさを信じたプリムラは行動を起こした。

　自分以外にも、コスモスに対して鬱うつ憤ぷんが溜たまっている奴やつらはいる。

　そいつらのヒーローに……強い悪役をやっつけられる、正義の味方になるために。

　たった１％の疑惑を、自分の中で１００％に変換して……

「なぁ、なんで分かったんだ？　自分が噂うわさを流した張本人だって」

　俺は、……これもサンちゃんからの情報だが、コスモス会長の噂うわさを流しているのがプリムラだと教えてもらえたから、こいつを訪ねた。

　だけど、こいつは自分が噂うわさを流していたと気づいてなかった。なら、どうやって……

「私が指示を出さなかったら、あんな……イルミネーションがなくなるなんて大事件が起きちったからさ、その……、怖くなって調べたんよ。誰が、あの生徒会長の噂うわさを流し始めたのかを。そしたら、噂うわさを広げてた人の正体ってのが……」

　自分自身だったわけか……。

「こんなことになるなんて、思わなかったんだ！　私は、私の愚痴を自分の中で収めてるつもりだった！　な、なのに、いつの間にかどこまでも……学校中に広がっていって……」

　普段は飄ひよう々ひようとした態度をとっているプリムラが、震える自らの体を抱きしめる。

　学校中に悪意が蔓まん延えんしていく様子が、こいつには何よりも恐ろしかったのだろう。

「し、信じてもらえないんだよ？　噂うわさを信じてる人に、『自分が適当に愚痴ってたことだから』って伝えても、『コスモス会長に買収されたのか？』なんて言われちゃってさ。何度も何度も、本当に沢山の人に話したのに、誰も信じてくれない。……それで、気づいたんだ。もう、自分ではどうしようもないんだって……」

　だからこそ、『噂うわさ』ってのは恐ろしいんだ。一度広まったら、誰にも止めることができない。

　たとえそれが、当事者であってもだ。

「……ねぇ、ジョーロ。教えてよ？　どうして噓うそは信じてもらえるのに、本当のことは信じてもらえないのかな？」

「……都合の悪い真実より、都合のいい噓うそのほうが、受け入れやすいもんなんだよ」

「そっか……。そうだよね。……私も、最初はそっち側にいたんだから……」

　プリムラが、まるですがるような視線を俺に向ける。

　その瞳には、『助けてほしい』という意志がこもっているような気がした。

「ありがとう。ずっと誰にも話せなかったから、話せて気が楽になったよ」

「別に俺は、てめぇを助けるために行動したわけじゃねぇ。……そもそも、どんな事情があろうと、てめぇがやったことは許されねぇことだ」
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「ははは……。やっぱり、ジョーロはデリカシーがないねぇ。……でも、その通りだよ……」

　たとえ俺に許されなくても、プリムラとしては肩の荷が少しだけ下りたのだろう。

　先ほどと比べて、ほんの少しだけスッキリしたような表情を浮かべている。

「……ごめんね。全部私が悪いのに、自分が正しいって思いたくて無理矢理悪役を作って正義の味方を気取った。そんで、もっと悪いことをした。そしたら、こんなことになっちった。本当に、ごめんなさい。……ちゃんと、生徒会長にもサザンカにも謝るつもりだよ……」

　もしかして、それでプリムラは職員室の前にいたのだろうか？

　ただ、コスモスの様子が気になっていたのではなく、謝罪をするために……。

「今回のことで、身に染しみて思っちったよ。……人って怖いね」

　プリムラも、十分懲りたんだろうな。ギリギリ普段の態度を保っているようにも見えるが、瓦が解かい寸前って感じだ。

「つ、つまりプリムラは、あくまで原因の一端なだけだったんですね……。だから、ジョーロ。貴方あなたは……」

「ああ、あすなろの思ってる通りだよ」

　そう、プリムラは真犯人ではない。

　原因を作った一人ではあるが、あくまでもイルミネーションを片づけなかっただけ。

　今回の事態をここまで悪化させたきっかけを作った存在は、別にいるんだ。

　そして、そいつの正体は……

「真犯人は……『噂うわさ』。ようするに、西木蔦高校ってわけだよ」

「……そんな。それが真犯人だなんて……、いったいどうしたら……」

　だからこそ、最悪の相手なんだ。

　俺が、今までこいつのせいでどれだけ苦労してきたか、なんて言うまでもない。

「あの、ジョーロ。『噂うわさ』は確かに、今回の事件を引き起こした真犯人かもしれません。……ですが、そうなるとパンジーの行動はどうなるのですか？　言ってしまうと失礼ですが、プリムラをかばうためにパンジーが動くとはとても思えないのですが……」

　ま、その通りだな。別にパンジーとプリムラの間に、友好関係はない。

　いや、仮にあったとしても、パンジーは間違った行動は許さないタイプの人間だ。

　たとえ、俺やあすなろ……いや図書室メンバーの誰であろうと、プリムラと同じことをしていたとしたら、あいつはかばうことはなかっただろう。

　だから、ここまでの話はあくまでも下準備だったわけだ。

「そうだな。だからこそ……」

「だからこそ？」

「俺が知りたい答えは、この先にあるんだ」

　さぁ、始めるとしよう。本当の……最悪の答え合わせをな。

「なぁ、プリムラ」

「……何かな？」

　嫌がらせってのは、最終的な結果を確認してこそ成功といえる。

　だから撫なでし子こも、イルミネーションを隠した後にたんぽぽの困る姿を見てやろうと、陰でその様子をうかがっていた。

　つまり、プリムラも……

「てめぇは、イルミネーションの片づけの指示をわざと出さなかった後、コスモス会長の様子を見にいったよな？」

「まぁね。教室の作業を途中で抜け出して、他の子達たちと一緒に困っている様子を見てやろうって陰で覗のぞいてたよ。……そしたら、その間にあんなことになっちったけど……」

　やっぱりな。

「なら、もう一つ。コスモス会長は繚りよう乱らん祭さいのことで忙しかった。だから、自分で行動できない場合、伝言を頼むと思う。例えば、変なところにまだ残ってるゴミを片づけてほしいとか、そういうことをな。てめぇが様子を見ている時、コスモス会長は誰かと話してなかったか？」

「まぁ、あの人は人気者だから色んな生徒と話してたけど、……そういえば、一人だけ、生徒会長が各クラスの見回りをしてる時、たまたま廊下で会って頼み事をされてる子がいたね。……なんだっけな？　ああ、そうだ。『私が最も信用している君に任せたいのだが……』とか、前置きをした後に言ってたんだ。…………ひまわりへの伝言を」

「その伝言を頼まれてたのって、誰だ？」

「ジョ、ジョーロ……まさか……」

　どうやら、あすなろも俺と同じ答えに辿たどりついたようだ。

　そうだ。ここが最終的なゴール。──なんて、本当はもうとっくに、分かってたんだよ。

　パンジーの『誰かが犠牲になる』、『まだ覚悟ができていない』という言葉の意味。

　あいつは、決められなかったんだ。どこまで真実を伝えるべきか。

　そして俺おれ達たち……なにより、とある人物を巻き込みたくなかった。このでかすぎる問題に。

　だが、パンジーのことが気づかれたら、その人物は必ず真相に辿たどり着つく。

　だからこそ、俺おれ達たちにも真実を黙って、その人物をかばい続けていた。

「そりゃ、あの子よ。うちのクラスで、あんたらとしか仲が良くない……三さん色しよく院いん菫すみれ子こだよ」

　パンジーは、ひまわりに指示を出した。……だが、さらにその前にもう一人いたんだ。

　ひまわりに指示を出すように、パンジーに指示をした人物がな。

　できることなら違っていてほしい、間違いであってほしいと思った。

　でも、やっぱり俺の導き出した答えは当たってたんだな……。

「そ、そうだったんですね……。だから、あのパンジーですら何もできなかった。私わたし達たちに真実を言えなかった。だって、イルミネーションが破損する原因を作ってしまったのは……」

　あすなろが震える唇を動かし、どうにか言葉を紡つむいでいく。

　言うべきか言わぬべきか一瞬の逡しゆん巡じゆんを見せたが、下唇を強く嚙かむと、




「コスモス会長だったんですね……」




　その名を、小さく呟つぶやいた。
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　一度、俺おれ達たちが辿たどり着ついた答えについて、順を追って伝えさせてもらうよ。

　ちと関わってる人数は多いし、色々とややこしいんだが……、我慢して聞いてほしい。

　今回の事件に関わっている人物は、非常に多い。

　なんせ……、ある意味西にし木き蔦づた高校に通っている全ての生徒なんだからな……。

　始まりは、一人の少女の愚痴だった。

　以前から生徒会長の秋野桜コスモスに、部活の活動時間を破ったりと少し規律からはみ出した行動をしていた早乙女桜プリムラは、よく注意をされていた。どちらが正しいかという観点でみれば、ほとんどの奴やつがコスモスと言うだろうが……、理解と納得は別。

　納得ができなかったプリムラは、コスモスに対して敵意を抱き、友人とありもしないコスモスの欠点を作り出して、愚痴をこぼしていた。

　すると、その愚痴が他の生徒の耳に入り、尾ひれや背びれがついて広まった結果、『コスモスは実家の金銭を用いて卑ひ怯きような行為に及んでいる』という噂うわさが校内で蔓まん延えんしてしまった。

　その噂うわさを、自分が流してしまっていたとは気づかずに影響を受けたプリムラは、これまでの鬱うつ憤ぷんをはらすため……、他のコスモスに鬱うつ憤ぷんがたまっている生徒達たちの不満を解消するため、私刑にも似た形で、本来であればソフトボール部が片づけなければならなかったイルミネーションを、後輩に指示を伝えないことで意図的に片づけないように仕向けた。

　次に、片づけられていないイルミネーションに気がついた蒲田公英たんぽぽが、自分が片づけようとして袋にまとめたが、その途中で野球部の芝しばに呼ばれ一度その場を離れた。

　そして、以前から野球部内で自由奔放に行動するたんぽぽに憤いきどおっていた赤井撫子なでしこが、誰かに迷惑をかけられたら自分の今までの行動を省みるだろうと判断して、たんぽぽが一時的にその場を去った隙に、イルミネーションの入った袋をプール近くの花壇に隠した。

　その後、プール近くの花壇に隠してあった袋に入ったイルミネーションを、校内の見回りの最中に発見したコスモスが、ゴミと勘違いしてしまった。

　しかし、コスモスは繚りよう乱らん祭さいの件で多忙だ。とてもじゃないが、手が空いていなかった。

　そこでコスモスは、校内の見回りの最中に偶然出会った三色院菫子パンジーに、『テニス部の活動の合間に、余裕があったら片づけてほしいと日向葵ひまわりに伝えてもらえないか？』と伝言を依頼した。

　その依頼通りに、パンジーはコスモスの伝言をひまわりへと伝えた。

　最後に、ひまわりがプール近くの花壇へと向かい、袋に入っているのがイルミネーションと気づかずに捨ててしまったことで、イルミネーションが破損した。

　イルミネーションが破損したことによって、これまで伝統行事として必ず行われてきた灯とう花か式しきの開催が困難となり、繚りよう乱らん祭さいが中止になりかねない事態となってしまった。

　──以上が、今回の騒動の真相だ。

　……全てが偶然だった。それぞれの思惑が予想外の方向に進んだ結果……、誰も望んでいない最悪の状況を生み出したと言ってもいいだろう。

　今回の件で最も厄介な箇所は、明確な『悪』が存在しないこと。

　もちろん、問題のある行動をした人物もいる。

　だが、その人物に全ての責任があるかと聞かれるとそうではない。

　最も厄介な存在は、今も学園内に蔓まん延えんしている『噂うわさ』。

　１％の疑惑が学内に広がり、こんな大事件を起こすことになってしまったのだ。

　更に、『噂うわさ』の力によって、本来は違うにもかかわらず、偽りの『悪役』として存在することになったのが、俺の幼おさな馴な染じみのひまわりだ。

　もちろん、パンジーやコスモスを守るために、ひまわりが『自分がやった』と名乗りでたことが大きな要因でもあるが、そこから状況を悪化させているのは、やはり『噂うわさ』だ。

　次々と尾びれ背びれがついていき、今のひまわりの状況は最悪なものになっている。

　──さて、そんな事件もそろそろ佳境を迎えている。

　真実を全て知った俺の行動。

　そして、全ての行動の結果として、……俺が失ってしまうとある人物との絆きずな。

　そいつが誰なのかは……、これからちゃんと分かるから、もう少しだけ付き合ってほしい。
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「どう、ぞ……」

　ドアをノックすると聞こえる、優しく穏やかな……弱々しい声。

　聞きたかったけど……、聞きたくなかったな……。

「「失礼します」」

　そんな複雑な気持ちで生徒会のドアを開くと、

「や、やあ……。ジョーロ君にあすなろさんじゃないか」

　生徒会長のコスモス。それに、ワサビさんを含めた何人かの生徒会役員がいた。

「どうか、したのかな？」

　やつれた頰、目の下の隈くま、疲弊しきった力ない笑み。折角の綺き麗れいな顔が台無しだ。

　そうだよな……。俺おれ達たちが色々と調べている間、コスモスはそれ以上の苦労をしていたんだ。

　破損したイルミネーション。開催できるか分からない繚りよう乱らん祭さい。生徒と教師への対応。

　いくら、スーパー生徒会長っていったって限界はある。

「あの、大丈夫ですか？　随分、疲れてるように……」

「ははっ……。大丈夫だ、よ……。まだまだ、やることは沢山あるからね。このぐらいで音を上げていられないさ」

　なんで俺は、コスモスがこんな大変な時に一緒にいれなかったんだよ……。

「それで、二人はどうしたのかな？」

「えっと、それはですね……っ！　ジョ、ジョーロ……」

　隣に立つあすなろがコスモスの質問に応えられず、すがるような瞳で俺を見つめる。

　ここまでどんな相手にも、はっきりと単刀直入に聞いてきたあすなろがこんな調子だ。

　だけど、その気持ちは……よく分かるよ。

　なんせ、

「コスモス会長、繚りよう乱らん祭さいの開催ってどうなりそうですか？」

　俺も、同じ気持ちだからさ。

　だから本題に入れず、中ちゆう途と半はん端ぱな聞き方をせざるを得なくなっている。

「そうだね。イルミネーションが破損してしまった以上、このままでは開催できない。だから中止にしようというのが教員側の意見だったのだが、どうにか交渉をしてね……延期という形に落とし込めたよ」

「延期、ですか？」

「うん。過去に大雨の予報が出た時と同じ対応なのだが、予定通りに開催はせず、少しだけ期間を設ける。最初はいい顔をされなかったが、前例があったことと、こんなこともあろうかと設定しておいた予備日に救われたね」

　予備日か。……そんなもんまで用意してるなんて、ほんと……さすがだよ。

「……ただ、その予備の開催日までにイルミネーションが用意できなかった場合は、今度こそ本当に繚りよう乱らん祭さいは中止になってしまうが……、そこは私が何とか調達してみせる予定さ！」

　なんだよ、それ……。

　今までだってずっと苦労してきてるのに、なんでまた一人で苦労を背負っちまうんだよ。

「あの、コスモス会長。それ、俺おれ達たちも何か手伝いを……」

「大丈夫だよ。これは、生徒会長として私がするべきことだからね」

　生徒会長として、か。コスモスがよく言う台詞せりふの一つだな。

「秋あき野のが調達…か。確かに、秋あき野のならできるかもしれん…な」

　コスモスから少し離れた場所に座るワサビさんが、小さな笑みを浮かべてそう言った。

「ああ、もちろん何とかしてみせるさ。…………少し、難しそうだけどね」

　ワサビさんの言葉に返答をすると同時に、こぼれ落ちた弱音。

　なぁ、コスモス。本当は、疲れてるんだろ？　誰かの助けがほしいんだろ？

　なんで、そう素直に言わねぇんだよ、……バカ。

「あの、コスモス会長。今回の件で一番苦労してるのって、どんなことなんですか？」

　俺の質問に答えるためか、弱々しい動作で、愛用のピンク色のノートをコスモスが開く。

「そうだね。やはり、最難関は予算の捻出かな。予算さえあれば、イルミネーションを買い直すことができる。ただ、どれだけ削減しても必要な額に満たないんだ」

「……その、学校側から追加予算とかは？」

「無理だったよ。…………学校側としても、なんとか費用を捻出しようとしてくれたのだが、他の行事との兼ね合いを考えると、どうしてもできないそうだ。……一応、今でも検討してくれているみたいだが……、難しいだろうね」

　学校行事は繚りよう乱らん祭さいだけじゃねぇからな……。

　つまり、追加予算はない。こっちで何とかするしかないってことか。

「その、予定通り開催する方法もあるといえばあるのだが……」

「あるんですか？　いったい、どうやったら……」

「クラスや部活動の出し物を、半分ほど中止にすればできるんだ。そうして生まれる、レンタル料や資材の削減分の予算を全てイルミネーションに回せば、ね」

「そ、それは……っ！」

「分かっているよ。そんなこと、できるはずがない。皆、繚りよう乱らん祭さいを楽しみにしているのに、半分の生徒達たちがやりたいことができないなんて有り得ないからね。……だから、少し難しいのさ」

　その言葉と同時にノートが閉じられた。

　生徒会室が静かだからか……、よく響く渇いた音だな……。

「でも、何とかしてみせるよ！　繚りよう乱らん祭さいが中止になってしまっては、ひまわりさんが悲しんでしまうからね！　このまま彼女だけを悪者にはしておけないさ！」

　その力強い声は、俺おれ達たちが最も恐れていた言葉を確かに口にしていた。

「「…………」」

　思った通りだ……。コスモスは知らない……。気づいていないんだ……。

　自分がパンジーに頼んだ伝言が起因して、イルミネーションが壊れてしまったことに。

　そうだよな。コスモスの知っている情報は、『ひまわりがイルミネーションを勘違いで捨ててしまった』ということだけ。

　もっと正確な、『プール近くの花壇で袋に入っていた』という情報は得ていないんだ。

　この事実を知っているのは、俺とあすなろとパンジー……そして、ひまわりだけ。

　あいつは自分が全てを背負うことで、パンジーとコスモスを守ろうとしている。

　そして、そんなひまわりの気持ちを理解していたからこそ、自分もコスモスが大切だからこそ、パンジーはどうしていいか分からなくなり、……何もできなかったんだ。

「ところで、二人の用件はそれだけかな？　……すまないが、これから生徒会で明日の朝に行われる臨時の全校集会について話し合う予定でね。その、あまり君きみ達たちと話している時間が……」

「全校集会、ですか？」

「このまま繚りよう乱らん祭さいを開催するかしないか分からないまま、皆に準備をさせるわけにはいかないだろう？　だから一度、生徒達たちに繚りよう乱らん祭さいが延期する旨むねを伝える場を設けることにしたんだ。こっちの交渉は比較的簡単に済んだから、助かったよ」

　まずいな……。これは厄介なことになったぞ。

「ジョーロ、でしたら私わたし達たちに残されている時間は……」

「ああ、分かってる……」

　明日の全校集会。……そこが、全てのタイミリミットだ。

　今の疲弊しきったコスモスでは、たとえ延期しようと僅かな時間で予算を捻出する方法を発見することはできない。……実質中止のようなものだ。

　つまり、もしこのまま全校集会が開かれたら…………もう、ひまわりは助からない。

「時間？　ジョーロ君達たちは、何かしようとしているのかな？」

　しまった。聞こえないように話していたつもりだったが、聞こえてたか。

「い、いえ！　そんな大したことじゃないですよ！　だから、気にしないで下さい」

「ですね！　ジョーロの言う通りです！」

「ふふっ。そう言われると、逆に気になってしまうな。君きみ達たちは何を──」

「秋あき野の、これ以上無駄話をしている暇があるの…か？」

「っと、そうだったね……」

　危なかった……。ワサビさんが、口を挟んでくれて助かったな。

「では、ジョーロ君、あすなろさん。あまりいい話を聞かせられなくてすまなかった。また今度、色々と落ち着いたら図書室で会おうね。……もちろん、その時はひまわりさんも一緒に」

「はい……。そう、ですね……」

　疲弊していても、強い決意のこもったコスモスの声。

　それを耳にしながら、俺とあすなろは生徒会室を去っていった……。




「どうしましょう……。まさか、こんなことになるなんて……」

　廊下を隣で歩くあすなろが、弱音をこぼす。

　今回の件を追っている最中ずっと強気だったが、さすがにこれはこたえたよな。

「私は新聞部です。だからこそ、学内の皆さんに真実を伝える義務があると思っていました。ですが、この真実を伝えても……」

　誰も幸せにならない。ただただ、みんなの憤いきどおりが増すだけだ。

「ジョーロ……。その、責任を押し付けるような質問で申し訳ないのですが、貴方あなたはどう考えていますか？」

「そうだな……」

　今の俺おれ達たちに与えられた選択肢は、三つ。

　真実を誰にも伝えることなく明日の全校集会を迎えて、ひまわりを犠牲にする方法。

　真実を中ちゆう途と半はん端ぱに伝えつつ明日の全校集会を迎えて、パンジーを犠牲にする方法。

　全ての真実を伝えつつ明日の全校集会を迎えて、コスモスを犠牲にする方法。

　当たり前だが、どれもこれも『よって、却下』だ。理由なんて、説明するまでもねぇ。

　けど、それはあくまで理想論。

　俺が、この中から絶対にどれかを選ばなきゃならねぇなら……

「やっぱり、素直に全部伝えたほうがいいのかもな……」

　勝手な正義感ってのは分かってる。けど、本当のことは伝えるべきじゃねぇか？

　そう考えると……

「ジョーロ！　それって……っ！　コ、コスモス会長が……」

「分かってる、だからそうなった時、俺は絶対にコスモス会長のそばから離れねぇ。どれだけあの人が俺おれ達たちから距離をおこうとしても、絶対にだ。それで、少しでも──」

「お前まえ達たちは何の話をしているの…だ？」

　ん？　今の声って……。

「ワサビさん。なんでここに？　今から、全校集会について話し合うんじゃ……」

「俺は別行動…だ。資材の件を再調査しておきたくて…な」

　やけに分厚いバインダーを持ったワサビさんが、歪いびつな笑みを浮かべる。

「なら、なんでここに？」

「ふっ……。お前まえ達たちに少し伝えることがあって…な」

　自信と確信に満みち溢あふれた、不敵な笑み。

　これだけ学校がやばい状況だってのに、この人だけは常に余裕を持っているように見える。

「伝えること、ですか？」

「どうもお前まえ達たちは、秋あき野のが気がかりなようだから…な。秋あき野のが語らなかった、奴やつの現状について伝えておこうと思って…な」

「コスモス会長の現状？」

　なんだよ、それ？　さっき聞いた話で全部じゃねぇのか？

「先に結果だけ伝えておくと、首の皮一枚で繫つながっているような状況…だ。もし、これ以上状況が悪化しようものなら……、恐らく秋あき野のの医大への推薦の話は消滅す…る」

「は、はぁ!?　なんで、そんなことになるんですか!?」

　繚りよう乱らん祭さいとコスモスの推薦の話は、関係ねぇじゃねぇか！

　こないだ、コスモスは嬉うれしそうに話してたんだぞ？　自分は、医大に推薦で合格することができそうだ。だから、これからも図書室にいれるって！

「校内での大きな問題を解決できない生徒会ちょ…う。当然ながら、大学側からの心証はよくな…い。医者という人の命を救う立場を目指す者が、物の管理すら怠るなど論外だろ…う？」

「だからって……」

　今まで、ずっとコスモスがしてきた高校三年間の努力。

　その努力で勝ち取った権利が、たった一回の出来事でなくなっちまうのかよ？

「なんで、今回のことだけで判断するんですか!?　だって、コスモス会長ですよ!?　今までずっと学年一位の成績を維持して、性格だってメチャクチャよくて、優しくて……」

「大学は、お前ほど秋あき野のについて知っているわけではな…い。あくまでも書類と、僅かな面接だ…け。それで、全てを知るというのは無理難題だろ…う？」

「それは……っ！　そうかもしれないですけど……」

「無論、奴やつ自身もそうなりたくはないだろうから、今は必死に行動してい…る。──といっても、それはついでで、本心はただ友人を助けたいという気持ちだろうが…な」

　知ってるよ、コスモスはそういう奴やつだ。

　自分のことより、他人を優先して……、今も必死にひまわりを助けようと……、そんな奴やつを、真実を全部ぶちまけて犠牲にしなきゃなんねぇのか？

　しかも、ここでコスモスの真実が公開されたら、繚りよう乱らん祭さいだけじゃなくて推薦の話まで……。

「では、俺はそろそろ行く…ぞ。各部活動だけでなく、各クラスにも確認を取らなくてはならないから…な。お前まえ達たちも何か用があったら、秋あき野のではなく俺に連絡し…ろ」

「あ、はい。分かりました……」

　最後に少しだけ会話をした後、ワサビさんはやけに分厚いバインダーを大切そうに抱えながら、その場を去っていった。

「ジョーロ、コスモス会長の推薦がなくなるなんて……。そんなのって……」

　あすなろが、今にも泣き出しそうな声を出す。

　ふと、スマホを取り出して時間を確認すると、現在時刻は十八時。

　本来であれば、あと三十分で最終下校時刻を迎えるが、今は幸いにも繚りよう乱らん祭さい準備期間。

　コスモスが最終下校時刻を二十時まで延ばしてくれたおかげで、まだ動くことができる。

　だったら、最後までやれることをやってやろうじゃねぇか。

　ほんと、随分と長い一日になっちまってるな……。





※






　生徒会を後にした俺おれ達たちは、少し寄り道をしてから自じ分ぶん達たちのクラスへと戻った。

　そこで、中の様子を確認すると……よかった。いてくれて助かったよ、……ひまわり。

「……んしょ……」

　たった一人、教室の隅で黙々と作業をする姿を見ているだけで、胸が痛くなる。

　本当に、今までよく頑張ったな……。

「……ひ、ひまわり、少しいいです、か？」

　俺が感慨にふけっている間に、あすなろが動いた。

　愛用の赤ペンを握り締めて、震える声でその名を呼ぶ。

　どうか逃げないでほしい。そんな願いが込められているのだろう。

「……っ！　な、なに？　あの、わたしさぎょーがあるから……」

「もういいですよ。一人でしなくても」

「ダ、ダメなの！　わたし、みんなにめーわくを──」

「パンジーとコスモス会長……ですよね？」

「……っ！　あ、あすなろ、ちゃん……」

　俺おれ達たちが、真相に辿たどり着ついたことを証明する言葉。

　それをあすなろが放つと同時に、ひまわりの目が見開かれた。

　今まで一人で抱え込んできたものから解放され安心したような、それでいて、知られてしまったという絶望を含んだ複雑な表情だ。

「ち、違うの！　全部、わたしが悪いの！　わたしがちゃんと確認してれば……」

「それは、他の皆さんにも言えることです。ですから、もう一人で抱え込まないで下さい」

　あすなろの言う通りだ。今回の件は、たった一人、誰かが確認をすればよかった。

　だから、決してそれはひまわり一人のミスではない。

　さてと……、俺もひまわりと話したいが、その前に……

「なぁ、有ある不ふ和わ君、部べ江え田た君」

　うちの繚りよう乱らん祭さい実行委員と話をしないとな。

「どうした、ジョーロ？　調査のほうは終わったのか？」

　いつもの川か平びらさんの真ま似ねがないってのが、有ある不ふ和わ君の心境をよく表あらわしている。

　きっと、ひまわりのことが心配なんだろうな。

「ま、それなりにな。……でよ、ここからはオフレコの情報だから、できる限り黙っていてほしいんだが──」

　そこから俺は、二人に説明した。このままでは繚りよう乱らん祭さいが延期という名の中止になること。

　そいつを防ぐには、どうにかイルミネーションを手に入れる予算が必要なこと。

　ただ、コスモス会長にはその方法が見み出いだせず、苦戦していること。

　イルミネーション破損の真実以外の繚りよう乱らん祭さいについて、全てをだ。

「そんなことになっているのか……」

「ああ。それで、この情報を教えた代わりってわけじゃねぇんだが、少しひまわりを作業から連れ出してもいいか？　あいつ、ずっとイルミネーションのことを気にしてるみたいだからさ」

「もちろんだ！　やっぱり俺おれ達たちじゃ、ひまわりを元気にしきれないからさ！　ここは、幼おさな馴な染じみの力を頼らせてもらうよ！」

　……ありがとな、有ある不ふ和わ君。ずっと、俺の我わが侭ままを聞いてくれて。

「ジョーロ、ちなみに今の話だけど、うちの……サッカー部のメンバーには伝えちゃダメかな？　あいつらも準備、頑張ってくれてるからさ……」

「あー……、そこまでなら構わないんだが、そいつらにもさっき俺が言った通り……」

「もちろん、口止めはするから安心してくれ！」

　その言葉が聞けて、ホッとしたよ。

「だったら、問題なしだ」

「ありがとう！　助かるよ！」

「いや、こっちこそ色々自由に動かせてもらって助かったよ。んじゃ、俺は行くな」

　さて、これでひまわりと話す時間を手に入れることができたぞ。

　そんじゃ、今度こそ俺もひまわりの所に向かうとしよう。

　最後に話したのは、今日の昼休み直後。なのに、やけに久しぶりな気がする。

　いつもは、朝から一緒にいるからだろうな……。

「……ジョーロォ……」

　瞳に涙を溜ためて、堪こらえきれなくなったようにひまわりが俺の名前を呼ぶ。

　色々と話したいことはある。伝えたいこともある……のだが、第一声はどうしたものか？

　普通に話すってのも、何か芸がないよな。

　あ、そうだ。だったら……

「おはよう、ひまわり」

　そう言って、俺はひまわりの背中を軽く叩いた。

「……っ！　ジョーロ……、ジョーロォ……」

　ひまわりの両目から、ポロポロと涙が溢あふれてこぼれ落ちる。

　ほんとに、てめぇは大した奴やつだよ。

「ったく、苦労したぞ。てめぇが、何も言わねぇもんだからな」

「どーして？　……どーして、分かったの？　どーして、信じてくれたの？」

「昔の……小学生の時のシール事件、覚えてるか？」

「う？　シール事件？」

「ほら、あの子が犯人だって疑われてさ、みんなに色々言われただろ？　そん時にさ、俺は何もできなかった。……けど、てめぇは違った。あの子が疲れて、『自分が犯人だ』って言っても、あの子を信じ続けて最後には事件を解決しただろ？」

「あ……。う、うん……」

　だから、俺はてめぇに憧れてたんだ。助けたいって思ってたんだ。

　俺もたとえひまわり本人が『犯人だ』と言っても、最後まで信じ続けたかったんだ。

「あの時のひまわりと同じだよ。俺の幼おさな馴な染じみはちょっとバカだけど、理由もなしに変なことはしねぇって、俺が誰よりもよく知ってるからさ」

「う、うぅぅぅ……っ！　ジョーロ、ありがとぅ……」

　いつものように乱暴に抱きつくのではなく、遠慮がちにそれでいて力強く、ひまわりが俺の制服の裾をキュッと親指と人差し指で挟む。

　普段と違う感触だが、なぜだか普段よりもずっと嬉うれしかった。

「とりあえず、一度作業はやめてよ……、少し話をしようぜ」

「あ、でも、わたし、テニス部のほうが……」

「そっちなら大丈夫だ。さっき、テニス部の部長と少し話してきてな。ひまわりは、今日はテニス部の作業は手伝わなくていいってよ」

　有ある不ふ和わ君達たちにしたのと同じ説明を、テニス部の部長にもしたからな。

「え？　でも、わたしは……」

「まぁ、細かいことは後で説明するよ。……んじゃ、あすなろ。ちと、ひまわりのことは任せてもいいか？　俺は、もう一人の奴やつにも声をかけてくるからさ」

「はい！　お任せ下さい！　それではひまわり、一緒に片づけましょう！　さ、早く早く！」

　弾んだ声を出すあすなろだが、それが空元気であることはよく分かる。

　なんせ俺おれ達たちは、まだこの件を解決できると言い切れる状況じゃない。

　むしろ、絶望的な状況のままだ。……ただ、それでも、ようやくひまわりと一緒に過ごすことができる。それが嬉うれしいという事実だけは、何も変わらないのだろう。

　だからこそ、あすなろは笑った。……本当に今日は一日、付き合ってくれてありがとな。

　まだ大変だろうが、これからもよろしく頼むぜ。





※






「……あ。ジョーロなの……だ」

「よう、ヒイラギ。それと……、パンジー」

　自分のクラスをあとにした俺が向かう先は、当然ながらパンジーのクラス。

　そこで、先程有ある不ふ和わ君や部べ江え田た君に話した内容を、このクラスの繚りよう乱らん祭さい実行委員……それと、この件を気にしていたプリムラに伝えて、同じようにパンジーと話す時間を手に入れた。

　ただ、少し問題があるとすれば……

「こ、こっち来ちゃダメなのだ！　パンジーちゃんをいじめるの、許さないのだ！」

　このヒイラギの態度である。

　どうやら本人なりに、パンジーを精一杯守ろうと考えているようで、ビビリながらも口調が『意地でも頑張らなきゃいけない』モードになっている。

　それが嬉うれしくもあり……、ちょっと困りもするな。

「別に俺はパンジーをいじめにきたわけじゃねぇから、安心してくれ。ただ、ちょっと話があるだけだよ」

「な、なら、内容をまず我に聞かせるのだ！　それで一年間くらい内容を吟味してから、その後のことはツバキに相談して判断するのだ！」

　期間がなげぇうえに、ツバキ任せかい。

「みんなで仲良くするための話をしたいんだよ。だからヒイラギ、俺にパンジーと話をさせてくれねぇか？」

「み、みんなで仲良く？　ほ、ほんとなの？　本当にみんなで仲良くできるの？」

　あ、口調が戻った。けど、まだ迷ってるみたいだな。

　やけに脅おびえた様子はそのままで、チラチラと俺とパンジーを交互に確認している。

「……分かったの……。みんなで仲良くできるなら、……そっちのほうがいいの……」

「サンキュー。やっぱヒイラギは頼りになるな」

「私、頼れないの……。パンジーちゃん、悲しいまんまなの……」

　そんなことはねぇぞ、ヒイラギ。てめぇは、十分頼りになってるさ。

　そばにいてくれるだけで、パンジーは絶対嬉うれしかっただろうからさ。

　……んじゃ、ヒイラギの許可も出たことだし、今度こそパンジーと話をするか。

「…………もう、分かってしまっているのね……」

　目が合うと、淡々と、それでいて落胆した声をパンジーが漏らした。

　俺が真実に辿たどり着ついたことを喜ぶべきか、それとも嘆くべきか迷っているような声だ。

「まぁな。つか、図書室から出てった時点で薄々気づいてたよ」

「でしょうね。……あすなろも、もう少しお芝居のお勉強をするべきだわ」

「……気づいてたのか？　あすなろがわざと怒ってるって──」

「本気で感情を爆発させる時、口調が変わるのがあすなろでしょう？」

　なるほどな。津つ軽がる弁べんじゃなかったから、芝居って分かったってことか……。

　どんだけ弱ってても、察しのよさは相変わらずだな。

「なら、単刀直入に用件を言うが、今から俺と一緒にもう一度図書室に来てほしい。……そこで、ひまわりとあすなろが待ってるからよ」

「ひっ！　あ、あすなろちゃんもいるの？」

　ん？　パンジーが反応すると思ったら、ヒイラギが体を震わせてるな。

　いったい、なんで……

「パンジーちゃんが怒られるの、ヤなの！　今日のあすなろちゃん、とってもとっても怖いから、行っちゃダメなの！」

　ああ、そうか。あすなろが怒ってたふりをしてたって、パンジーは気づいてたけど、ヒイラギは気づいてなかったのか……。

「あー、ヒイラギ。できれば、てめぇも一緒に来てほしいんだが……」

　実はパンジーとあすなろの件で、最大の被害者って喧けん嘩かに巻き込まれたヒイラギだし。

　あすなろ、ちゃんと謝りたいって言ってんだよな。

「わ、私は、ここでパンジーちゃんと余生を過ごす大切な用事があるの！」

　その余生、下校時刻と同時に終了するが大丈夫か？

「ヒイラギ、私は図書室に行くわ。ジョーロ君に誘われてしまったのだもの」

　パンジーの許可もゲットと。よし、これで下準備は整ったな……。

　あとはこれからのみんなとの話し合いが、うまくいくかどうかだが……、それは賭けだ。

「うっ！　うぅぅ……、分かったの……。なら、私も一緒にいくの！　パンジーちゃん、一人にはできないの！」

　脅おびえつつも、自分がパンジーを守りたいという気持ちだけは揺るがないのだろう。

　前に屋台のリハーサルをした時は、即座に逃げ出したのに、今回は逃げ出さないなんてな。

　ヒイラギのそんな大きな成長が、やけに嬉うれしかった。

「も、もしも何かあった時は、私が全身全霊の力を以もってパンジーちゃんを守るから、安心してほしいの！　私にはちゃんと秘策があるの！」

　ほんと、少し前と比べてすげぇ立派に──

「というわけで、まずはツバキを召喚するの！　そしたら、あとは何とかしてもらえるの！　私は怖いから、安全な逃走経路の確保と応援を担当するの！」

　なってない点も、多々見受けられるけどな……。

　この女の、いざという時も、いざじゃない時も、常にツバキに何とかしてもらおうという魂胆はどうにかならないものなのか……。





※






　時刻は十八時三十分。

　パンジーとヒイラギを連れて図書室に向かうと、すでにひまわりとあすなろが、読書スペースに座って、俺おれ達たちのほうをジッと見つめている。

　けど、どうしたんだ？　なんか二人とも、やけに心配そうな表情で俺を……ん？

　あれは──

「やぁ、待っていたよ。ジョーロ君、パンジーさん、ヒイラギさん」

「コスモス……会長……」

　そこにいた人物の名を呼ぶと同時に、俺は強く唾を飲み込んだ。

　やつれた頰、目の下の隈くま……生徒会室で会った時と同じなのだが、そこからは違う。

　瞳に強い怒りを燃やし、力強い眼まな差ざしで俺おれ達たちを見つめているのだ……。

「先程の、『また図書室で会おう。ひまわりさんも一緒に』という約束が、こんなに早く実現できるとは思ってもいなかったよ……」

　普段の図書室にいる時とは異なる、コスモスの様子。

　思わず逃げ出したくなるほどに恐ろしいが、そういうわけにもいかない。

「とりあえず、三人とも座ったらどうかな？」

　有無を言わさぬコスモスの気迫に圧おされて、俺おれ達たちは素直に指示に従った。

　読書スペースに流れる張り詰めた空気。

　それはまるで、コスモスの全身から溢あふれているようだった。

「さて、それでは話を始めようか」

　俺おれ達たちが座ったことを確認すると、コスモスがテーブルに愛用のノートを広げた。

「あ、あの……、コスモス会長は、全校集会の会議があるはずじゃ……」

「つい先程、あすなろさんにも同じことを聞かれたが……、まぁ、いいだろう。……なに、簡単な話だ。会議はもう終わったよ。元々、明日どんな情報を生徒達たちに開示するかと、その手順の話だけだったからね。さほど時間はかからない議題だったのさ」

「それはそうかもしれないですけど、でも、なんで図書室にわざわざ？　だって、コスモス会長は繚りよう乱らん祭さいの件で忙しいから──」

「その繚りよう乱らん祭さいの件で、重大な事実が発覚してね。是非とも、君きみ達たち……特にひまわりさんとパンジーさんと話したかったんだよ」

「…………っ！」

　やはり、そうか。繚りよう乱らん祭さいで大忙しのコスモスが、図書室に現れる理由なんて一つしかない。

　恐らく……、コスモスはもう知っているんだ。……全ての真実を。

「ジョーロ……」

　あすなろが、心配そうな眼まな差ざしで俺を見つめる。

　その隣に座るひまわりは、今にも泣き出しそうな表情だ。

　そんな二人に、俺は精一杯の笑顔で頷うなずいた。……当然ながら、虚勢ではあるが。

「ど、どうしてですか、コスモス会長？　だって、貴女あなたはずっと忙しかったではないですか！　とてもイルミネーションの件の詳細を調べる時間なんて……」

「あすなろさん、君とジョーロ君が生徒会を立ち去った後、誰かと会わなかったかい？　例えば、私と近しい立場にある生徒会役員の誰かとね」

　ワサビさんか……。ま、それ以外有り得ねぇよな。

「彼が私に進言してくれたよ。ジョーロ君とあすなろさんが、私に何か重要なことを隠している、とね。だから、調べたんだ。イルミネーションの件の詳細を。まったく……、一人で調べるのは骨が折れたよ。……だが、私は真実に辿たどり着つけた。……プリムラさんのおかげでね」

「プリムラが？」

「彼女が、私に謝罪をしてくれたのさ。『金曜日、本当はソフトボール部がイルミネーションを片づけるはずだったのに、わざとその指示を出さなかった。申し訳ない』と」

　プリムラ、あの後ちゃんとコスモスに謝りに行ってたのか。

　ってことは、そこから先は……

「ジョーロ君とあすなろさんの隠し事、プリムラさんの謝罪……、何やら妙な予感がしてね、そこからプリムラさんに詳細を確認させてもらったんだよ。そうしたら、色々と教えてもらえてね。……例えば、一年生の赤あか井い撫なでし子こさんの行動などを」

「……そういうことですか」

「……そういうことですよ」

　言葉を反復して返答するコスモスの癖。だが、その声はいつもの穏やかで優しい声ではなく、まるで日本刀のような鋭さで俺を斬りつけた。

　撫なでし子こがプール近くの花壇にイルミネーションを隠した。……この情報が知れれば十分だろう。

　なんせ、それを最初に発見したのは、……他ならぬコスモス本人なのだから……。

「…………私だったんだね。イルミネーションを破損させ、繚りよう乱らん祭さいを中止一歩手前にまで追い込んだのは……。……本当にすまない。ひまわりさん、パンジーさん」

　深く頭を下げ、懺ざん悔げの言葉を放つコスモス。

　守る側に立っていたと思っていた自分が、実は守られる側だったんだ。

　そんなの、本人からしたら最悪だよな……。

「あの、コスモスさん！　わたしが悪いの！　わたしが、ちゃんと中身を確認しなかったのがダメなの！　だから、コスモスさんは悪くない！」

「違うわ、ひまわり。悪いのは私よ。私が、貴女あなたに伝言をするだけではなく、同行するべきだったの。でも、それをしなかった。だから──」

「二人とも、静かにしてくれ！」

「「…………っ！」」

　ひまわりとパンジーを黙らせる、コスモスの強い叫び声。

　開かれた愛用のノートを見ると、いくつかの水滴が確認できた。

　それが何かなんて……、言うまでもない。

「わ……、私だ！　私が悪いんだ！　私が忙しいからと、指示を出すだけにして、自分の作業をないがしろにした！　常にルールを重んじるべきだと行動した結果、不満を持っている生徒を生み出した！　……それが、こんな結果にしてしまったんだ！」

　ちげぇよ……、コスモス。てめぇの一番よくないところは、そこじゃねぇ。

　たった一人で、何でも抱え込んじまうところだよ……。

「君きみ達たちへの話の本題はこれだ。私が誤った指示を出してしまったが故に、イルミネーションが破損してしまった。……だから、責任は私が取る。君きみ達たちは何も心配しなくていい」

「責任を取るって……。コスモス会長、貴女あなたはいったい何を……」

「決まっているだろう、あすなろさん。明日の全校集会で、真実を全て生徒達たちに伝える」

「なっ！　ダ、ダメですよ！　そんなことをしてしまっては──」

「君らしくないよ、あすなろさん。新聞部は、真実を生徒に伝えるために活動しているのだろう？　私は、同じことをするだけさ」

「そ、それは……その通りですが……、その通りですけど、貴女あなたは状況が違うじゃないですか！　分かっているんですか!?　これ以上、問題が大きくなったら、繚りよう乱らん祭さいの中止もですが……、貴女あなたの……貴女あなたの大学の推薦の話がなくなってしまうんですよ！」

「そんなことになってしまう……の？」

　それは、パンジーも知らなかった事実だったのだろう。

　こんなにも絶望したパンジーの声は、初めて聞いたな……。

「それなら、猛勉強をして一般入試で合格すればいいだけさ。幸い、生徒会は繚りよう乱らん祭さいが終わったら代替わりが行われるし、そこから先……私にはたっぷり時間ができるからね」

　その言葉の意味は、ここにいる誰もが理解できた。

　コスモスは、ひまわりと同じ手段を取ろうとしているんだ。

　イルミネーションを壊してしまった自分がいては、図書室の評判が落ちてしまう。

　それでもし利用者が減ってしまったら、一学期の問題が再発する。

　だから、もう図書室に来るのをやめて……

「……ダメ。ダメだもん！　コスモスさん、言っちゃダメなの！」

　ひまわりが堪こらえきれなくなったのか、瞳に涙を溜ためて叫ぶ。そして……

「そうです。コスモス会長が真実を伝える必要はありません」

　即座にパンジーがそれに続いた。

　ただ、問題はこの後だ。コスモスが真実を伝えることに反対な点は、ひまわりとパンジーは同じ。だが、そこから先が違う。

「明日、全校集会があるなら好都合です。そこのタイミングで、私がひまわりに対して指示を出した結果、イルミネーションが破損したと伝える時間を下さい」

　やっぱ、パンジーの狙いはそれか。そのために、今まで何も言わなかったんだよな。

　自分が真実を伝えたら、コスモスもまた真実に辿たどり着つく。

　……だから、ギリギリ限界いっぱいまで黙って、最後の最後で伝えるつもりだったんだ。

　だが、その方法は……

「パンジーちゃんもダメなの！　わたしのせいにするのが、一番なの！」

　当たり前だが、ひまわりが認めるはずがない。

「ダメよ、ひまわり。貴女あなたは、来年もテニス部で活動があるでしょう？　大好きなテニスを続けるためにも、このままの状況なんて認められないわ。コスモス先輩も、医学部の推薦の件がある。……でも、私は別。他の人ひと達たちに嫌われてしまっても……、少し前と同じに戻るだけよ」

「二人とも、いい加減にしてくれないか？　私が責任を取ると言っているのだから、それでいいだろう？　全ての真実を伝えるという点においても、私の行動が最も正しい」

　まずいな……。この状況って……

「それは正しくても正しくないの！　コスモスさんは頭でっかち！」

「……なっ！　わ、私が頭でっかちだと？　……そ、それなら、ひまわりさんだって勝手に自分で決め付けて、子供染じみた行動をしているじゃないか！」

「そんなことないもん！　わたし、もう子供じゃないもん！」

「……ひまわりもコスモス先輩も、どちらも子供よ」

「パンジーさん！」「パンジーちゃん！」

　気づけば三人は立ち上がり、お互いを強くにらみ合っていた。

　やべぇな……。今の状況でこの三人が揃そろっちまったら、何かが起きるとは思っていたが、ここまでの事態は想定していなかった。

「以前から思っていたけど、コスモス先輩もひまわりも直情的過ぎるわ。少しは冷静に物事を見る視野を持つべきではないかしら？」

「その言葉だが、そっくりそのまま返させてもらうよ。パンジーさんのほうこそ、直情的になって、責任は自分一人で取ろうとしているではないか」

「……なんですって？」

「コスモスさんもパンジーちゃんもうるさい！　頭いいこと言っても、わたし分かんない！　わたし、おバカだから……。おバカだから、わたしのせいでいいの！」

　このままじゃ、繚りよう乱らん祭さいのこと以前に三人の絆きずながぶっ壊れちまう。

　なんとか、俺が止めねぇと……っ！

「おい、てめぇら、一度落ち着けよ。ま、まずは話し合おうぜ。俺はそのために……」

「ジョーロ君は黙っていてちょうだい。この問題に関して、貴方あなたは無関係よ」

「うっ！」

　やばい……。分かっていたことだが、パンジーもかなり頭に血が上ってる。

　ぶっちゃけ、ここまで関わってんだから無関係なわけねぇんだが、それを言っても確実に聞き入れてもらえないだろう。

　どうする？　この言い合いで結論が出ることはない。

　三人とも、自分の意見を譲るつもりが微み塵じんもねぇんだから。

「ジョ、ジョーロ……っ！」

　あすなろが、焦燥した視線を俺へと向ける。

　……やっぱり、決めるしかねぇのか？

　真実を誰にも伝えることなく明日の全校集会を迎えて、ひまわりを犠牲にする方法。

　真実を中ちゆう途と半はん端ぱに伝えつつ明日の全校集会を迎えて、パンジーを犠牲にする方法。

　全ての真実を伝えつつ明日の全校集会を迎えて、コスモスを犠牲にする方法。

　そのどれかの方法を取る結論へと、辿たどり着つかなきゃなんねぇのか？

「い、い、い…………」

　その時、今まで静観を保っていたとある人物の体がプルプルと震え始めた。

　何かをこらえるような、恐れるような、そんな動きだ。

　そして……




「いい加減にするのだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」




　ヒイラギが、立ち上がり叫んだ。

「「「……っ!!」」」

　まさか、ヒイラギがこんなことをするとは思ってもいなかったのだろう。

　三人とも思わず、言葉を失って啞あ然ぜんとヒイラギを見つめている。

「ふぅー！　ふぅー！　我とツバキも喧けん嘩かするけど、ちゃんとお話は聞き合うのだ！　なのに、三人とも聞いてないのだ！　自分の自分のって、自分ばっかりが正しいと思っちゃダメなのだ！　正しいはいっぱいある！　だから、どの正しいにするか、ちゃんと話し合わないとダメなのに……、なんでそれができないのだ！」
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　力強いヒイラギの慟どう哭こく。これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような叫び。

　すげぇよ、ヒイラギ……。まさか、ここまでのことをてめぇが言うとは思わなかったぞ。

　ただ………………なぜ、後ろ向きで叫んでしまったのだ？

「まったく！　今日は本当にひどいのだ！　みんな、喧けん嘩かばっかりなのだ！　喧けん嘩かばっかりはダメなのだ！　全然楽しくないのだ！」

　ヒイラギの怒りの言葉が続く。…………後ろ向きで。

　正面から確認したら、それはもうひどい表情をしているのだろう。

　多分、内心では相当ビビッてるんだろうなぁ～。

「はい！　三人とも席に座るのだ！　そ、それで、もう怒ってなかったら我に言うのだ！　そしたら、我も座るのだ！　あ、あと、ジョーロは可及的速やかにツバキに連絡をするのだ！　ツバキなら、きっと我を守ってくれるのだ！」

　折角、途中までは結構まともだったのに、やはり最終的にはツバキコースだった。

「いや、さすがに今からツバキを呼んでも……」

「大丈夫なのだ！　ツバキなら、親友の我が危機と知れば、すぐに……三秒くらいで駆けつけてくれるのだ！　はよ！　はよはよ！」

　ツバキは、ピンク色のドアと四次元的なポケットでも持っているのだろうか？

　けど、ツバキを呼ぶ必要はねぇぞ、ヒイラギ。

　だって三人とも……

「ごめんなさい、ヒイラギ。嫌な思いをさせてしまって……」

「ヒイラギちゃん、ごめんね……」

「すまない、ヒイラギさん」

　もう、怒ってねぇからさ。

「ほ、ほんとなのだ？　ほんとに怒ってないのだ？」

「ええ。だから、貴女あなたも座ってちょうだい。それで、一緒に紅茶を飲みましょ。今、準備をするから」

「パンジーちゃんの紅茶！　嬉うれしいの！　私、パンジーちゃんの紅茶、とってもとっても大好きなのぉ～！」

　パンジーの優しい声を聞いて安心したのか、普段の口調に戻ると、ヒイラギは満面の笑みで椅子へと座った。……まだ何も解決はできていないが、先程までの張り詰めた空気はなくなり、どこか穏やかな雰囲気が、俺を安心させてくれる。




　……それから、パンジーが淹いれてくれた紅茶を、みんなそれぞれが飲む束つかの間まの休息。

　だが、それが偽りの平穏であることは、ここにいる誰もが理解していた。

「あの、ヒイラギ。今とは別件なのですが……、先程は図書室で怒鳴ってしまって申し訳ありませんでした。貴女あなたは何も悪くないのに、嫌な気持ちにさせてしまいましたよね……」

　少し落ち着いたタイミングで、あすなろがやや遠慮気味にヒイラギへ声をかける。

　本当はもっと早く謝りたかったのだろうが、さすがに状況が状況だったもんなぁ。

「大丈夫なの！　優しいあすなろちゃんに戻ってくれたなら、とってもとっても満足なの！」

「あ、ありがとうございます……。ヒイラギは、すごいですね……」

「ふふぅ～ん。もっと褒めるのぉ～」

「分かりました！　一生懸命、褒めさせていただきます！」

　あすなろに頭を撫なでられ、嬉うれしそうに微笑ほほえむヒイラギ。

　肝心のイルミネーションの件は未解決だが、一つの問題が解決できて安心した。

　さてと、となると残りは……、

「やはり、明日の全校集会では全てを伝えるべきだと思うんだ」

　紅茶をゆっくりと飲み込んだ後、コスモスがそう言った。

「で、でも！　それじゃ、コスモスさんが……っ！」

「ありがとう、ひまわりさん。……けど、さっきとは違うんだ。……今回の問題、私にもパンジーさんにもひまわりさんにも、それぞれ至らない点があったと思う。……だから、三人で一緒に全校集会で謝らないかい？」

　そういう、ことか……。

　このまま、誰か一人を悪者にすることは、三人とも納得ができていない。

　だからこそ、三人で。

　みんなでハッピーエンドに辿たどり着つけないなら、もう一つの道をみんなで歩くってことか。

「色々とやることが増えてしまいますね」

　パンジーが、どこか穏やかな声でそう言った。

「そうだね。私の受験、パンジーさんの図書室、ひまわりさんのテニス部。信用を取り戻すのに、ひと苦労しそうだよ。……でも、できなくはないと思う」

「うぅ～……。でも……」

「大丈夫ですよ、ひまわり！　私も協力しますから！　一人で頑張るより、一緒に頑張ったほうが楽しいと思いませんか？」

「あすなろちゃん……」

　まだ一人だけ、納得ができていなさそうなひまわりに、あすなろが笑顔を向ける。

「……わかった。わたしも……わたしも、コスモスさんのにさんせー！　みんなであやまる！」

「ありがとう、ひまわりさん」

　まるで憑つき物ものが落ちたかのような、優しく穏やかなコスモスの笑顔。

　これだよ……。やっぱりコスモスには、この笑顔が一番よく似合ってる。

「ふふっ。けど、まさか私が、あんな風に君きみ達たちと喧けん嘩かをするとは思わなかったな。……これはこれで、貴重な経験だったよ」

「そうですね、コスモス先輩」

「あはは！　そだね！　わたしもびっくりだった！」

「み、みんな、また喧けん嘩かするの!?　ダメなの！　喧けん嘩かは怖いの！」

「大丈夫だよ、ヒイラギさん。もう、喧けん嘩かはしないさ」

「それなら、安心なのぉ～！」

　コスモスの言葉を素直に受け取り、上機嫌に笑いながら紅茶を飲むヒイラギ。

　本人はまるで気がついていないが、今回の件で一番のＭＶＰは間違いなくこいつだ。

　本当にありがとな……、ヒイラギ。

「さて……、では私は、そろそろ生徒会のほうに戻るとするよ。繚りよう乱らん祭さいの件で、まだやっておかなくてはならないことがあるのでね」

　紅茶を飲み干したコスモスが、愛用のノートを握り締めながら立ち上がる。

「では、ひまわり！　私わたし達たちも戻りましょうか！　ここからは一緒ですからね！　一人で、なんでもしようとしないで下さいよ！」

「うん！　一人はさみしいから、もうやだ！　わたしも、あすなろちゃんと一緒がいい！」

　続いて立ち上がったのは、あすなろとひまわり。仲睦むつまじく、二人笑顔で歩き出した。

「パンジーちゃん！　私、一人だと怖くて教室まで帰れないの！」

「大丈夫よ。私が一緒だから、心配はいらないわ。ヒイラギ」

「やったの！　とってもとっても嬉うれしいのぉ～！」

　ほんと、ヒイラギはパンジーにベッタリだな。

　ただ、それをパンジーが嫌けん悪おする様子はない。むしろ、どこか嬉うれしそうだ。

　今までずっと、同じクラスに友達はいなかったからな。

　パンジーにとっても、ヒイラギは大切な存在になっているのだろう。

　そんじゃ、全員立ち上がって出発したし、俺もそろそろ行動するとしよう。

　……明日の全校集会。

　そこでコスモス、パンジー、ひまわりは、全校生徒の前で謝罪をする。

　だが、たとえどれだけ気持ちをこめた謝罪をしたとしても許してもらえるとは限らない。

　……でも、大丈夫さ。俺おれ達たちは今までだって、どんなトラブルも乗り越えてこれた。

　みんなで助かる道がないなら、みんなで犠牲になる道を選ぶ。

　てめぇらがそうするってんなら、俺から文句は一切なしだ。もちろん、付き合うぜ。

　完かん璧ぺきなハッピーエンドに、無理して辿たどり着つこうとなんてしなくていいんだ。

　一緒に乗り越えていこうな、コスモス、ひまわり、パンジー……。




　──とか、俺が言うと思ったかぁぁぁぁぁぁぁ!!

　んなわけねぇだろが！　三人が謝罪!?　みんなで一緒に乗り越える!?

　そんな終わりなんざ、俺が認めるわけがねぇ！

　俺が目指すのは、ただ一つ！　俺にとって、最高に都合のいい終わりだ！

　だから、どんな手段をとっても俺と関わりのある奴やつらだけは、どうにかする！

　あとの奴やつらは、知らん！

　大体なぁ！　どう考えても、今回の件で一番悪いのはプリムラと撫なでし子こだろが！

　特にプリムラ！　あいつが噂うわさを真に受けたから、こんなことになったんだ！

　ポッと出の女共のために、パンジー達たち三人が犠牲になるとか、バカか！　バカか!?

　無論、これ以上奴やつらを責めるつもりはないが、かといって許しもせんわ！

　しぃぃぃっかりと、俺に協力してもらって、責任はとってもらうからなぁ！

　くっくっく！　なんせ、時刻は現在十九時。

　そろそろ、いい時間になってくれたからなぁ！

　それじゃあ、始めさせてもらおうか！　俺が準備している、とびっきりの大作戦をよ！

　コスモス、パンジー、ひまわり、てめぇらは気づかなかったよなぁ!?

　確かに、今の状況はどうしようもねぇ……。かんっぜんに、八方塞がりだ！

　ならば！　九方目に突き進めば、いいってわけよ！

　それこそが、俺にとって最高に都合のいいハッピーエンドに続く道だ！

　つっても、知られたら止められるって分かってたから、言わなかったんだけどな！

　パンジー達たち三人……特にコスモスは、なんやかんやで根が真面目で責任感が強いからな。

　たとえ、俺と同じ手段を思いついても、実行することはないだろう。……が、俺はする！

　俺が信じる、俺の道を突き進むんだよ！

　見とけよぉ！　ここからは、俺がやりたいようにやらせてもらうからな！
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　俺とあすなろが、真相を知った翌日の朝。

　普段ならば、ＨＲが始まるまでは教室でダベって時間を潰しているのだが、今日は違う。

　僅かに熱を帯びた背中の痛みと共に、俺が向かったのは体育館。

　……いや、俺だけじゃない。

　今、西にし木き蔦づた高校に所属するほぼ全ての生徒が、ここ──体育館へと集まっているのだ。

「なぁ、本当に全校集会が開かれたよ……」

「ってことは、やっぱり繚りよう乱らん祭さいは……」

「ま、まだ決まったわけじゃないだろ！　話をちゃんと聞いてからじゃないと……」

「大丈夫なの？　本当に、大丈夫なの……？」

　体育館に集められた生徒達たちが口々に呟つぶやく内容は、当然ながら繚りよう乱らん祭さいの件。

　これから、ここで行われる全校集会。

　繚りよう乱らん祭さいの開催可否……、そして、イルミネーションの件の真相が、三人の少女──コスモス、パンジー、ひまわりの口から伝えられる。

　本来であれば、生徒会に所属していない一般生徒の俺は、他の生徒達たち同様にクラス毎ごとに整列するのだが、色々と今回の件にかかわった都合上、現在位置は体育館のステージ裏。

　もちろん、そこにいるのは俺や生徒会のメンバーだけではない。

　他にも……、

「今日の流れだけど……、最初に私が一人で、繚りよう乱らん祭さいが延期になった旨むねを全校生徒に伝える。それが終わったら、二人も壇上に来てもらえるかい？　そこからは、三人でイルミネーションの件を伝えて、謝罪をしよう」

「うん！　わ、分かった！　コスモスさんの合図を待てばいいんだね？」

「その通りだよ、ひまわりさん。……それと、イルミネーションの件についても、主に私が説明する予定なのだが、それは問題ないかな？」

「はい。コスモス先輩が、人前で話すのは一番慣れていると思うので……」

「ありがとう、パンジーさん」

　今日、壇上に上がるパンジーとひまわりもいるってわけだ。

　……ちなみに、クラスにパンジー以外まともに話せる相手がいない、スーパー人見知りのヒイラギはどうしているのかという話だが……

「サザンカちゃん、ツバキ！　私から離れちゃダメなの！　こんな沢山の人の中に置いてかれたら、私、死んじゃうの！」

「だー！　分かったから、少し離れなさいよね！　いちいち、腕を摑つかまないでよ！」

「……これだから、ヒイラギは……」

「ふぅ～！　これで安心なのぉ～！」

　ちゃっかり、うちのクラスの列に紛れ込んで、今はサザンカとツバキそれぞれの腕に自分の腕をガッシリとからめて、満足気に微笑ほほえんでいる。

　本人としては鉄壁の布陣のつもりなようだが、巻き込まれた二人はとても迷惑そうだ。

　まったく、あいつは成長してんだか、してないんだか……って、今は考える必要はないか。

　それよりも気にすべきは、……パンジーとひまわりとコスモスのことだ。

　この三人と一緒に体育館のステージ裏にいるなんて、まるで百ひやつ花か祭さいの時の花か舞ぶ展てんみたいだが、今から行われるのは花か舞ぶ展てんみてぇな、華々しいもんじゃねぇ……。

　報告と謝罪。

　なぜ、イルミネーションが破損してしまったか？　その結果、繚りよう乱らん祭さいがどうなるか？

　それらを生徒達たちに伝えた後、三人は謝らなくてはならないのである。

　果たして、生徒達たちはそれを受け入れてくれるのだろうか？

　もし、受け入れてもらえなかったらと考えると…………、ゾッとするな。

「「…………」」

　パンジーとひまわりは、かなり緊張しているのだろう。

　二人とも無言のまま、時折、不安げな視線を俺にチラチラと向けている。

　ただ、そんな空気でも一人だけ冷静なのは、

「大丈夫だよ。ただ、みんなの前で話すだけ。何も心配する必要はないさ」

　生徒会長のコスモスだ。普段の乙女チックな様子はまるでなく、頼れる生徒会長としての威厳に溢あふれているこいつだけは、普段通り……いや、普段以上に冷静な様子だ。

「ふぅ……。そろそろ始めようか」

　コスモスは、凛りんとした態度のまま一歩前へと踏み出した。

「……さて、では行ってくるよ。私が繚りよう乱らん祭さいについての話を終えたら合図を出すから、そのタイミングでひまわりさんとパンジーさんも来てもらえるかい？」

「……はい、分かりました」

「うん！　わたし、待ってるね！」

　一人、ゆっくりと力強い足取りで壇上へと向かっていくコスモスの後ろ姿を見ていると、俺もまた緊張で胸が苦しくなる。

　本当に大丈夫なのか？　ちゃんと、うまくいくだろうか？




「皆、おはよう！　今日は、大切な報告をさせてもらうために、こうして体育館に集まってもらったんだ！　手間をかけさせてしまって、申し訳ない！」

　いよいよ、全校集会が始まった。

　壇上に立つコスモスが、緊張など一切感じさせない力強い声をあげ、全校生徒の注目を一身に集めている。本人は緊張していない様子だったが、体は正直だな。

　よく見ると、愛用のコスモスノートを普段よりも強く握り締めている。

　その後、やけに達観した笑顔で俺のほうを見ると……って、なんでこのタイミングで、コスモスは俺のほうを見たんだ？　まずい……。なんか無性に嫌な予感がする。

　コスモスの奴やつは、いったい何を──




「イルミネーションが破損したのは……、全て私──秋あき野の桜さくら一人の責任だ！」




　んなっ！　コ、コスモスの奴やつ！　何してんだよ!?　ちげぇだろ！

　本来の手順だったら、繚りよう乱らん祭さいが延期になる旨むねを伝えてから、イルミネーションの件は、コスモスとパンジーとひまわりの三人の不注意で破損したって伝えるって言ってたじゃねぇか！

　なのになんで、一人で責任を……って、まさか……、あいつ、昨日はわざと……

「コスモス会長がイルミネーションを？」

「おい、それってどういうことだよ？　イルミネーションはテニス部の……」

　ざわつく体育館。全ての生徒達たちが、固唾を飲んでコスモスを見つめている。

「いけないわ……。私も行かないと……ひまわり」

「う、うん！　わたしも行く！」

　大慌てで壇上へ向かおうとしたひまわりとパンジー。

　それを、すんでのところで俺は止めた。

「待て！　てめぇらは動くな！　まず、コスモス会長の話を聞け！」

　お、落ち着け……。まだ、全部が終わったわけじゃない。

　コスモスの行動はかなり予想外だが、それでも俺の作戦が失敗したわけじゃない。

　だから……、ここは耐えるしかない！

「今回の件で、私は自分の作業が忙しいことを理由に、本来であれば自分でやらなくてはならないことをないがしろにし、他の生徒に曖昧な指示を出した！　それが原因で、その生徒はイルミネーションの入った袋をゴミと勘違いしてしまい、捨ててしまったんだ！」

　コスモス……、てめぇは最初からこうするつもりだったのか？

　三人で謝るって話にして、ひまわりとパンジーを納得させて……。

　ただ、その話は全部噓うそで最初から自分が責任を取るって決めてたのか？

　なんで、んなことをしちまうんだよ……。

「ダメ！　このままじゃ、コスモスさんが……っ！　ジョーロ、放して！」

「放さねぇよ！　まだだ！　まだ、終わったわけじゃねぇんだ……」

　再びコスモスのところへと向かおうとしたひまわりの腕を俺は押さえつけ、どうにかその動きを静止する。かなりの力で暴れているが、こっちにだって意地がある。

　ここで、ひまわりとパンジーを行かせるわけには、ぜってぇいかねぇんだ……。

　もし行かせたら、絶対に壇上でトラブルが起きる。そうなったら、今度こそ本当に終わりだ。

「終わってない？　ジョーロ君、貴方あなたは……」

　パンジーが俺の言葉の奇妙さに気がついたのか、鋭く細めた視線を向けてくる。

　だから、俺は静かに頷うなずいた。

「…………分かったわ。ひまわり、私わたし達たちはここにいましょう」

「で、でも、パンジーちゃん！」

「コスモス先輩が行動してしまった以上、ジョーロ君を信じるしかないわ。……いいのよね？」

「ああ、全責任は俺が持つ」

　とか言ってみたが、ぶっちゃけ俺も気が気じゃない。

　本当は、もう少しだけ時間がほしかった。なんせ、まだこっちの準備は整ってねぇんだ……。

「悪いのは全て私だ！　だから、どうか他の生徒を責めるのをやめてほしい！　この通りだ！」

　やめろよ、やめてくれよ……。なんで、てめぇが一人で全部背負っちまうんだ？

　三年生だからか？　生徒会長だからか？

　ちげぇだろ……。てめぇは、……ただのコスモスだろ……。

「皆が楽しみにしていた繚りよう乱らん祭さいに泥を塗るようなことをしてしまい、本当に申し訳ない！」

　ひたすらに、全校生徒へ深々と頭を下げながら、今回の件を語るコスモス。

　生徒達たちはその謝罪に対して、どう反応すればいいか分からないようで、困惑した様子だ。

　まだか……？　まだなのか……？　…………はやく！　はやく来てくれよ！

　じゃねぇと、コスモスが……

「もちろん、謝罪だけで済まない話であることは十分に理解している！　だから、これから私が必ず皆の希望を叶かなえてみせるから！　その……、現状、予定通り繚りよう乱らん祭さいを開催することはできないのだが、延期させることで私が責任を持って──」




「ちっがぁぁぁぁぁう!!　繚りよう乱らん祭さい、灯とう花か式しき！　共に予定通り、開催できる!!」




　その瞬間、体育館の扉が力強く開き、一人の男の言葉が激しく木霊こだました。

　あまりにもバカでかい声に、全校生徒の注目は全て集まり、コスモスは思わず言葉を止めて、啞あ然ぜんとその男の姿を眺めている。

　さり気なく男の隣には、息を切らせて膝を手につけているあすなろがいるが、男の存在感が大きすぎるため、あまり目立ってはいない。

　……間に合った！　間に合ったぞ！　やっと、来てくれたか！

「くっくっ…く。長かった……、ここまで、本当に長かった…ぞ！」
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　男は、いつも通りの語尾をちょっと溜ためる口癖のまま、壇上へと向かっていく。

　普段から目の下に隈くまが目立っているが、今日は特に酷ひどい。

　もはや、隈くまを通り越して真まっ黒くろなペンキでも塗ったんじゃないかってぐらいだ。

　恐らく、徹夜で作業をしていたんだろうな。……この人にとっての絶好のチャンスのために。

「はぁ……。はぁ……。ジョーロ！　間に合いましたよ！　もう、大丈夫です！」

「ああ！　そうだな！　いや、マジで気が気じゃなかったよ！」

　フラフラとおぼつかない足取りで、こっちへ向かってきたあすなろと俺はハイタッチをした。

　ここまで、ずっと一緒に戦ってくれた最高の仲間と。

「パンジー、ひまわり！　もう大丈夫だ！　これで全部問題は、解決したぞ！」

「ジョ、ジョーロ、どーいうこと？」

「ひまわり、落ち着いてちょうだい。今は、ジョーロ君が言っていた人の様子を見ましょう」

　俺の言葉の意味をまだ理解し切れていないひまわりは混乱しているが、パンジーは俺を信用してくれているようで、静かに様子を見ている。

　今しがた、とんでもなくバカでかい声で体育館に現れた、一人の男を。

「秋あき野のにできて俺にできないことなど、何一つない!!　秋あき野の！　貴様の天下もここまでよ!!　ここで会ったが百年目！　今こそ、この俺の輝かしい人生が始まるのだぁぁぁぁぁ!!」

　もはや、言い回しが魔王である。

　どうやらあの人は、テンションが上がりに上がると語尾を溜ためる癖がなくなるようだ。

　──さてと、ほんじゃまそろそろ、説明することにしよう。

　実を言うと今回の件で一人だけ、最初から最後まで俺おれ達たちの味方だった人物がいたのだ。

　ああ、一つ誤解のないように伝えておくと、新しく唐突に現れたキャラとかじゃないぞ。

　最初からずっと登場しているし、俺も付き合いが長い人だ。

「繚りよう乱らん祭さいが延期!?　灯とう花か式しきのイルミネーションを秋あき野のがどうにか用意する!?　 すでにイルミネーションは確保してあり、実行できる準備は整っているというのにか!?　笑止！　笑止笑止！　圧倒的笑止で、逆に笑いが溢あふれかえるわ！　ふははははは!!」

　でだ、それが誰かという話だが……、おっと、その人物がふてぶてしく壇上に上がったことで、コスモスがようやく正気に戻ったな。

　なら、きっとコスモスからその人物の名前が教えてもらえるだろう。




「ど、どういうことなんだい!?　 …………山やま田だ!!」




　ちなみに山やま田だっていうのは会計の人だ。

　かなり重要だし、紹介はしっかりとさせてもらうぞ。

　山やま田だ一かず葵き、フルネームを省略して『山葵ワサビ』となる、西にし木き蔦づた高校の三年生。

　成績は常に学年二位。生徒会選挙でもコスモスに敗れ、本来であれば副会長になるはずだったのだが、『副』という言葉に嫌けん悪お感かんをもったようで、『会計』という職についた変わり者。

　毎度毎度、コスモスに挑んではボロ負けしているのだが、なんやかんやで優秀なので、コスモスにも認められているライバルのような存在だ。……全敗してるけど。

　気づいてる人は、気づいちゃってたかな？

　ついでに、ささやかな情報を追加すると、実は生徒会内の後輩で、俺の同級生の女子と付き合ってたりする。……これ以上、人が増えても困るから、その子の紹介は特にしないけど。

　──そう。ワサビさん改め山やま田ださんだけは、ずっと俺おれ達たちの味方だった。

　まぁ、コスモスの仲間かどうかって聞かれると怪しいんだけど……、多分仲間だ。

　俺おれ達たちが、イルミネーションの事件の真相を追っている時、山やま田ださんには別行動で繚りよう乱らん祭さいを開催するための方法を探ってもらっていた。そしてついに今日、実現することができたんだ。

　上手うまくいく確証なんてなく、かなり綱渡りの状況だったが……、それでも何とかなった。

　繚りよう乱らん祭さいを実行するために必要な…………、イルミネーションの調達が。

「どうやって!?　繚りよう乱らん祭さいで使うイルミネーションは破損してしまったではないか！　再び手に入れるには予算が必要だし、そもそも用意する時間が……」

「くっくっく。秋あき野のが俺に質問を！　質問をしている！　なんというエクスタスィー！　感じる！　感じるぞぉ！　歓喜が我が体内で、小気味よくサンバを嗜たしなんでおるわ！」

　落ち着け、変態。

　今まで、まともな台詞せりふがほとんどなかったのは分かるが、はしゃぎすぎだ。

「後半の質問から答えてやろう！　用意する時間ならば問題ない！　予算を確保した直後、業者を探し回ったからな！　交渉には時間がかかったが……、先程、一つの業者から『可能である』と言げん質ちをもらってきたのだ！」

　俺が待っていたのは、これ。

　たとえ予算が確保できたとしても、新しいイルミネーションを用意するのには時間がかかる。

　だから、山やま田ださんと俺とあすなろは、学校が終わった後に合流し、用意してもらえる業者を探すのに必死になっていた。

　そして、『諦めたらそこで俺の勝利が消え…る！　この千載一遇のチャンス……、必ずものにしてくれる…わ！』と、何かに取とり憑つかれたように頑張ってくれた山やま田ださんが、『できるかも』と言ってくれた業者を発見し、早朝からあすなろと共に交渉へと向かってくれていたわけだ。

「な、なら予算は!?　予算はどうやって……」

　予算の件は、コスモスとしては一番気になっているところだろう。

　なんせ、そこがどうにもならないから、ずっと頭を抱えていたわけだしな。

「ふっ。その答えならば、昨日の生徒会で秋あき野の……お前自身が言っていたではないか！」

「私自身……が？」

　そう、答えは昨日、俺とあすなろが生徒会に訪れた時にコスモスが言っていた言葉……、

『クラスや部活動の出し物を、半分ほど中止にすればできるんだ。そうして生まれる、レンタル料や資材の削減分の予算を全てイルミネーションに回せば、ね』

　にある。

　ようするにだ……

「半分にしたのだよ！　各クラスや部活動の出し物をな！　……そうだろう、みんな！」

　山やま田ださんが全校生徒に向けて語りかけるような動きをすると、それを待っていたかのように生徒達たちは笑顔で大きく頷うなずいた。

「なっ！　それではダメだ！　半分の生徒達たちの希望が……」

「いいや、何も問題はない！　なぜなら、出し物を半分中止にしたのではなく、合併させることで予算を生み出したのだからな！」

　これが答え。繚りよう乱らん祭さいの出し物を中止にするのではなく、合併させる。

　そうすれば、全員がやりたいことを完かん璧ぺきにはできなくても、十分に楽しめる。

　それに、案外合併したらしたで、別に面白いことができるかもしれないからな。

　ただ、コスモスは……ああ、やっぱりな。

　まだ納得がいってない、不満そうな表情をしてるよ。俺の予想通りだ。

「い、いや、それでは納得のできない生徒が……」

「大丈夫だよぉ～ん！　みんなで協力して、繚りよう乱らん祭さいをやったほうが楽しいし、気持ちいいと、わたしゃ思っとるよぉ～！　ねぇ、みんなもそう思わなぁ～い!?」

　その時、一人の少女の声が体育館に木霊こだました。

　そして、その少女の問いかけに対し……

「私も、合同で問題ありませんわ！　納得も十分にできていますわ!!」

「うん！　俺も賛成！　……全然オッケーだよ、コスモス会長！」

「今回は、私わたし達たちが頑張りたいの！　だから、大丈夫だよ！」

「あ、みんな！　一組は二組と協力して、コスプレお化ばけ屋や敷しきだからねぇ～ん！　どんなお化ばけ屋や敷しきになるか、わたしゃさっぱりで面白そうだよ！」

「テニス部は野球部と合同で、テニスボールとラケットを使ったホームランチャレンジだよ！　ちなみに、成功者への景品は、わたあめにするみたい！」

　次々と、他の生徒達たちが続いていく。体育館内に響き渡る、生徒達たちの声援。

　いや、声援だけじゃない。おまけに拍手まで起きて大盛り上がりだ。

　最初にでかい声を出したのがプリムラで、それに続いたのが撫なでし子こだな。

　助かるよ。わざとでかい声で叫んで、他の生徒も叫びやすい空気を作ってくれたんだな。

　ふと、ステージ裏から覗のぞいて目が合うと、二人とも揃そろって俺にＶサインを向けてきた。

　だから、俺もＶサインで返答する。……ここまで手伝ってくれた、協力者達たちへ。

「わ、分かったよ。皆が、問題ないのなら……、私はその意見を尊重する……」

　ここまでされてしまっては、首を縦に振らざるを得なかったのだろう。

　渋々と、コスモスが納得する素振りを見せた。……これが、コスモスの欠点だ。

　あいつは、生徒会長としての責任感か、変に真面目な性格が原因か、とにかく全員の希望をしっかりと叶かなえようとする。だからこそ、俺ですら思いついた『合併』という答えに辿たどり着つけない……いや、そもそも辿たどり着つこうとしないんだ。

　それはある意味、生徒達たちに我慢を押し付けることになってしまうから。

　やっぱ、黙ってて正解だったな。

　あの様子を見る限り、知られていたら反対してきたどころか、阻止されかねなかったな。

「ふっ。その態度……、昨日ジョーロに言われた通り、秋あき野のを図書室に誘導したのは正解だったようだな！」

「き、昨日？　ジョーロ君に言われて誘導？　ま、まさか、図書室のあれは……っ！」

　コスモスが驚いた表情で、ステージ裏の俺へと視線を向ける。

　だから、不敵な笑みで俺は返答をしてやった。

　ようやく、気づいたか。そうだ、昨日の図書室……、あそこにコスモスを呼んだのは俺。

　山やま田ださんやプリムラに頼み、わざとコスモスに情報を流して図書室に呼び寄せたのだ。

　そうすれば、足止めができるからな。

　山やま田ださんが、各クラスや部活に交渉する間、コスモスの妨害はなくなるってわけさ。

　ま、俺のご定番の得意技、『自分を囮おとりにして、他に動いてもらう』だよ。

　ただ、あそこまで激しい口くち喧げん嘩かが勃発したのは予想外だったから、かなり焦あせったけど……。

「ねぇ、ジョーロ君。一つ教えてほしいのだけど、貴方あなた達たちはどうやって、全校生徒を説得したのかしら？　時間があれば可能かもしれないけど、貴方あなたが真相に辿たどり着ついたのは昨日……、それも下校時間まで、あまり時間がない状況だったわよね？」

　ふと、隣のパンジーが俺に対して疑問を呟つぶやく。

　もちろん、その通りだ。本来であれば、こんなトントン拍子で話が進むはずがない。

　だが、そうしなければ今回の事件は解決できなかった。

　だからこそ……、

「ちと協力してもらったんだよ。…………真犯人にな」

　俺が、『噂うわさ』を流したんだ。

　と言っても、別に根も葉もない噂うわさを流したわけじゃないからな？

　俺が流した噂うわさの内容は、『このままでは、繚りよう乱らん祭さいが中止になる。コスモス会長には、どうにもできそうにない』だ。

　こんな普通の内容で、噂うわさが広まるのかって思うだろ？

　もちろん、これだけじゃダメだ。……だから、一つだけ加えたんだよ。

　どんな普通の内容でも、メチャクチャ重要にできる秘密の言葉を。

　ヒイラギがそうだったからよく分かっているが、逆に言いたくなっちまうんだよな。

　……『できる限り、誰にも言わないでほしい』ってさ。

　その言葉を付け加えて、最初にテニス部の部長、それに有ある不ふ和わ君と部べ江え田た君へ噂うわさを流した。

　更に協力してもらったのが、プリムラや撫なでし子こ……サンちゃんやサザンカだ。

　特に、プリムラには感謝だ。あいつには噂うわさを流すのもだが、そこに加えてコスモスが図書室に来るように誘導してもらったからな。

　こうやって協力者を増やして、二年生には、サザンカとプリムラが。一年生には撫なでし子こが。

　……そして、三年生には野球部のみんなに噂うわさを流してもらった。

　と言っても、わざわざ全校生徒と話したわけじゃないぜ？

　あくまでも俺おれ達たちは、火種になっただけ。

　あとは勝手に広がってくのが、『噂うわさ』ってもんだ。

　そういった下準備を整えてから、山やま田ださんが各クラスや部活動へ、『出し物を合併してほしい』と説得にいったわけだ。そうしたら、生徒達たちは快く協力してくれた。

　なんせ、プリムラが教えてくれたもんな……。

『みんな、強い悪役をやっつける正義の味方になりたいんだ』

　ってさ。

　誰もが認める、西にし木き蔦づた高校のスーパー生徒会長のコスモス。

　そんなすげぇ奴やつが解決できない大問題を、自じ分ぶん達たちが解決できたら……最高だろ？

「コスモス先輩、いつも私わたし達たちのために頑張ってくぅ～！　れてるじゃん！　だから、たまには頼ってくぅ～！　れよ！　俺おれ達たちだって、何もできないわけじゃないんだ！」

「コスモス先輩、俺だって少しくらいなら力になれますよ！　コホォ～……。コホォ～……」

「綾あやの小路こうじ颯はや斗とも、賛成なんだな！　綾あやの小路こうじ颯はや斗とは、ひまわりたんの悲しい涙なんて、見たくないんだな！　だから、全身全霊で頑張るんだな！」

「おーほっほっほ！　たとえ生徒会長であったとしても、私わたくしが応援することには何も変わりはなくってよ！　当たり前でしょう、コスモス！」

「はっはっは！　俺おれ達たち野球部も、コスモスにはいつも世話になってるからな！　たまには恩返しをさせてもらわないと、困ってしまうな！　つまり、これはいい機会だ！」

「屈くつ木きの言う通りだな。……っていうか、コスモスは一人で頑張りすぎでしょ。学校行事だって、野球と一緒。問題は、チームプレーで乗り切っていこうぜ」

「いぇ～い！　今回は、俺もかっこつけられる大チャンスなんで、もちろん便乗しまっす！　いつも、サンちゃんにばっかおいしいところ持ってかれてるし！」

　今まで校内に蔓まん延えんしていた、コスモスの悪い噂うわさを全て払ふつ拭しよくするような生徒達たちの歓声。

　よく目立つのは、俺がよく知っている人物達たちの声だが、別に俺はあの人ひと達たちに何かを頼んじゃいない。他の生徒も似たような歓声を、コスモスに送っている。

　ま、当たり前の分かりきってたことなんだけどよ……、コスモスってのは、悪い噂うわさより良いい噂うわさのほうが遥はるかに多い奴やつなんだ。……ただ、普段はそれが表に出ないだけ。

　世の中ってのは、どうも良いいことより悪いことのほうが、よく目立つからな。

　……けどよ、勘違いするなよ？　目立ってるだけで、そっちが多いとは限らねぇんだぜ？

　たとえ目立たなくても、たとえ悪い噂うわさに押しつぶされそうになったとしても……、それでも、自分を支えてくれる頼れる奴やつらのほうが、遥はるかに大勢いるもんだよ。

「というわけで、皆の衆！　何も案ずることはない！　つい先程、イルミネーションを用意できる業者もこの俺……、この俺──山やま田だ一かず葵きが見事に見つけ出している！　つまり！　繚りよう乱らん祭さいは予定通り開催されるのだ！　……さすが、山やま田だ！　すごいぞ、山やま田だ！　万歳、山やま田だ！」

　自分で言うな。──いや、確かに相当すごかったんだけどね……。

　たった二時間で、各クラスと部活の代表者の説得をして、おまけで下校した後には、イルミネーションを用意することができる業者まで見つけてくれたわけだから。

　けど、あの態度を見ていると不思議と素直に褒めたくなくなる。

「繚りよう乱らん祭さいができるなんて……、すごく嬉うれしいよ！　山やま田ださん、本当にすごいよ！　……コスモス会長の次に！」

「コスモスさんには負けるけど、山やま田ださんも頼りになるって分かりました！」

「今回だけは、山やま田ださんに感謝します！　ありがとう！」

「ふはははは！　そうだろう！　そうだろう！」

　あ、コスモス以下ってところは、変わらないんだね。結構容赦ないな、うちの生徒。

　まぁ、それでも本人は満足してるしいいか。

　いやはや、コスモスが先にイルミネーションの件を話し始めた時は焦あせったが、『繚りよう乱らん祭さい開催』というドでかい話題を提供できたのがよかったな。

　おかげで、イルミネーションの事件についてはみんな、気にしてなさそうだよ。

　……そんじゃ、最後の仕上げをするとするか。

「パンジー、ひまわり。ちと、壇上で困っている生徒会長を助けてやってくれるか？」

「ええ、もちろんよ」

「うん！　分かった！」

　俺の合図と共に、ひまわりとパンジーが壇上へと向かう。

　そして、山やま田ださんからマイクを受け取ると、

「コスモスさんだけじゃない！　わたしも！　わたしも、イルミネーションこわしちゃったの！　ごめんなさい！」

「ごめんなさい。コスモス先輩からの指示を中ちゆう途と半はん端ぱに実行して、イルミネーションが破損する原因を作ったのは私です。本当に、すみませんでした」

　二人はそれぞれ、全校生徒に向けて頭を下げ謝罪をした。

「ひまわりさん、パンジーさん……っ！　わ、私も！」

　そんな二人に続いて、コスモスも深々と頭を下げる。

　だが、責める生徒は誰もいない。……当たり前だよな？

　正義の味方ってのは、優しい奴やつらが多いのさ。

「では、これにて全校集会を終了す…る！　各自、ここからはそれぞれのクラス、部活で繚りよう乱らん祭さいの準備に励んでくれたま…え！」

　最後に、ようやくちょっとだけ冷静になった山やま田ださんが、語尾を溜ためる癖を戻しつつ宣言したことで、無事に全校集会は終わりを告げたのであった……。




　それから、全校集会が終わったので、ほとんどの生徒は教室に戻っていったのだが……、残念ながら俺は居残り。

　他の生徒会メンバーや、パンジー達たちも帰ったというのに、世せ知ち辛がらい話である。

　んで、誰に捕獲されて残っているかという話だが……、

「ジョーロ君……」

　当然ながら、生徒会長のコスモス以外に有り得ないわけだ。

　怒っている……わけではないな。この顔は、どっちかというと拗すねている顔だ。

　ムスッと、子供みたいに頰をふくらませてるし。

「……やってくれたね？」

「……やってくれたよ？」

「っ！　そ、それは私の……っ！」

　いつもはコスモスがよくやる、一つ前の台詞せりふを反復する癖を俺がやった。

　それが恥ずかしかったのか、コスモスの顔がわずかに紅潮する。

「す、少しくらい相談してくれたってよかったじゃないか！　そしたら、私だって力になれたのに！　私を仲間外れにして、山やま田だとなんて……」

「今回の件で、ずっと誰にも相談しないで自分一人で何とかするんだって言い張ってたのは、誰でしたっけ？　挙句の果てに、パンジーとひまわりの意志まで無視して……」

「……うっ！　そ、それは……ごめんなさい……」

　しょんぼりと落ち込む姿を見ると自然と頰が緩みそうになるのは、それが生徒会長としてのコスモスではなく、俺おれ達たちと一緒にいる時の、図書室のコスモスだからだろう。

　……ようやく、最後の一人の図書室メンバーが、帰ってきてくれたな。

「俺としては、謝るよりも所望している言葉があるんですけど……」

「あっ！　そ、そうだね。……こほん。ありがとう、ジョーロ君。君のおかげで助かったよ。本当に……、ありがとう」

　うっ！　やばい、調子に乗りすぎた……。コスモスの笑顔が、予想以上に可愛かわいい……。

「ど、どういたしまして……ですよ」

「…………自分でやらせておいて、照れるのはダメじゃないかな？」

「そ、そろそろ授業が始まるし、俺も戻りますから！　じゃあ、そういうことで！」

「むぅ……。少しぐらい遅れたって、いいじゃないか」

　ダメに決まってんだろが。生徒会長にあるまじき発言だぞ、それ。

　なんで早速、臨機応変な対応力を身につけてるんだっつーの。





※






　──二日後。

　時刻は十九時。

　すでに薄暗くなった空の下、今この場には、西にし木き蔦づた高校の全校生徒が集まっていた。

「やっと、この日になったね！」

「もう、昨日から楽しみすぎて、全然眠れなかったよ！」

「もうすぐかぁ～。ちゃんと用意してきたから、頑張って渡さないと！」

　周囲から聞こえてくる、生徒達たちの弾んだ声。

　それはもちろん、俺おれ達たちも同じ気持ちだ。俺の周りにいる──あすなろ、サザンカ、ヒイラギ、ツバキ、パンジー、ひまわりも、どこかソワソワした様子で周囲を見渡している。

「ジョーロ、はじまるね！　はじまっちゃうね！」

「ああ、そうだな。ひまわり」

「ふふっ。それを見る限り、ジョーロ君もちゃんと準備をしてきたみたいね」

「当たり前だろ、パンジー。なんのために、ここまで苦労したと思ってんだ」

　ひまわりが弾んだ声をあげ、パンジーがそれに続く。

　パンジーが注目しているのは、俺が片手に持つ少し大きめのビニール袋だろう。

　そこに何が入っているかは……っと、そろそろ始まるな。

「あ、あー……んん！」

　校庭に置かれた指揮台の上に立つ、とある人物が片手に持つマイクの音量を確認している。

　緊張しているのか、視線がおぼつかない様子だ。

　ただ、自分が合図を出さないといつまで経たってもメインイベントが始まらないのを理解してか、鋭い眼まな差ざしで正面を見ると、

「それでは、これより繚りよう乱らん祭さい前夜祭……灯とう花か式しきを開始す…る!!」

　山やま田ださんが、そう宣言した。

　同時に照らされるのは、校庭に敷かれたイルミネーション。

　美しく点灯し、校庭を……そして、俺おれ達たちを明るく照らした。

「わぁ～！　すごいすごい！　すっごく綺き麗れい！」

「ええ、本当に……幻想的ね」

「何だか、色々と感慨深くもありますね……。やっと、ここまで来れました……」

「ま、まぁ、悪くないんじゃないの？　うん……すごく……綺き麗れいよね……」

「ツバキ！　とってもとっても綺き麗れいなの！　すごいのぉ～！」

「ん。ボクもそう思うかな」

　俺の周囲に立つ図書室メンバーが、ついに始まった灯とう花か式しきにそれぞれの感想を漏らす。

　本来であれば灯とう花か式しき開始の合図は、生徒会長のコスモスの役割であったが、今回の一件で最も重要な活躍をしてくれたということで、その役を山やま田ださんに譲った。

　ただ、だからといって現場を離れるわけにはいかないので、他の生徒会役員と一緒に指揮台のほうにはいたが、もう合図は終わったし、そろそろ……あぁ、来たな。

「やぁ！　みんな、お待たせ！　やはり、灯とう花か式しきは素晴らしいね！　本当に……開催できてよかったよ！　ありがとう……、あすなろさん。それに……、ジョ、ジョーロ君」

「ふふふっ。気にしないで下さい、私わたし達たちも灯とう花か式しきを開催したかっただけですから！　ですよね、ジョーロ！」

「そ、そうですね……。あすなろの言う通りです」

　どこか照れくさくなってしまうのは、コスモスが紅潮した顔でこっちを見てきたからだろう。

　なんか、あの全校集会以来、コスモスの態度が微妙に変わったんだよな。

　前に比べて、周りを頼るようになったというか、甘え癖がついたというか……。

　って、今はそいつを気にする時じゃないな。

　それより、灯とう花か式しきの様子は……、

「プーリムラ！　……はい！　これは私わたし達たち、ソフトボール部から！　これから新キャプテン、頑張ってね！　私わたし達たちも精一杯、支えるからね！」

「うひゃ！　これまた豪華なもんを！　いやー！　あんがとあんがと！　ほんじゃ、私からもお返しをあげちゃうよぉ～ん！」

　少し離れたところで賑にぎわっているのは、ソフトボール部の面々。

　あの全校集会が終わってから、プリムラと撫なでし子こは特に準備のために尽力してくれた。

　自じ分ぶん達たちが原因を作ってしまったからと、率先してイルミネーションの管理を行い、他にも色々と生徒会の手伝いをしていたそうだ。

　その手腕はかなりのものだったようで、コスモスからは『次の生徒会長には、プリムラさんになってもらいたいよ』とお墨付きが出るほど。

　それに対してプリムラは、いつもの調子で飄ひよう々ひようとしていたが、認めてもらえたことは嬉うれしかったのだろう。どこか照れくさそうに『んじゃま、立候補してみまっか！』なんて言っていた。

　色々とあった二人だけど、やっぱり仲が悪いままより、仲が良くなったほうがいいよな。

「むふふふ！　撫なでし子こさん、こっちですよ、こっち！」

「ひ、引っ張らないで下さい、たんぽぽさん！　大体、なぜ私が貴女あなたのような……」

「んもぉ～う！　天使すぎる私と手が繫つなげるからって、恥ずかしがりすぎですよ！」

　片手に蒲公英たんぽぽの花を握り締め、もう片方の手で撫なでし子この手を握り、半ば無理矢理連行しているのはたんぽぽ。ちなみに、持っている蒲公英たんぽぽは灯とう花か式しきが始まる直前に俺が渡した。

　なんやかんやで、今回はあいつにも世話になったからな。その礼というやつだ。

　渡した時、『わぁ～！　蒲公英たんぽぽです！　蒲公英たんぽぽの花です！　ありがとうございます、如月きさらぎ先輩！　むふふふ！』と言われ、素直に喜んでる時だけは可愛かわいいんだよなと思った。

　そのお返しとして、たんぽぽがたまたま見つけていたらしい、四葉のクローバーをもらったが……、これ、花じゃねぇよな？　まぁ、たんぽぽらしいっちゃらしいけど……。

　んで、あいつらは何を……

「なんで、折角の灯とう花か式しきでこんな女と……。折角、勇気を出して芝しば先輩に──」

「芝しばせんぱーい！　お待たせしましたぁ！」

「……なっ！」

「たんぽぽ、どうしたんだよ？　いきなり、こんな所に呼び出して。俺、灯とう花か式しきは他の野球部のみんなと……あれ？　その子、誰だ？」

「私と同じ一年生で、ソフトボール部の撫なでし子こさんです！　とっても仲が良いいお友達なんですよ！　むふふふ！」

「し、芝しば先輩が目の前に！　想定外ですわ！　こんな……、まだ心の準備が……」

「たんぽぽの友達？　えーっと、その撫なでし子こさんを連れてきて、どうしたんだ？」

「あ、その……っ！」

　たんぽぽからの予想外のサポートにうろたえる撫なでし子こだが、最後は勇気を出すと決意したのだろう。紅潮した顔で、下唇をグッと嚙かむと、

「芝しば先輩！　これを受け取ってほしいですわ！」

　精一杯の声を出して、芝しばへとナデシコの花を差し出した。

「え？　お、俺ぇ!?　サ、サンちゃんじゃなくて？」

「芝しば先輩ですわ！　芝しば先輩に、受け取ってほしいのですわ！」

「わ、分かった……。ありがとな、えっと……撫なでし子こさん」

　しどろもどろになりながらも、撫なでし子こから花を受け取る芝しば。

　野球部で大分人気があるはずなんだが、こういう経験は慣れていないみたいだな。

「渡せました……。渡せましたわぁぁぁぁ！」

　撫なでし子こはよほど嬉うれしかったのか、普段の上品な笑顔ではなく、年相応の無邪気な笑顔を浮かべていて、その様子はとても可愛かわいらしい……のだが、やはり俺は寒気を感じてしまった。

　なぜだ？　別にあいつの本性はもう知っているし……

「むふふふ！　よかったですね、撫なでし子こさん！」

「はい！　ありがとうございます、たんぽぽさん！　私、貴女あなたのことを誤解して──」

「これで繚りよう乱らん祭さいでは心置きなく、実家の八百屋さんで培つちかった、さながら直径三十センチのうんこを踏ん張っているような、気合の入った声でお客さんを呼べますね！　むふふ！」

「おんどれは、どうして最後の最後で余計なことを言うんじゃぁぁ！　わしの実家のことをいちいち話に出すんじゃねぇぇぇ!!　黒くろ皮かわ栗くりかぼちゃを顔面に叩たたき込こんだろか!?」

「ひょおおおお!!　撫なでし子こさんの顔が、さながらプレデターの如ごとく！　お、落ち着いて下さい！　私、黒くろ皮かわ栗くりかぼちゃより雪化粧かぼちゃ派なんですぅぅぅぅ!!」

　なるほど、これが寒気の正体か。……で、なぜたんぽぽは、かぼちゃ事情に詳しいのだ？

「なんか、すごい子だな……。やっぱり、俺には妹の、み──」

　さて、たんぽぽ達たちの話はここまででいいだろう。

　あと少しで、芝しばの妹の名前が分かりそうだったが、気にすることはないな。

「ツバキ、これあげるの！　椿つばきの花なのぉ～！」

「ん。ありがとね、ヒイラギ。……じゃあ、ボクからもお返しかな。はい、柊ひいらぎだよ……」

「わぁ～！　ありがとなの！　とってもとっても嬉うれしいのぉ～！」

　俺おれ達たちのそばでお互いに用意していた花を交換するのは、ツバキとヒイラギ。

　なんやかんやで、この二人は仲がいいようで、ヒイラギは素直に満面の笑みを、ツバキはどこか照れくさそうな笑みを浮かべて、お互いを見つめ合っている。

　ちなみに、この場にいない図書室メンバーのサンちゃんが何をしているかと言うと……、実は俺も知らないんだよな。

「ねぇ、大おお賀が君がどこにいるか知らない？　私、花を用意してきたから渡したいんだけど……」

「うーん。さっき、ナリツキのほうで見かけたって人はいたけど……」

「ナリツキ？　あそこにはアネモネの花が置いてあるだけで、大おお賀が君はいなかったよ？」

「ナリツキに花を？　誰が置いたんだろ……って、それよりも大おお賀が君だよ！」

　どうやら、他の女子生徒達たちもサンちゃんの姿を探しているようだが、発見には至っていないらしい。本当に、俺の親友はどこに行ってしまったのやら？

　結局、今回の事件で、サンちゃんの噂うわさ……『大おお賀が太たい陽ようは、夜になると他校の生徒と会って、怪しげな密談をしている』だけは解消されなかったし、もしかしたらサザンカと同様、あの噂うわさは本当で、その子と会ってるのかもしれないな。先客がいるって、言ってたし。

　──とか思っていたら、後に俺はサンちゃんが会っていた、その『他校の生徒』からとんでもねぇことを頼まれる未来が待っているのだが……、それはまた別の話だ。

　いや、ほんとビックリしたよ……。

　まさかサンちゃんが、俺もよく知っているあいつと会っていたなんてな……。




　さてと、そろそろ俺のほうも始めるとするか……。

「ジョーロ、まずはわたしからだよっ！　……はい！　今回はほんとーにありがとう！　すっごく嬉うれしかった！」

「ああ。ありがとな、ひまわり」

　最初に俺へ花を贈ってくれたのは、ひまわり。

　少し小さな向日葵ひまわりを、俺に満面の笑みで差し出してきてくれた。

「ジョーロ君！　こ、これを受け取ってほしい！　そ、その……、これからも、よろしく、ね」

「大事にしますね、コスモス会長」

　次に渡してくれたのは、コスモスだ。

　顔を真まっ赤かにして、遠慮がちだが力強く、俺に秋桜コスモスの花を渡してきてくれた。

「ふふっ。もちろん私からはこの花よ、ジョーロ君」

「サンキューな、パンジー」

　パンジーが渡してきてくれたのは、やはり三色菫パンジー。

　色は、白と黄色と紫。以前に花か舞ぶ展てんで俺に説明してきた時と同じ色だ。

「あ、あたしも一応、用意しといたから、受け取んなさいよね！　だ、誰かに言うんじゃないわよ！　あ、あんただけ特別扱いしたって思われたら、迷惑なんだから！」

「分かった。誰にも言わねぇよ」

　サザンカがその顔と同じくらい真まっ赤かな、山茶花サザンカの花を俺に贈ってくれた。

　ありがとな。ちゃんと、大事にするよ……。

　さて、次はやけにキラキラとした目で俺を見ているあすなろの番かな？

　で、それが終わったら今度は俺が──

「ジョーロ！　私からの花ですが、ここではなく別の場所で渡してもいいですか？」

「へ？」

「ほら！　今回私は、非常によく頑張ったではないですか！　ですからその報酬として、私だけはジョーロと二人きりの状況で、花を渡したいのです！」

　予想外のあすなろからの申し出に、俺はもちろん、他の四人も困惑した様子だ。

　ただ、確かに今回はあすなろに世話になりまくったからなぁ。

　本人がそういう特別報酬を期待しているなら……

「分かった。なら、移動するか」

　その要望に応えるとしよう。

「あすなろ、貴女あなたは──」

「はい！　ありがとうございます！　では皆さん、少しだけジョーロをお借りしますね！」

　パンジーが何かを言おうとしたが、それを遮るようにあすなろが声を出す。

　一応、みんなも俺とあすなろの行動を止めるつもりはないようで、少し心配そうな表情をしながらも、見送ってくれた。




「ふふっ！　決めてたんです！　ここで、ジョーロと話をするって！」

「お、おう……。想像以上に歩かされて、驚いたぞ……」

　俺とあすなろが校庭から向かった場所は、屋上。

　ここからだと校庭の様子が一望できるので、イルミネーションが西洋木蔦アイビーの形をしているのがよく分かって、これはこれで絶景だ。

「懐なつかしいですね。こうして、ジョーロと二人で屋上に来るのは！」

「俺としちゃ、あんま思い出したくねぇんだがな……」

　俺とあすなろの屋上の思い出。……それは、あの三股事件だ。

　こいつが、いきなり『三股をかけているか確認するため密着取材をする』なんて言い出した時は、マジで困ったよ……。

「では早速！　私が、ジョーロに用意した花を渡したいと思います！」

「お、おう。ありがとな……」

　いつもの調子のあすなろだが、イルミネーションに照らされているからか、やけに紅潮した頰がよく目立って妙に色っぽい。いかんな、あんまり緊張しないようにしないと……、

「こちらが、ジョーロに贈る…………私の気持ちがこもった花です！」

「……え？」

　そう言って、あすなろが手渡してきた花を確認して、俺は思わず目を見開いてしまった。

　俺はてっきり、あすなろは翌桧あすなろの花を渡してくるものだと思っていた。

　だが、そうではない。あすなろが俺に渡してきた花は、スイートピー。

　花言葉が…………、『別離』の花だ。

「あ、あすなろ、どういう……ことだ？　別に、俺おれ達たちはこれからも仲良く──」

「ジョーロ、私は分かってしまったんです」

「わ、分かった？　えっと、いったい何が……」

　俺がそう尋ねることをあすなろは想定済みだったのだろう。

　どこか達観した、穏やかな笑みを浮かべている。

　そして、俺に渡したのとは別の、もう一つの花を取り出すと……




「あの人が……ジョーロの一人だけ、特別大好きな女の子ですね？」




　静かに、そう言った。

「なっ！　あ、いや、そ、それは……っ！」

「ふふっ。やっぱり、そうでしたか」

　うろたえる俺をよそに、どこか諦観した様子で、あすなろが微笑ほほえんだ。

　な、なんでだ!?　俺は、その存在がいることはサンちゃんに伝えても、誰かなんて言っちゃいねぇ！　……なのに、なんであすなろは分かったんだ!?

　間違えてねぇ……。間違えてねぇんだ……。あすなろが示した花は……、正解なんだ……。

「ど、どうして、あすなろは……」

「貴方あなた自じ身しんの行動の結果ですよ。ジョーロ」

「俺自身の行動の結果？」

「今回の一件……、全ての真実を知った後に、貴方あなたが発した言葉。それが全ての答えでした」

　そう言われて、俺は全身に寒気が走る。

　まさか、あの言葉か!?　あの言葉から、あすなろは……

「ジョーロ。貴方あなたは今回の一件で、たった一人だけ、どんなことになってもその子だけは必ず無事でいられるように行動をしていましたよね？　結果としては全てが円満に解決しましたが、もし失敗したとしても、あの人だけは、必ず無事でいられるように振る舞っていましたよね？」

　間違いねぇ……。アレだ……。あの時の俺の言葉だ……。

　自分でも、言っちまった後にまずいとは思った。

　だから、できる限り冷静にと自分へ言い聞かせて、振る舞ったつもりだった。

　けど、あすなろは、気づいちまったってことかよ……。

「ジョーロ、もう一度聞きますよ？」

　静かに優しく、それでいて力強い声であすなろが俺に尋ねる。

「……あの人が、貴方あなたの一人だけ、特別大好きな女の子ですね？」

　否定したい。本当は認めたくない。なぜなら、それは一つの終わりを迎えるから。

　だが、それでも俺は……

「ああ……。その通りだ」

　あすなろの言葉を、肯定した。

「やっぱり、そうだったんですね。……う、うぅ……っ！」

　あすなろの両目から、ポロポロと涙がこぼれ落ちる。

　小さな体を震わせて、強く拳を握り締めながら、あすなろが涙を流し続けている。

　今すぐに、その体の震えを止めてやりたい。力一杯抱きしめてやりたい。

　……だが、俺にそれをすることは許されない。できることは、ただ真実を伝えるだけ。

　あすなろが傷つくと分かってなお、真実を伝えることなんだ……。

「つまり……、わだじじゃ、ないんでずね？」

「……そうだ」

「ジョーロは……、あの人が大好きなんですね？」

「…………そうだ」

「う、う、う……あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　屋上に、あすなろの声が響き渡る。

　俺おれ達たち以外にもやってきていた生徒達たちが、思わず体をビクリと震わせている。

　だが、そんなことを気にする余裕なんて、俺にもあすなろにもあるはずがなかった。

「わぁも！　わぁもジョーロば大好きなのに！　わぁのほうがジョーロば好きなのに！　んでも、んでも！　ジョーロはあの人が大好きなんだいな!?」

「…………っ！　そうだ。たとえ、あすなろが俺を大好きでも、たとえ、あすなろのほうが俺を大好きでも、俺は…………、俺は、あいつが大好きなんだ」

　脳が沸騰して、蒸発するんじゃないかってぐらい熱い。

　全身が根っこに絡からみ取とられたんじゃないかと疑いたくなるように、体が動かない。

　目の前で、大粒の涙を流している少女を……俺は、助けることができない。

「ふっ！　ふぐぅ！　もっど、ジョーロと思い出が欲しがった！　デートをして、お弁当ば食べて、旅行さ行って、キスをして、……たんげ、たんげやりたいことがあった！　でも、でも……、それをわぁはできねぇんだべ？」

「できねぇ。あすなろとは、そういう思い出はつくれねぇ……」

　本当は否定したい。たとえ噓うそだとしても、違うと言いたい。

[image: ]

　だが、今この場に必要なのは目先の優しさじゃない。

　真まっ直すぐにあすなろの気持ちに向かって、勝負をすることだ。

　だから…………たとえ、どれだけあすなろを傷つけようと、たとえ、どれだけあすなろが涙を流そうと、

「俺は、あいつとそういう思い出を作りたい」

　やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。

「～～～～～～～っ!!」

　俺の言葉にあすなろは、ただひたすらに涙を流し続けている。

　言葉が言葉にならない声を出し続けながら。

　俺は、そんなあすなろの目の前に、ただずっと立ち続けていた……。




　それから、どれくらいの時間が経たったかは分からないが、落ち着いたのか、あすなろはゴシゴシと両目を強くこすり、自らの涙を無理矢理に止めた。

「ふぅ……。気になることが分かって、とてもスッキリしました！」

　噓うそつけよ……。その顔は、スッキリしたような顔じゃねぇだろ……。

　涙で腫れあがった目、少しだけ虚うつろで諦観したような表情。

　言葉とは真逆のあすなろの顔が、全てを物語っていた。

「あ、あすなろ、俺が用意した花は……」

「ふふっ。私は大丈夫です！　それを受け取るわけにはいきませんから！」

　だよな。そうだと思ったよ……。

「ですが、今回の一件でジョーロはとても頑張りました！　今も、私を傷つけると分かってなお、誠実に対応してくれました！　ですから、私からはご褒ほう美びを差し上げますよ！」

「ご褒ほう美び？　いや、俺はもうあすなろから花ももらってるし……んなっ！」

　その瞬間、俺の頰に柔らかな感触が走る。

　気づけば、あすなろの姿は俺の正面にはなく、真横にあった。

　何をしたかなんて、言うまでもない。

「ふふっ。ジョーロに作れないと言われても、この思い出だけは絶対に作るつもりでしたから！　……ですが、これで私はおしまいです！　これから私は、ジョーロの友人ですから！」

「あ、ああ……」

「では、私はこれで失礼しますね！　今日まで、お互いにお疲れ様ですよ、ジョーロ！」

　その言葉は、決して今日までのイルミネーションの件を示しているのではないだろう。

　あすなろと出会って、これまでに紡つむいできた物語。

　その物語の終わりとして……、あすなろはそう言ったんだ……。





※






「おかえりなさい、ジョーロ君。……あら？　あすなろは、どうしたのかしら？」

　俺が屋上から校庭に戻ると、歓迎してくれるパンジー、コスモス、ひまわり、サザンカ。

　ただ、その表情は喜びというよりも疑問。

　今、この場にあすなろがいないことを不思議に思っているようだ。

「……あすなろは、こねぇ。……もう、こねぇんだ……」

「「「「…………っ!!」」」」

　俺の言葉の意味を、四人とも理解したのだろう。

　目を見開き、俺のことをまじまじと凝視している。

　そんな中、俺は四人の内の一人の少女と目が合った。

　奇くしくもその子は、俺が一人だけ、特別大好きな女の子だった。

「あ、あんたが……、悪いわけじゃないでしょ！　……し、仕方ない！　仕方ないことでしょ！　だから、あんたはしっかりしてなさい！　ちゃんと胸張って、自分に自信を持ちなさいよ！」

　サザンカが乱暴だが、優しく俺に対して言葉をくれる。

　……そうだ。俺は胸を張ってなきゃいけねぇんだ。

「ジョーロ！　んとね……ジョーロのおかげなの！　ジョーロのおかげで、みんないっしょにいれるようになったの！　だからわたしは、ジョーロが……、ジョーロが元気なのがいい！」

「そうね。……ジョーロ君、貴方あなたがいたからこそ私わたし達たちはこうして繫つながれた。だから、どうか悔やまないで。貴方あなたが……、貴方あなたがいなかったら、こうはなれなかったの。だから……」

「私もそう思うよ！　私は、ジョーロ君がいたから変われた！　前よりももっと自分も皆も大好きになれた！　その気持ちに噓うそはないし、どんなことになっても噓うそにするつもりもない！」

　続いてひまわり、パンジー、コスモスも俺に力強くも優しい言葉をくれる。

　俺に、こんな言葉を送ってくれるんだ。だったら……、

「あのよ、みんなに用意した花があるから、……受け取ってもらえねぇか？」

　やろうと思ってたことは、やりきらねぇとな。

　どうにか笑顔を作り出し、俺は自分が用意していた花を取り出す。

　誰か一人に……なんてことは、まだここではしない。

　俺は四人に、自分の気持ちを精一杯のせた花を用意していたんだ。

　その花の花言葉は、『誠実』。

　とある花とよく似ていて、学術的には同じもんだとか、そういう話を聞いたことはあるが、別に他意はない。ただ、偶然にも自分の気持ちを伝えるのにうってつけの花だっただけだ。

「俺からの花は、これだ。その……、二学期の終わりには絶対伝えるから……。どんなことがあっても、絶対に……」

「ありがとう、ジョーロ君。君の気持ちは、ちゃんと伝わっているよ……」

「うん！　わたし、こわいけど……、待ってるから！　……だいじょぶ！　ジョーロは、ジョーロが決めればいいの！」

「私もひまわりと同じ気持ちよ」

「そ、そうよ！　あたしだって……、あたしだって、同じ気持ちなの！　でも、誰にも負けるつもりなんてないんだからね！　パンジー、ひまわり、コスモスさん！」

　灯とう花か式しきのイルミネーション以上に、綺き麗れいな笑顔を浮かべる少女達たち。

　本当は、他にも言いたいことはあるのだろう。思うところもあるのだろう。

　それでも……、それでも今だけは、この幻想的な空間にいることを選んでくれた。

「ジョーロ、ありがとねっ！　このお花、わたし、すっごく大事にするから！」

「私もだよ！　ジョーロ君から花がもらえた！　ジョーロ君から、もらえたんだぁ……」

「……とても嬉うれしいわ。これ……、私が一番大好きな花なの」

「あ、ありがと……。その、すごく、嬉うれしいわよ……」

　この笑顔が見られたなら、俺が頑張った意味はちゃんとあったんだよな……。

　だけど、一人足りない。一人だけ、いなくなってしまった女の子がいる。

　袋の中に残った、一輪の花。それは本来、……その少女に渡すために用意した花だった。

　今回の繚りよう乱らん祭さいの事件。

　イルミネーションを再び用意することで、みんなの絆きずなを守ることはできた。

　……だが、その行動の結果、俺は失ってしまった……。

　いつも元気で明るく、素朴な笑顔が可愛かわいらしい少女との絆きずなを。

　羽はね立たち桧ひ菜な……。『あすなろ』と呼ばれる、ポニーテールがよく似合う女の子との絆きずなを。

　だけど、後悔をしてもどうしようもねぇ。

　たとえ、自己満足だとしても、たとえ、それを言ってあすなろが救われなかったとしても、俺は心の奥底からこの言葉を、あすなろへと贈ろう。

　今まで……、ありがとう……。







あとがき




　アニメ化します。

　どうも。『なぁ』は、『あなた』。『わんつか』は、『ちょっと』。『たんげ』は『いっぱい』という意味ですよと、少しだけ津軽弁の説明をさせていただきました駱らく駝だです。

　ついに『俺を好きなのはお前だけかよ』も二桁巻。

　そして、何より……アニメ化です！　内心のテンションの高さを正直に表現してしまうと、ここのあとがきが全て『！』のみで埋まってしまうので、それは堪こらえつつ今回はアニメについての感慨深い思い出を少々記載させていただきます。

　このアニメ化というのは、公式発表までにいくつかのステップを踏みます（といっても、私の場合ですので、違うパターンもあるのかもしれません）。

　最初に、編集さんから、『アニメ化企画ありまっせ！』と連絡が入り、ここで作者である私に『ＯＫですか？　ＮＯですか？』と確認がされます。

　ここで『ＯＫです！』と答えたら、『はい、アニメ化決定ですよ』となるわけではありません。

　あくまで企画段階ですので、『ごめん。ポシャった！』も有り得るわけです。

　なので、ここで作者はＯＫと答えたら、あとは企画が通ることを祈ります。

　そして、無事に通ったところで、今度は顔合わせ的なものを行い、監督さんやプロデューサーさん達とお話をします。

　そこから、アニメの脚本を製作したり、キャラクターデザインを見せてもらったり、声優さんをオーディションで決めたりします。

　なお、『俺好き』の声優さんの決定方法は、オーディション＆多数決でした。

　一次審査ではデータで聞き、二次審査ではスタジオで直接という形です。

　新人さんからベテランさんまで、一番その登場人物になっていただけた方にお願いする形となっております。案外、皆さんの意見が割れなくて、自分の耳が腐ってないと安心しました。

　とまぁ、声優さんについてはここまでにしまして、次は脚本についてです。

　私、駱らく駝だ、全話脚本担当になってます。

　なので、つまらなかったら１００％私のせいなので、ボロクソに言っていただいて結構です。

　やってみて思いましたが、これは本当に大変ですね。

　文庫の文字数の平均が、俺好きの場合、少なくて１２万文字、多くて１５万文字くらいなのですが、アニメは一話につき約２万文字です。

　仮にアニメ三話で一冊の文庫本をやる場合は、ざっと６万文字。

　半分はカットしなければ、ならなくなります。

　特に一巻なんて、原作どおりやったらジョーロ君が本性を曝さらけ出す前に、一話が終わっちゃいますからね。もはや、パンジーさん、ほぼ出番なしで終わっちゃいます。

　そこをどのように対処したかは、アニメ第一話を待っていただけると幸いです。

　読んでいる方だからこそ分かる、さり気ないオリジナル要素なども加えさせていただきましたので、楽しみにしていただければと！

　では、謝辞を。

　十巻を購入していただいた、読者の皆様、ここまで付き合っていただき誠にありがとうございました。大きな変動が起き、一体次巻ではどうなってしまうのかは、頑張れ来年の駱らく駝だ。

　ブリキ様、今回も素敵過ぎるイラストありがとうございます。

　八巻では諸々の事情によりできなかった恒例の『アレ』を、今回は全力でさせていただきました。アニメ版では、少し違う形ではあるものの、『アレ』入ります。

　担当編集の皆様、今回も多くのアドバイスをありがとうございます。

　いつもは出番が削られがちな『彼女』を、今回では全面に押し出させていただける物語を紡がせていただき、誠にありがとうございました。

　今後とも、よろしくお願いいたします。


駱駝
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